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はじめに

Sun Ray ソフトウェアのユーザーは、オンラインのマニュアルページを利用して Sun 
Ray システムとその機能に関する情報を得ることができます。マニュアルページは、
機能についての質問に簡潔に応える目的で作成されています。一般マニュアルページ
は解説書としてではなく、リファレンスマニュアルとして利用するのに適していま
す。 

書式
マニュアルページの一般形式について説明します。コマンドまたはファイルに関する
マニュアルページには、必要な見出しだけが含まれています。ほぼ次のような順序で
記述されていますが、報告すべき項 (たとえば、「使用上の留意点」) が存在しない場
合、その項は記述されません。マニュアルページ全般の説明は、man(1) を参照してく
ださい。 

名前 この項では、コマンド・機能の名前を示し、それ
らの働きについて簡単に説明します。

形式 この項では、コマンド・機能の名前を示し、それ
らの働きについて簡単に説明します。コマンドま
たはファイルが標準パスに存在しない場合は、フ
ルパスで示します。オプションと引数はアルファ
ベット順に示し、異なる順序が要求される場合を
除き、最初に単一文字、次に引数付きオプション
が続きます。 

この項では、次の特殊文字を使用します。 

[ ] 角括弧。角括弧で囲まれたオプション・
引数は省略可能です。角括弧がない場合、
その引数は必須です。
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… 省略符号。前の引数に複数の値を指定す
るか、または前の引数を複数回指定でき
ます。例 : "filename..."

| 縦棒。縦棒で区切られた引数の中から、
一度に 1 つだけ指定できます。

{ } 中括弧。中括弧で囲まれたオプション・
引数は相互に依存しており、1 つの組と
して取り扱う必要があります。

プロトコル この項は、プロトコル記述ファイルを示すサブセ
クション 3R だけに存在します。

機能説明 この項では、サービスの機能と動作を定義しま
す。このコマンドの実行内容を簡潔に説明しま
す。オプションの説明や使用例の引数は含みませ
ん。対話型コマンド、サブコマンド、リクエス
ト、マクロ、機能などは、使用法の項で説明しま
す。

IOCTL この項は、セクション 7 だけに含まれます。適切
なパラメタを ioctl(2) システムコールに供給す
るデバイスクラスだけが、ioctl であり、独自の
見出しを生成します。特定のデバイスに対する 
ioctl 呼び出しは、そのデバイスのマニュアル
ページ上でアルファベット順に並べられていま
す。ioctl 呼び出しは、mtio(7I) のような io で
終わるすべてのデバイスの特定のクラスに使用さ
れます。

オプション この項では、コマンドのオプション一覧と、各オ
プションの簡単な説明を記述します。オプション
は本来の形式で、形式の項に記述されている順に
一覧表示されます。オプションに対して引数が使
用可能な場合は、そのオプションの項目に記載し
ます。該当する場合は、デフォルト値も示しま
す。 

オペランド この項では、コマンドのオペランド一覧と、それ
らがコマンドに与える影響について説明します。

出力 この項では、標準出力、標準エラーの各出力、ま
たはそのコマンドで生成された出力ファイルにつ
いて説明します。 
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戻り値 値を戻す関数のマニュアルページの場合、これら
の戻り値と、戻される条件を示します。関数が 0 
または -1 のような定数だけを戻す場合、その値と
説明を記述します。それ以外の場合は、各関数の
戻り値を文章で説明します。void として宣言され
た関数は値を戻さないため、戻り値については説
明しません。 

エラー エラー発生時、ほとんどの関数はエラーコードを
グローバル変数 errno に格納し、エラーの理由
を示します。この項では、関数が生成しうるすべ
てのエラーコードの一覧 ( アルファベット順 ) と、
各エラーの発生条件を示します。2 つ以上の条件
によって同じエラーが発生する可能性のある場合
は、エラーコードの下に別のパラグラフを設けて
それぞれの条件について示します。

使用法 この項では、詳細な説明が必要な特殊な規則、機
能、コマンドを示します。以下にあげる項は、組
み込み型関数の説明で使用されます。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 この項では、コマンドまたは関数の使用例と使用
法を提供します。可能な場合には必ずコマンド行
エントリやマシン応答を含む完全な例を示しま
す。プロンプトは通常 example% ですが、ユー
ザーがスーパーユーザーである必要があるときは 
example# で示されます。例の後には、説明、変
数置換規則または戻り値を示します。ほとんどの
例は、形式、機能説明、オプションおよび使用法
の各項の概念を例示するものです。 

環境変数 この項には、コマンドまたは関数が影響を与える
すべての環境変数の一覧を示し、その影響につい
て簡単に説明します。 

終了状態 この項では、コマンドが呼び出しプログラムまた
はシェルへ戻す値と、それらの値が戻される原因
となる条件が一覧表示されます。通常、正常に完
了した場合はゼロが戻され、各種のエラー条件に
対してはゼロ以外の値が戻されます。 
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ファイル この項では、マニュアルページ、関連ファイル、
およびコマンドによって作成されるか、要求され
るファイルで、参照されるファイル名がすべて一
覧表示されます。各ファイル名の後には、記述の
概要または説明が記述されます。 

属性 この項では、コマンド、ユーティリティーおよび
デバイスドライバの一覧を示し、それぞれの属性
タイプとその対応値を定義します。詳しくは、
attributes(5) のマニュアルページを参照してく
ださい。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、
および一般の出版物が示されています。 

診断 この項では、診断メッセージ一覧と、エラーの発
生条件についての簡単な説明を記述します。 

警告 この項では、ユーザーの作業条件に重大な影響を
与える特定の条件についての警告を示しますが、
これは診断メッセージの一覧ではありません。

注意事項 この項では、このマニュアルページの他のどの項
にも記載されていない追加情報を提供します。こ
れはユーザーのための特記事項です。重要不可欠
な情報はこの項では説明しません。 

制限事項 この項では、既知の問題について説明します。可
能な場合は必ず、その問題の回避策を提示しま
す。 
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utaction(1) ユーザーコマンド utaction(1)

SRSS 3 Update 1 05/04/05 1

名前名前名前名前

utaction - Sun Ray DTU 接続時および切断時の処理。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utaction  [ -c ccmd ]  [ -d dcmd ]  [ -e  ]  [ -D display ]  [ -i ]  [ -t sec ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utaction プログラムを使用すると、Sun Ray DTU セッションの接続時または切断時に、コマンド
を実行できます。セッションを DTU に接続したときには、必ず sh(1) によって ccmd が起動され
ます。セッションを DTU から切断したときには、必ず sh(1) によって dcmd が起動されます。通
常、セッションの初期状態 (utaction が 1 回目に実行されたとき ) では、-i オプションを指定しな
い限り、処理は実行されません。 
注 : 以前のリリースではこのコマンドは、/opt/SUNWut/lib/utaction にありましたが、現在は、
 /opt/SUNWut/bin/utaction にあります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-c ccmd

現在のセッションを DTU に接続するときに、指定のコマンドを実行します。  
-d dcmd

現在のセッションを DTU から切断するときに、指定のコマンドを実行します。  
-D display

このオプションには、Sun Ray DTU セッションの判定に使用する X ディスプレイ変数を指定
します。指定しない場合は、DISPLAY 環境変数が使用されます。 

-e  このオプションは、あるコマンドが実行されると utaction を終了させます。 
-i  接続または切断のどちらか適切なコマンドを、即座に実行します。 
-t sec

このオプションには、アクションの遅延時間を秒単位で指定します。このオプションを指定
すると、ccmd または dcmd は、そのセッションの接続状態または切断状態が少なくとも sec 秒
間続かなければ、起動されません。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: セッションが切断されたときに必ずセッションが切断されたときに必ずセッションが切断されたときに必ずセッションが切断されたときに必ず CDE の画面ロックを起動するには、このコマンドを使の画面ロックを起動するには、このコマンドを使の画面ロックを起動するには、このコマンドを使の画面ロックを起動するには、このコマンドを使
用します。用します。用します。用します。

% utaction -d ’/usr/dt/bin/dtaction LockDisplay’ &

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

注意事項注意事項注意事項注意事項

ccmd と dcmd 引数は、utaction にそれぞれ 1 つだけ指定できます。コマンドに複数の単語が含ま
れる場合は、引用符で囲んでください。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto



utaudio(1) ユーザーコマンド utaudio(1)
名前名前名前名前

utaudio - Sun Ray オーディオサービスの接続ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utaudio  
csh

setenv AUDIODEV ‘utaudio‘ 
ksh

export AUDIODEV=‘utaudio‘ 
sh

AUDIODEV=‘utaudio‘;export AUDIODEV 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utaudio は、utadem(7D) オーディオデバイスドライバを使用して標準オーディオサービスを使
用可能にします。Sun Ray セッションへの接続後、utadem(7D) は、utaudio が 
/tmp/SUNWut/dev ディレクトリにデバイスファイルを作成できるように、新しいオーディオデ
バイスを作成します。utaudio は、ルートデバイス名を標準出力に表示し、AUDIODEV 環境変
数を設定します。標準のオーディオアプリケーションは、新規のオーディオ擬似デバイスを開
き、オーディオ再生および録音の操作を実行できます。 

オプションオプションオプションオプション

utaudio に対するオプションはありません。 
アプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェース

/dev/audio インタフェースの使用により、アプリケーションは AUDIODEV 環境変数で指示され
たデバイスを開き、現在使用中のオーディオデバイスを AUDIO_GETDEV ioctl によって特定で
きるようになります。utaudio ドライバは audio_device 構造体の name フィールドに文字列

「SUNW,CS4231」を戻して、他の Ultra プラットフォームとの互換性を示します。version 
フィールドには、「a」を、config フィールドには「pseudo」を格納します。 
AUDIO_SETINFO ioctl はデバイス設定パラメータを制御します。アプリケーションが 
AUDIO_SETINFO ioctl を使用して record.buffer_size フィールドの内容に変更を与えた場合に
は、デーモンは変更後の値をゼロより大きい 8180 バイト以下の値になるように制限します。 
オーディオデータ形式

utaudio デーモンは、8 ビット精度の u-law および A-law 、または 8000Hz ～ 48kHz の任意の
サンプリング周波数で使用できる 1 または 2 チャネルの 16 ビットリニア PCM をサポートして
います。SunRay の標準のサンプリング周波数は 48kHz なので、最良の音質を得るにはこの
周波数に設定してください。再生、録音に使用する入力用と出力用のデータ形式は一致して
いる必要はありません。入力デバイスの中には、2 チャネルの取り込みをサポートしないもの
もありますが、1 チャネル分しかサポートしていないデバイスに対して 2 チャネル分が要求さ
れる場合、チャネルの複製により 2 チャネル目を作成して対応します。 

 オーディオポート
audio_info 構造体の record.avail_ports フィールドと play.avail_ports フィールドには、現在
接続されている Sun Ray DTU の入力ポートおよび出力ポートのうち、使用可能なものが報告
されます。AUDIO_MICROPHONE と AUDIO_LINE_IN だけがサポートされていますが、ほ
とんどのデバイスはどちらの入力ポートも装備しています。Sun Ray のオーディオモデルで
は、これらの 2 種類の入力ポートに対してそれぞれ独立した音量設定をサポートしているの
で、入力ポートの変更により音量設定を変更することが可能です。 

出力には常に AUDIO_LINE_OUT が選択されます。ゲインの調節はできません。通常は、
AUDIO_SPEAKER と AUDIO_HEADPHONE の両方がサポートされています。この 2 つのレベ
ル調整は共通となっており、独立して制御することはできませんが、一般的にはスピーカで聞い
た時に快適な音量に設定してあれば、ヘッドホンで聞いた時にも同様に快適な音量になっていま
す。この 2 つの出力ポートはどちらか 1 つでも、または 2 つ同時にも選択できます。Sun Ray の
仕様では、3 つ目のポートとして自動切り換えモードもサポートしていますが、Solaris のオー
ディオ設定機能を使用している場合は、このモードにはアクセスできません。デバイスの出力を 
Solaris で制御するようになった場合、このモードを復元するには、utsettings(1) コマンドを使用
する必要があります。自動モードに設定してある場合、ヘッドホンの物理的な接続を追跡するこ
とにより、出力ポートの設定が変わるようになっています。 
SRSS 3 Update 1 05/04/05 2



utaudio(1) ユーザーコマンド utaudio(1)
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /tmp/SUNWut/dev/utaudio/n

オーディオ擬似デバイスの番号付きファイルノード 
   • /tmp/SUNWut/dev/utaudio/nctl

対応する制御擬似デバイスの番号付きファイルノード 
環境変数環境変数環境変数環境変数

utaudio で Sun Ray セッションとの間での相互認識を実現するためには、DISPLAY 環境変数を
ユーザーが実際にアクセスしている X11(7) ディスプレイに設定しておく必要があります。通常
の Sun Ray 環境では、この設定作業は自動的に処理されます。 
環境変数 UT_ADEM には、代替となる別のドライバエミュレータや、別のユニット番号を指定
できます。 
utaudio の結果は環境変数 AUDIODEV に戻されます。 

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0 正常な終了 -- デーモンをバックグラウンドで実行しています。

1  X11 サーバーまたはセッションのどちらかに接続できなかったか、または擬似オーディオデバ
イスの新規作成で問題が発生しました。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utsettings(1), X11(7), utadem(7D), audio(7I), steamio(7I), ioctl(2), priocntl(2), attributes(5), 
environ(5)

注意事項注意事項注意事項注意事項

audio(7I) インタフェースには、Sun Ray で提供されているようなオーディオデバイスを動的に変
更するインタフェースは装備されていません。したがって、このデバイスインタフェースでは、
セッションの変化やオーディオハードウェアの変更は追跡できません。utaudio デーモンは、
Sun Ray のハードウェアデバイスの実際の動作状況を可能な限り忠実に反映するように、制御能
力の変化状況を最大限に報告し、デバイスが外見上できるだけ柔軟に見えるようにします。 
セッションが切断中の場合、実際にはサンプルが送信または再生されていなくても、オーディオ
の出力はハードウェア的に接続されている状況と同様に継続します。これに対してオーディオの
入力処理は、接続されているデバイスが存在しない場合には停止します。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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utdetach(1) ユーザーコマンド utdetach(1)

SRSS 3 Update 1 05/04/05 4

名前名前名前名前

utdetach - Sun Ray DTU から現在のセッションを切り離します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utdetach 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdetach コマンドは各 Sun Ray DTU から現在のセッションを切断します。セッションは削除さ
れるのではなく、切断された状態になります。同じユーザートークンを Sun Ray サーバーに渡す
と、そのセッションにアクセスできます。 
このコマンドは主にスマートカードを使用しないモバイル機能のユーザーによって実行されるも
ので、「モバイル」セッションを切断するために使用されます。 
ユーザーが dtlogin 経由で Sun Ray DTU にログインすると、Sun Ray サーバーは各セッションに
対して utslaunch (8) のインスタンスを開始します。これによって、ユーザーは utdetach コマン
ドをホットキーシーケンスとして使用できるようになります。ホットキーシーケンスは、デフォ
ルトでは [Shift + Pause] ですが、utslaunch.properties ファイルで設定できます。 

オプションオプションオプションオプション

utdetach にはオプションはありません。 
使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドで、現在ユーザーが使用しているこのコマンドで、現在ユーザーが使用しているこのコマンドで、現在ユーザーが使用しているこのコマンドで、現在ユーザーが使用している DTU から現在のセッションを切断します。から現在のセッションを切断します。から現在のセッションを切断します。から現在のセッションを切断します。 
% utdetach

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties 

サイト全体のデフォルト

   • ~/.utslaunch.properties 

ユーザーのデフォルト

   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties 

サイト全体の必須デフォルト

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utslaunch(8), utslaunch.properties(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto

安定度レベル 開発中



uteject(1) ユーザーコマンド uteject(1)
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名前名前名前名前

uteject - Sun Ray 大容量記憶メディアの取り出しユーティリティー。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/uteject device_name 

機能説明機能説明機能説明機能説明

uteject コマンドの機能は、utdiskadm -e と同じです。ユーザーの現在の Sun Ray セッションに
関連付けられている取り外し可能なメディアデバイスからメディアを取り出します。デバイスに
ファイルシステムがマウントされている場合は、コマンドを実行すると、最初にファイルシステ
ムの取り出しが試行されます。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

device_name 

device_name からメディアを取り出し   
終了状態終了状態終了状態終了状態

次のような終了コードが返されます。

0 

操作の実行に成功した場合 
1 

エラーが検出された場合 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

$UTDEVROOT/dev/dsk 

デバイス上の各パーティションのブロックデバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

$UTDEVROOT/dev/rdsk 

デバイス上の各パーティションの raw デバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray DTU のデバイスルー
トのシンボリックリンクを示しています。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdiskadm(1M), utmount(1M), utumount(1M), utmountd(1M), utstoraged(1M), utdisk(7D)



utmount(8) 保守用コマンド utmount(8)
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名前名前名前名前

utmount - Sun Ray 大容量記憶メディアのマウントユーティリティー。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utmount -m partition_name[-p  mount_path] 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utmount コマンドの機能は、utdiskadm -m と同じです。デフォルトのマウントポイント 
$DTDEVROOT/mnt またはユーザーが指定したマウントポイント mount_path に、パーティ
ション partition_name をマウントします。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

-m partition_name 

デフォルトのマウントポイント $DTDEVROOT/mnt に、パーティション partition_name をマ
ウント

-m partition_name -p mount_path 

パーティション partition_name をディレクトリ mount_path にマウント

終了状態終了状態終了状態終了状態

次のような終了コードが返されます。

0 

操作の実行に成功した場合 
1 

エラーが検出された場合 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

表表表表 1  

$UTDEVROOT/dev/dsk 
デバイス上の各パーティションのブロックデバイス名へのリンクを含むディレクト
リ。

$UTDEVROOT/dev/rdsk 
デバイス上の各パーティションの raw デバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray DTU のデバイスルー
トのシンボリックリンクを示しています。

DTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている一時ディレクトリです。ディレ
クトリは、ログインセッションがアクティブな間、存続します。ユーザーがログアウトすると、
ディレクトリは内容とともに削除されます。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdiskadm(1M), uteject(1M), utumount(1M), utmountd(1M), utstoraged(1M), utdisk(7D) 



utselect(1) ユーザーコマンド utselect(1)
名前名前名前名前

utselect - Sun Ray フェイルオーバーグループサーバー選択ツール。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utselect  [ -L ]  [ -R ]  [ -S ]  [ -X ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utselect コマンドは、utswitch コマンドのグラフィカルユーザーインタフェース (GUI) です。こ
れにより、Sun Ray サーバーとセッションのどちらに Sun Ray DTU を接続するかを手動で選択で
きます。GUI のセッションは最新のものから順に並べられます。デフォルトでは、リストの 2 番
目の項目が強調表示されて、2 つのサーバー間で簡単に切り替えられるようになっています。「再
表示」ボタンを押すと、utswitch -l コマンドが実行され、GUI に表示される情報が更新されま
す。また、「了解」ボタンを押すと、強調表示されたサーバーに対して utswitch -h コマンドが実
行されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-L  ログイン画面の前の「ログイン」モードで utselect を実行するように設定します。この場合、

次のように動作します。 
   • 使用可能なサーバーが 1 つだけの場合は、終了します。 
   • デフォルトとして現在のサーバーが設定されています。 
   • 現在のサーバーを選択すると、コマンドは終了します。

   • CDE と同じ方法でロケールが決定されます。

   • 画面がディスプレイの中央に配置されます。

-R  遠隔サーバー選択を使用可能にします。これにより、ネットワーク構成のサーバー名を入力
できるエントリフィールドが使用可能になります。 

-S  遠隔サーバー選択を使用不可にします。 
-X  リストから選択した後、終了します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドにより、ユーザーがこのコマンドにより、ユーザーがこのコマンドにより、ユーザーがこのコマンドにより、ユーザーが Sun Ray サーバーとセッションのどちらに接続するかをサーバーとセッションのどちらに接続するかをサーバーとセッションのどちらに接続するかをサーバーとセッションのどちらに接続するかを
選択できるようにします。選択後、選択できるようにします。選択後、選択できるようにします。選択後、選択できるようにします。選択後、GUI は終了します。は終了します。は終了します。は終了します。

% /opt/SUNWut/bin/utselect -X
 

ファイルファイルファイルファイル

auth.props(5) ファイルにある次の 2 つのプロパティーが utselect の動作に影響します。 

selectAtLogin=true
この設定により、utselect は dtlogin の前に実行され、ユーザーは特定のマシンでセッショ
ンを開始できます。デフォルト値は「false」です。

remoteSelect=true
この設定により、utselect は -R オプションを指定した場合と同じように実行されます。そ
のため、ユーザーはデフォルトの HA グループの外部にあるサーバーの名前を入力できま
す (Sun Ray DTU からそのサーバーに接続できる場合 )。つまり、LAN 配置などで Sun 
Ray をそのサーバーにルーティングできます。デフォルト値は「false」です。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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utselect(1) ユーザーコマンド utselect(1)
関連項目関連項目関連項目関連項目

utswitch(1), attributes(5), auth.props(5)
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utset(1) ユーザーコマンド utset(1)
名前名前名前名前

utset - Sun Ray DTU の設定を表示または変更します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utset [-d [-f] arg[,...]] [-i arg[,...]] [-o arg[,...]] [-v arg[,...]]
/opt/SUNWut/bin/utset -l

機能説明機能説明機能説明機能説明

utset コマンドは、Sun Ray デバイスの設定を報告または変更します。オプションを指定しない
で utset を実行すると、すべてのデバイスの設定に関する現在の状態が標準出力ストリームに出
力されます。-d、-i、-o、または -v オプションを指定して utset を実行すると、指定した設定の
値が変更されます。-l オプションを指定して utset を実行すると、あらかじめ定義されている
ディスプレイタイミングの名前のリストが標準出力ストリームに出力されます。 
Sun Ray デバイスの設定は、4 つのカテゴリ ( ディスプレイ、オーディオ入力、オーディオ出力、
ビデオ入力 ) に分けられます。変更する設定の選択は、カテゴリを特定するオプション文字、お
よびカテゴリ内の各パラメタ設定と各パラメタに対する希望の値のリストで構成される引数に
よって行います。引数は、「name=value」の組み合わせをコンマで区切ったリストであり、name 
はデバイスパラメタを指定し、value はパラメタに対する希望の値を指定します。 
utset -l によって read only と報告されるパラメタは変更できません。読み取り専用の状態は、通
常、特定モデルの DTU に対して制限があることを示します。たとえば、Sun Ray 150 がサポート
するディスプレイタイミングは 1 つのみなので、ディスプレイタイミングの設定は読み取り専用
パラメタとして報告されます。 
utsettings(1) コマンドは、デバイスパラメタを報告および変更する同等の機能を GUI 形式で提供
します。 
xset(1) コマンドは、utset によって報告されるが utset によって変更できないマウスの速度などの
デバイスパラメタを制御します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-d [-f] arg[,...] 

次のディスプレイタイミングを設定します。 
-f  ユーザーに確認を求めずに、指定された解像度 / リフレッシュレートを強制します。 
r=<timing> 

ディスプレイタイミング ( タイミングの名前 )。-l オプションによって、使用可能なタイミン
グのリストが表示されます。タイミングの名前は通常、WxH@R の形式であり、W は結果とし
て得られる画面の幅 ( ピクセル )、H は結果として得られる画面の高さ ( ピクセル )、および R
は結果として得られるリフレッシュレート (Hz) です。utresdef(1m) によって、モニタータイ
ミングに関するその他の情報を表示できます。 
-f を指定しない場合、新しいタイミングを有効にしたあと、ユーザーは新しい解像度 / リフ
レッシュレートを受け入れるかの確認を求められます。一定の時間内 ( 現在は 15 秒 ) に確認し
ないと、元の設定のタイミングに戻されます。 

-i arg[,...] 
次のオーディオ入力を設定します。 

s=[m|l]
入力の選択 ( マイク、ライン )。 

g=<0:75> 
マイクゲイン (0 ～ 75)。

l=<0:15> 
ライン入力ゲイン左 (0 ～ 15)。

r=<0:15> 
ライン入力ゲイン右 (0 ～ 15)。

v=<0:64> 
音量 (0 ～ 64)。

-l  あらかじめ定義されているディスプレイタイミングの名前のリストを表示します。 
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utset(1) ユーザーコマンド utset(1)
-o arg[,...] 
次のオーディオ出力を設定します。 

s=[a|s|h]
出力の選択 ( 自動、スピーカー、ヘッドホン )。 

v=<0:31> 
音量 (0 ～ 31)。

b=<-32:32> 
バランス (-32 ～ +32)。

m=[on|off]
ミュート ( オン、オフ。それぞれ 1、0 も可 )。  

e=[on|off]
ステレオエンハンス ( オン、オフ。それぞれ 1、0 も可 )。  

T=<-6:6> 
高音 (-6 ～ +6)。

B=<-6:6> 
低音 (-6 ～ +6)。

-v arg[,...] 
次のビデオ入力を設定します。 

b=<0:255> 
明るさ (0 ～ 255)。

c=<0:63> 
コントラスト (0 ～ 63)。

C=<0:127> 
色 (0 ～ 127)。

t=<0:255> 
濃淡 (0 ～ 255)。

f=<0:3> 
フィルタ (0 ～ 3)。

T=[on|off]
カラートラップ ( オン、オフ。それぞれ 1、0 も可 )。  

使用例使用例使用例使用例

例 1: このコマンドは、セッションが接続されている Sun Ray DTU の現在のデバイス設定を表示
します。 
% utset
Version:SunRayP3-3.1_10,REV=2005.03.30.15.44 (read only)
Audio Input Mic Gain: 58
Audio Input Line In Gain L: 0
Audio Input Line In Gain R: 0
Audio Input Select:Microphone
Audio Input Monitor Volume: 0
Audio Output Volume: 15
Audio Output Balance: 0
Audio Output Treble: 0
Audio Output Bass: 0
Audio Output Select:Auto
Audio Output Mute:off
Audio Output Stereo Enhance:off
Mouse Threshold: 4
Mouse Acceleration: 2.0
Display Resolution / Refresh Rate:1024x768@60 (read only)
Display Blanking:off
Video Brightness: 128
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utset(1) ユーザーコマンド utset(1)
Video Contrast: 7
Video Color: 46
Video Tint: 128
Video Filter: 3
Video Color Trap:on

この例のセッションは Sun Ray 150 に接続されているので、ディスプレイタイミングは固定され
ているために読み取り専用パラメタとして報告されています。 

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utresdef(1m), utsettings(1), xset(1)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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utsettings(1) ユーザーコマンド utsettings(1)
名前名前名前名前

utsettings - Sun Ray DTU の設定を表示または変更します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utsettings [ -H [ -k hotkey ]  ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utsettings コマンドにより、「Sun Ray 設定」ダイアログボックスが開き、ユーザーは Sun Ray 
DTU のオーディオ、画像、および触感の設定を表示したり変更したりできます。 
utsettings アプリケーションはセッションマネージャーに接続し、マネージャーから、表示が行
われている DTU の情報を受け取ります。ユーザーが別の Sun Ray DTU にセッションを移動させ
ると、セッションマネージャーはそのセッションの現在の位置を追跡し、utsettings アプリケー
ションにそれに従うように指示します。セッションが移動するたびに、utsettings アプリケー
ションは現在の DTU の構成を表示します。 
デフォルトでは、ユーザーが dtlogin を使ってログインすることにより、Sun Ray サーバーは 
utslaunch(8) のインスタンスを、生成されたセッションごとに 1 つずつ起動します。これによ
り、Sun Ray 設定ダイアログボックスが、ホットキーまたはキーの組み合わせを押すことで使用
可能になります。さらにこれらのキー押すと、ダイアログボックスのオンとオフが切り替わりま
す。 
ユーザーは、-H フラグを使って utsettings を起動することで同様の機能を実現できます。-k オ
プションを使ってホットキーを指定できます。1 つのセッションでは utsettings -H または 
utslaunch のインスタンスを 1 つしか実行できません。 
utsettings で選択された設定は、utsettings が実行されている DTU にのみ適用されます。別の 
DTU にホットデスク操作をしても、セッションの一部として新しいタイミングがもたらされる
わけではありません。ただし、選択されたタイミングは保持され、ユーザーがホットデスク操作
で元の DTU に戻った場合に再利用されます。 
セッションがパーソナルのモバイルトークン ( スマートカードか NSCM 資格 ) に関連付けられて
いる場合、utsettings で選択したタイミングは固定されます。ユーザーがこの設定を確定すると、
タイミングは保持され、該当 DTU の以後のパーソナルモバイルトークンセッションで再利用さ
れます。pseudo などの共有セッションのトークンタイプの場合は、他の人の DTU の使用の妨げ
になるため、ユーザーが長時間の解像度設定を確立することはできません。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-H  「ホットキー」モードで utsettings アプリケーションを起動します。utsettings アプリケー

ションは、Sun Ray 設定ダイアログボックスが非表示の状態で起動されます。ホットキーを
押すことで、このダイアログボックスの表示と非表示が切り替わります。デフォルトの ホッ
トキーは、Shift + Props (Shift キーを押しながら Props キーを押す ) です。ホットキーは、以
下に一覧表示されたファイルで utsettings.hotkey プロパティーに従って、ユーザーまたはサ
イト単位で定義できます。「ファイル」の項目を参照してください。

-k hotkey
-H オプションを指定する場合、ホットキーの組み合わせとして指定されたキーを使用してく
ださい。このオプションは -H オプションに左右されます。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、現在ログインしているこのコマンドは、現在ログインしているこのコマンドは、現在ログインしているこのコマンドは、現在ログインしている Sun Ray DTU の設定を表示します。の設定を表示します。の設定を表示します。の設定を表示します。 
% utsettings

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties 

サイト全体のデフォルト

   • ~/.utslauch.properties 
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utsettings(1) ユーザーコマンド utsettings(1)
ユーザーのデフォルト

   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties 

サイト全体の必須デフォルト

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utslaunch(8), dtlogin(1X), dtsession(1X), utslaunch.properties(4) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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utswitch(1) ユーザーコマンド utswitch(1)
名前名前名前名前

utswitch - Sun Ray サーバーの選択およびセッション一覧表示用ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utswitch   { -l | -t  | -h hostname }  [ -k token ]  [ -p port ] [ -r ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utswitch コマンドにより、フェイルオーバーグループ内にある Sun Ray Server 間で、1 つの Sun 
Ray DTU を切り替えることができます。また、現在のトークンの既存のセッションを一覧表示
する機能もあります。オプションフラグの -l、-t、-h のどれか 1 つを指定する必要があります。
utselect(1) コマンドは、このコマンドの GUI インタフェース版です。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-h hostname

hostname に指定した名前を持つサーバーに強制的に切り替えます。 
-k token

フェイルオーバーグループ内のサーバーからのセッション情報の収集に使用するトークン ID 
(token) を指定します。通常は、現在のセッションに接続されているトークンが使用されます。 

-l  現在のトークンで現在の Sun Ray DTU からアクセスできるサーバーを一覧表示し、そのサー
バーの既存のセッションを示します。 

  • 出力の最初のフィールドはサーバー名です。  
   • 2 つ目のフィールドは、アクティブなユーザーセッションの X ディスプレイ番号です。アク

ティブなユーザーセッションが存在しない場合、-1 が表示されるか、またはログイン画面が表
示されていると、-2 が表示されます。 

   • 3 つ目のフィールドは、既存のセッションへの最終接続時刻 (time(2) システムコールからの時
間値 ) です。セッションが存在しない場合、3 つ目のフィールドは、ホストからの次の状態値
のいずれかを示します。 
-1  サーバーは動作しているが、セッションはなし。 
-2   サーバーからの応答なし。 
-3   Sun Ray からサーバーへの経路なし。 

   • 4 つ目のフィールドは、サーバーがオフラインの場合は 1、それ以外の場合は 0 になります。 
-p port

ポートに、デフォルトの 7009 の代わりに Sun Ray サーバー上での認証マネージャーのポート
番号を設定します。

-r  現在のフェイルオーバーグループ以外の遠隔リダイレクションに外部のフェイルオーバーグ
ループ内の既存のセッションを検索させます。どのセッションも使用可能でない場合、負荷
平衡が実行されます。このオプションが設定されていないと、Sun Ray DTU は、ターゲット
のフェイルオーバーグループ内の適切なサーバーではなく、ターゲットの Sun Ray サーバー
に強制的に結合されます。このオプションは、必ず -h オプションと組み合わせて使用する必
要があります。 

-t  現在のトークンの既存のセッションの中で、最終接続時刻が最も新しいセッションを持つサー
バーに切り替えます。このオプションでは通常は現在のセッションに切り替えられることに
なるため、変化がありません。このオプションが有用なのは、既存の X セッションからログ
アウトして、ログイン画面に戻る場合です。別のサーバーにログイン済みの X セッションが
存在する場合には、ログアウトしたセッションの接続時刻は時間的に古くなるため、選択さ
れません。CDE のログイン画面の「オプション」メニューから「ログイン画面のリセット」
を選択することによって、強制的に utswitch -t を呼び出せます。この呼び出しによって、ロ
グイン画面からログインしなくても、ログイン済みのセッションに戻ることができます。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /var/opt/SUNWut/displays/* 

X ディスプレイファイル
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utswitch(1) ユーザーコマンド utswitch(1)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utselect(1), attributes(5)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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utxconfig(1) ユーザーコマンド utxconfig(1)
名前名前名前名前

utxconfig - Sun Ray DTU X サーバー構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utxconfig   [ -a ] [ -c config-file ]  [ -d display ]  [ -D ] [ -k xkb-value  ]  [ -l ]  
[ -L geom ] [ -m multihead ]  [ -p pcolor ] [ -r res ]  [ -R geom ] [ -S screen-order ]  [ -t token ] [ -x xinerama ] 
/opt/SUNWut/bin/utxconfig   -e  [ -d display ] [ -t token ] 
/opt/SUNWut/bin/utxconfig   [ -o ]  [ -f file ]
/opt/SUNWut/bin/utxconfig   [ -i ]  [ -f file ]
/opt/SUNWut/bin/utxconfig   [ -X xserver ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utxconfig は Sun Ray のセッションに対する X サーバーのパラメタを表示し、設定します。X 
サーバーへの変更は、X サーバーのプロセスを再び開始するまで確定されません。たとえば、ロ
グアウトして、ログインし直す必要があります。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  デフォルト値を設定または表示できます。スーパーユーザーだけがデフォルト値の設定を変

更できます。 
-c config-file

使用する設定ファイル (configfile) を指定します。このオプションの使用法については、このマ
ニュアルでは説明しません。 

-d display
Sun Ray DTU のセッションの判定に使用する X ディスプレイ変数を設定します。ここで何も
指定しない場合、DISPLAY 環境変数が使用されます。ユーザーは、そのセッションの設定を
読み取りまたは変更する前に、それらのセッションに接続された X サーバーにアクセスして
いる必要があります。 

-D  デバッグフラグです。 
-e  そのセッションで指定したすべての設定を消去します。全設定がデフォルト値に戻ります。 
-f file

ファイルを指定します。このオプションは、-o または -i オプションとともに使用されます。 
-i  -o で作成されるようなコンマ区切りのテキスト形式から、システム設定データベースを生成し

ます。-f オプションが指定されていない限り、入力データは標準入力から取られます。この
オプションは、root で使用してください。 

-k xkb-value 
XKB 拡張機能を使用可能または使用不可にします。XKB を使用可能にするには、「on」を指
定します。XKB を使用不可にするには、「off」を指定します。システムのデフォルトに戻す
場合は、「reset」を指定します。  

-l  現在のセッションの設定を一覧表示します。このセッションに対して特定の値が指定されてい
ない場合は、デフォルト値を表示します。 

-L geom
このオプションが設定されないと、-R で設定されたユーザー指定のジオメトリ、または何も
設定されていなければ、geom で指定されたジオメトリ用の X サーバースクリーンデバイスの
起動用引数を表示します。このオプションの使用方法については、ここでは説明しません。 

-m multihead
X セッション起動時のマルチヘッドモードを使用可能または使用不可にします。デフォルト
では、マルチヘッド端末グループでセッションが開始される場合、適正なスクリーン数とジ
オメトリに合致したマルチヘッドモードでセッションは開始されます。1 つのスクリーンを持
つ単一の端末でセッションを開始する場合、「off」を指定すると、この動作を停止できます。
キーワード「reset」を指定すると、システムのデフォルトに戻ります。

-o  コンマ区切りのテキスト形式で、すべてのシステム設定を出力します。-i とともに使用するこ
とを前提にしています。-f オプションが指定されない限り、デフォルトで標準出力に出力さ
れます。 
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utxconfig(1) ユーザーコマンド utxconfig(1)
-p pcolor
PseudoColor (8 ビット ) 画像に対する X サーバーのサポートレベルを指定します。デフォルト
では、PseudoColor 画像は使用できません。pcolor に指定可能な値は、off、on、default、
reset のどれかです。pcolor に off を指定すると、PseudoColor 画像は使用不可になります。
pcolor に on を指定すると、PseudoColor 画像は使用可能になりますが、デフォルトの画像は 
TrueColor (24 ビット ) 画像のままとなります。pcolor に default を指定すると、PseudoColor 
画像が使用可能になり、さらにこれがデフォルトの画像に設定されます。ただしこの場合で
も、TrueColor 画像は使用できます。pcolor に reset を指定すると、システムのデフォルトに
戻ります。 

-r res
現在のセッションに対して X サーバーが提供する解像度をピクセル数で指定します。res に
は、「幅 × 高さ」の形式で解像度を入力します。たとえば「1280 × 1024」のように指定しま
す。指定可能な幅と高さには制限があり、utxconfig の制限を満たすことが必要です。また、
キーワード「auto」を指定すると、X セッションの起動した端末の解像度に最も合う解像度
選択機能を使用可能になります。キーワード「reset」を指定すると、システムのデフォルト
にリセットします。 

-R geom
「列 ×行」の形式でユーザーの使用したいスクリーンジオメトリを指定します。X サーバーの
起動時に、このジオメトリはセッションが開始した端末グループジオメトリを無効にします。
-m オプションを参照してください。値にキーワード「auto」を指定すると、使用する X セッ
ションを起動した端末グループのジオメトリになります。キーワード「reset」を指定すると、
システムのデフォルトにリセットします。 

-S screen-order
セッションのスクリーングループのスクリーン番号の順番を指定します。この順番は、Xsun 
(Sun Ray X サーバー ) の標準的なスクリーン配置の規則に準拠している必要があります。ある
いは、キーワード「auto」を指定すると、選択した画面順番になります。-R オプションを
使ってジオメトリを操作すると、画面順番は適切な値に自動的に変更されます。 

-t token
特定のトークンの設定を使用できるようにします。このオプションの使用方法については、
ここでは説明しません。 

-x xinerama
XINERAMA 拡張機能を使用可能または使用不可にします。XINERAMA を使用可能にするに
は、「on」を指定します。XINERAMA を使用不可にするには、「off」を指定します。システ
ムのデフォルトに戻す場合は、「reset」を指定します。 

-X xserver
オプションを出力する X サーバーを指定します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、1024 ×××× 768 の画面で擬似カラー画像表示を可能にします。の画面で擬似カラー画像表示を可能にします。の画面で擬似カラー画像表示を可能にします。の画面で擬似カラー画像表示を可能にします。 
% /opt/SUNWut/bin/utxconfig -r 1024x768 -p on

例例例例 2: このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、2 つの画面つの画面つの画面つの画面 ( 右側、左側にそれぞれ右側、左側にそれぞれ右側、左側にそれぞれ右側、左側にそれぞれ 1 つつつつ ) を持つマルチヘッドグループをを持つマルチヘッドグループをを持つマルチヘッドグループをを持つマルチヘッドグループを
設定します。設定します。設定します。設定します。 
% /opt/SUNWut/bin/utxconfig -m on -R 2x1 -S 0,1

例例例例 3: このコマンドは、スクリーンジオメトリと順番を自動に設定します。このコマンドは、スクリーンジオメトリと順番を自動に設定します。このコマンドは、スクリーンジオメトリと順番を自動に設定します。このコマンドは、スクリーンジオメトリと順番を自動に設定します。 
% /opt/SUNWut/bin/utxconfig -R auto
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utxconfig(1) ユーザーコマンド utxconfig(1)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

Xserver(1) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

この設定は、実際には認証トークンに基づいて管理され、特定の X ディスプレイ番号に常に関連
付けられるわけではありません。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta

インタフェースの安定性 開発中
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utxlock(1) ユーザーコマンド utxlock(1)
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名前名前名前名前

utxlock - Sun Ray のウィンドウセッションのロック用ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utxlock  

機能説明機能説明機能説明機能説明

utxlock ユーティリティーは、現在のウィンドウ環境専用の方法で現在の表示をロックします。
現在の環境が Gnome の場合は xscreensaver-command、CDE の場合は dtsession を使用し、そ
のどれでもない場合は、utxlock を使用します。 
注注注注 : 画面ロックは不便と考えるユーザーもいるかもしれませんが、これを無効にしたときのセ画面ロックは不便と考えるユーザーもいるかもしれませんが、これを無効にしたときのセ画面ロックは不便と考えるユーザーもいるかもしれませんが、これを無効にしたときのセ画面ロックは不便と考えるユーザーもいるかもしれませんが、これを無効にしたときのセ
キュリティー上の問題は明らかです。無効にするのは、自分の責任で行ってください。キュリティー上の問題は明らかです。無効にするのは、自分の責任で行ってください。キュリティー上の問題は明らかです。無効にするのは、自分の責任で行ってください。キュリティー上の問題は明らかです。無効にするのは、自分の責任で行ってください。 
画面ロック動作は、SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF 環境変数を NULL に設定することによっ
て無効にできます。デフォルトの動作ではなく、画面ロックコマンドを起動するには、コマンド
行で他の値を使用します。 
SRSS は、セッション切断のたびに utxlock を起動します。この動作を無効にするには、
$HOME/.dtprofile に次の行を追加します。 
SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF=; export SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF 

もう 1 つの例として、たとえば mylock という専用の画面ロックプログラムがあり、引数 -l でそ
のプログラムを渡したい場合は、$HOME/.dtprofile に次の行を追加します。 
SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF="$HOME/bin/mylock -l"; export 
SUN_SUNRAY_UTXLOCK_PREF 

オプションオプションオプションオプション

オプションは使用できません。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutu



libusbut.so.1(3) C ライブラリの関数 libusbut.so.1(3)
名前名前名前名前

libusbut.so.1 - Sun Ray 用 libusb ライブラリ (Linux 向け ) 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/libusbut.so.1

機能説明機能説明機能説明機能説明

Sun Ray 用 libusb ライブラリは、libusb 向けの Sun Ray 専用のサポートを提供します。 
SUNWlibusbut rpm の /opt/SUNWut/lib には、Sun Ray 用 libusb ライブラリの libusbut.so.1 が
含まれています。アプリケーションのビルドには、既存のサーバー側 linux libusb rpm の usb.h 
ヘッダーファイルが使用されます。サーバー側 libusb rpm の一部として含まれている libusb の
マニュアルも参照してください。 
libusb アプリケーションを開発したり、オープンソースの libusb アプリケーションをビルドする
場合は、サーバー側 libusb rpm をリフレッシュするかアップグレードすることをお勧めします。 
バージョン 0.1.8 以降の libusb を使用してください。現在使用しているサーバー側 libusb のバー
ジョンを調べるには次のようにします。 
/usr/bin/libusb-config --version  

この結果は >= 0.1.8 のようになるはずです。

libusb 0.1.8 rpms for Suse and RedHat を SDLC (Sun ダウンロードセンター ) で見つけてくださ
い。

Sun Ray のユーザーがサーバー側 libusb の代わりに Sun Ray 用 libusb ライブラリを使用できるよ
うに、選択肢がいくつか用意されています。これらの選択肢のいずれか「1 つ」を適用して、
libusb アプリケーションが Sun Ray 用 libusb ライブラリにアクセスできるようにする必要があり
ます。 
1)  utusbrun ラッパースクリプトを使用して libusb アプリケーションを実行することができます。

これを実行すると自動的に LD_PRELOAD が設定され、libusb アプリケーションを実行したい
Sun Ray ユーザーの数が限定されることになります。 

たとえば、gphoto バイナリを実行するには、次を使用するのではなく

%gphoto2 --T 

次のようにします

%/opt/SUNWut/bin/utusbrun gphoto2 --T 

2)  あるいは、一般的に使用されるアプリケーションの前後にアプリケーション自身のラッパーを
使用し、そこに変数を設定することを考える場合もあります。 

サーバー側が libusb のサポートを必要としない場合 (usb デバイスが Sun Ray *Server* の USB 
ポートに接続され、libusb によってドライブされることが想定されない場合など )、管理者は 
/usr/lib/libusb.so のリンクを解除し、次のようにして Sun Ray 用 libusb ライブラリへのリンク
を新しく作成することによってこれを無効にできます。 
ln -s /opt/SUNWut/lib/libusbut.so.1 /usr/lib/libusb.so 

この方法を使用すると、utusbrun スクリプトは必要なくなり、LD_PRELOAD も設定する必要は
なくなります。 
sym リンクを変更する予定の場合は、Linux サーバー側 libusb rpm のリフレッシュやアップグ
レードを行おうとしているときに思いがけない副効果が起きる可能性があることに注意してくだ
さい。 
3)  あるいは LD_PRELOAD を /opt/SUNWut/lib/libusbut.so.1 に設定すれば、Sun Ray 用 libusb

ライブラリインタフェースの実装を Linux サーバー側ライブラリの実装に介在させることが
できます。ただし、これによって「すべての」 Sun Ray ユーザーに影響が及び、またこれは
xinit rc スクリプトで行うことができます。上記を実行する自分自身のスクリプトを書き、そ
れを次の中に入れてください。

/etc/X11/xinit/xinitrc.d 

( これはグローバルであり、「すべての」Sun Ray ユーザーに影響を及ぼすので、オーディオと 
libusb の機能はこれの後ろに置いてください ) 
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libusbut.so.1(3) C ライブラリの関数 libusbut.so.1(3)
詳細情報については、/opt/SUNWut/doc/usb/libusb.txt のテキストファイルをお読みくださ
い。 

注意事項注意事項注意事項注意事項

現在、Sun Ray 用 libusb ライブラリは以下をサポートしていません。 
•  usb_interrupt_write 

• 入出力呼び出しのタイムアウト 
注注注注 : 入出力を行うためにプロセスをフォークしないでください。代わりにスレッドを使用しま入出力を行うためにプロセスをフォークしないでください。代わりにスレッドを使用しま入出力を行うためにプロセスをフォークしないでください。代わりにスレッドを使用しま入出力を行うためにプロセスをフォークしないでください。代わりにスレッドを使用しま
す。す。す。す。 
distros に付属する既存の libusb rpm は古くなっています。libusb アプリケーションを開発し、
互換性のあるヘッダーファイルを使用するには、SDLC で提供されるバージョン 0.1.8 の libusb 
を使用してください。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWlibusbut

マルチスレッドレベル UnSafe

インタフェースの安定性 External
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ut_amgh_get_server_list(3) C ライブラリの関数 ut_amgh_get_server_list(3)
名前名前名前名前

ut_amgh_get_server_list, ut_amgh_free_server_list - 自動マルチグループホットデスク ( 別名、
領域的ホットデスク ) 用の API。 

形式形式形式形式

cc [flag ...] file ...[library ...]

#include <utamgh.h>

int ut_amgh_get_server_list(const struct ut_amghargs *amghargs, struct ut_amghret *amghret);
int ut_amgh_free_server_list(struct ut_amghret *amghret);

機能説明機能説明機能説明機能説明

ut_amgh_get_server_list() 関数は、自動マルチグループホットデスクの目的で入力パラメタに関
連付けられているサーバーのリストを取り出すために呼び出されます。基本の AMGH PAM 
サービスがこの関数を呼び出し、Sun Ray のリダイレクト先のサーバーのリストを取得します。
アライブでオンラインである、リストの最初のサーバーが使用されます。 
ut_amghargs 構造体には次のエントリがあります。 

struct ut_amghargs {

  int  amghversion;     /* カスタマ API のバージョン */

  char *username;       /* ユーザー名、例 : ’fred’*/

  char *token;          /* トークン ID、例 : ’Payflex.50045fda00130100’*/

  char *terminal_cid;   /* 標準端末 ID、例 : ’IEEE802.0800201e2347’*/

  char *terminal_ip_addr; /* 端末 IP アドレス、例 : ’10.23.146.12’*/

  char *insert_token;    /* 挿入されるトークン ID、例 : ’Payflex.50045fda00130100’*/

  char *display;        /* 表示数、例 : ’:12’*/
 };

ut_amghret 構造体には次のエントリがあります。 

struct ut_amghret {

  char **server_list;   /* サーバー配列への参照 */

  char *username;       /* 実装が NULL 以外を返す場合 */

  char *errorstr;       /* エラーメッセージ */

int  chain_amgh;        /* 将来の使用に予約されている */

  int  use_firstserver; /* ホストとして firstServer プロパティーを使用する */
 };

amghversion フィールドは、ut_amgh_get_server_list() が呼び出される前に、基本の PAM サー
ビスによって設定されます。ut_amgh_get_server_list() は、AMGH の古いバージョンおよび互
換性がない可能性があるバージョンに配置されないように amghversion が >= 
UT_AMGH_VERSION であることを確認します。テストが失敗すると、ut_amghargs 構造体ま
たは ut_amghret 構造体の他のフィールドにアクセスする前に、
UT_AMGH_INCOMPATIBLE_VERSION が返されます。 
ut_amgh_get_server_list() は、ut_amghargs 構造体の値を使用して、AMGH サービスに返すホ
ストのリストを決定することがあります。server_list は、NULL ポインタを最後の要素とする、
完全修飾ホスト名または IPv4 規格の「.」表記法で表現される IP アドレス文字列へのポインタの
配列を含む記憶領域を指すように設定されます。適切なホストが見つからない場合、
ut_amgh_get_server_list() は構造体 ut_amghret の server_list フィールドに NULL を割り当てま
す。エラーが発生した場合、ut_amghret 構造体の errorstr が適切なエラー文字列に設定されて 
server_list が NULL に設定され、以下に示す有効なエラーコードのいずれかが返されます。
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ut_amgh_get_server_list(3) C ライブラリの関数 ut_amgh_get_server_list(3)
ut_amgh_get_server_list() は、ut_amghret 構造体用に動的記憶領域を割り当てることがあり、
その記憶領域はあとで ut_amgh_free_server_list() が呼び出されるときに解放されます。 
ut_amgh_get_server_list() は、ユーザー名を返すこともあります。NULL のユーザー名が PAM 
サービスによって指定されていて、ユーザー名が返された場合、そのユーザー名が PAM コンテ
キストで PAM_USER を初期化するために使用されます。 
ut_amgh_free_server_list() は、ut_amghret 構造体で動的に割り当てられたメモリーを解放しま
す。ut_amgh_get_server_list() によって返されたメモリーを ut_amgh_free_server_list() を呼び
出して解放するのは、呼び出したアプリケーションの責任です。 

戻り値戻り値戻り値戻り値

正常に完了した場合、UT_AMGH_SUCCESS が返されます。その他に次の値が返されることが
あります。 
UT_AMGH_INCOMPATIBLE_VERSION 

カスタマによって設定された構造体 ut_amghargs のフィールド amghversion のバージョ
ンが、UT_AMGH_VERSION 値に適合しません。 

UT_AMGH_NO_PERMISSION 
サーバー検索のためにバックエンドデータベースにアクセスする権限がありません。 

UT_AMGH_DB_ERROR 
バックエンドデータベースにアクセスするときのエラーです。 

UT_AMGH_NULL_USERNAME 
この実装では、検索を実行するためにユーザー名を必要としますが、ユーザー名を渡すよ
うに AMGH システムが構成されていないので、ut_amghargs username フィールドが
NULL でした。 

UT_AMGH_ERROR 
この実装において発生した不明なエラーです。 

UT_AMGH_NOMEM 
メモリーを割り当てることができません。 

UT_AMGH_USERNAME_CONFLICT 
NULL 以外の複数のユーザー名がトークンに見つかりました。 

注意事項注意事項注意事項注意事項

AMGH API のファイルベース実装に関するリファレンス Makefile およびソースコードは、この
あとに実装する場合の参考として /opt/SUNWutref/amgh/ にあります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目

ut_amgh_script_interface(3) 
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ut_amgh_script_interface(3) C ライブラリの関数 ut_amgh_script_interface(3)
名前名前名前名前

ut_amgh_script_interface - 自動マルチグループホットデスク ( 別名、領域的ホットデスク ) 用の
実行可能 API。 

形式形式形式形式

<user_defined_executable_name> < input > output

input:
[username=username]
[token=token]
[terminal_cid=macaddr]
[terminal_ip_addr=dtu_IP]
[insert_token=token]
[display=display_number]

output:
[username=username]
[host=host]
[use_firstserver=true/false]

機能説明機能説明機能説明機能説明

Sun Ray Server Software 自動マルチグループホットデスク (AMGH) システムは、API を使用し
て、ユーザー名または Sun Ray がリダイレクトされるサーバーのセット、あるいはその両方に関
する情報を取得します。詳細は、ut_amgh_get_server_list のマニュアルページを参照してくださ
い。 
AMGH は、カスタマ指定の実行可能ファイルを実行してこの API に関する情報を生成するよう
に構成することもできます。このマニュアルページでは、そのような実行可能ファイルで実装す
る必要があるインタフェースについて説明します。 
この実行可能ファイルは、引数なしで実行されます。それの標準入力ストリーム (intro(3) を参照
) の stdin に、ut_amghargs 構造体の内容を表すデータが書き込まれます。このデータは、キー /
値の組み合わせの形式で stdin の各行に 1 つです。キーの名前は、行の先頭から最初の

「=」文字までであり、値の文字列はその文字の後ろから始まって
次の行まで続きます。  
有効な検索キーは次のとおりです。 

username         /* ユーザー名、例 : ’fred’ */
token            /* トークン ID、例 : ’Payflex.50045fda00130100’*/
terminal_cid     /* 標準端末 ID、例 : ’IEEE802.0800201e2347’*/
terminal_ip_addr /* 端末 IP アドレス、例 : ’10.23.146.12’*/
display          /* 表示数、例 : ’:12’*/
insert_token     /* 挿入されるトークン ID、例 : ’Payflex.50045fda00130100’*/
                                 /* これは、挿入されるトークンがセッショントークン */
                 /* とは異なる場合、たとえば登録されたポリシーが */
                   /* 有効なときに便利です */

認識されないキーを含む行は stdin から破棄されるだけであり、実行可能ファイルは EOF に達す
るまで残りの入力を解析します。 
その時点で実行可能ファイルは検索を実行します。ユーザー名が返される場合、キー / 値が次の
形式で標準出力 (stdout) に書き込まれます。 
username=USERNAME

この場合、USERNAME は検索によって返される値です。次の形式の行が多数返されることがあ
ります。 
host=HOST

この場合の各 HOST は、完全修飾のホスト名または IP アドレスを表します。 
スクリプトは次の値を返すこともあります。 
use_firstserver=[true | false]    
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ut_amgh_script_interface(3) C ライブラリの関数 ut_amgh_script_interface(3)
これらのオプションの使用法は、このマニュアルページの範囲外であり、ソフトウェアのマニュ
アルで詳細に説明されています。ここでは、情報を網羅するために示しました。これらのオプ
ションの戻り値も 0 以外の数字 ( 真 ) または 0 ( 偽 ) になります。

エラーエラーエラーエラー

検索中にエラーが発生した場合、実行可能ファイルは説明的なエラーメッセージを標準エラー 
(stderr) に書き込むことがあります。これはエラーログに含められ、適切なエラーコードで終了
します (「終了値」を参照 )。 

終了値終了値終了値終了値

終了値は、/opt/SUNWut/include/utamgh.h のエラーコードに対応します。

検索中にエラーが発生しなかった場合、実行可能ファイルは状態 0 (UT_AMGH_SUCCESS) で終
了します。 
検索で一致が見つからない場合、エラーとは見なされません。その場合、stdout は生成されず、
実行可能ファイルが状態 0 (UT_AMGH_SUCCESS) で終了します。 
実行可能ファイルが 0 以外の終了状態で終了した場合、終了状態の値に対応するエラーがログに
記録されます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目

ut_amgh_get_server_list(3) 
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utdisk(4) マニュアルセクション不明 utdisk(4)
名前名前名前名前

utdisk, utdiskctl - Sun Ray 大容量記憶装置およびコントローラドライバ。

形式形式形式形式

$UTDEVROOT/dev/dsk/partition_name 
$UTDEVROOT/dev/rdsk/partition_name 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdisk ドライバおよび utdiskctl ドライバは、Sun Ray 機器 (DTU) に接続されている大容量記憶
装置への dkio(7I) インタフェースを提供します。

これらのドライバでの DTU への実際のインタフェースは、utstoraged(1M) デーモン経由で、
Sun Ray インターコネクトを介して実装されます。

utmountd デーモンは、Solaris で認識されるファイルシステムを含む装置をマウントします。詳
細については、utmountd(1M) を参照してください。

アプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェース

アプリケーションは、utstoraged によって作成されたデバイスリンクを開きます。raw デバイス
ノードへのリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk ディレクトリ内に作成されます。ブロックデバ
イスノードへのリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk ディレクトリ内に作成されます。

utstoraged によって作成されたデバイスノードは、dkio(7I) インタフェースに準拠しています。
大容量記憶装置のハードウェア制限により、これらのインタフェースに準拠しない場合がありま
す。

デバイスへの I/O 要求は 512 バイト境界で割り当て、すべての I/O 要求の長さは 512 バイトの倍
数でなければなりません。要求がこの要件を満たしていない場合、EINVAL エラーが発生しま
す。

デバイス統計サポートデバイス統計サポートデバイス統計サポートデバイス統計サポート

各デバイスには、割り当てられている全パーティションの I/O 統計が保持されます。ドライバに
は、各パーティションの読み込み、書き込み、読み込みバイト、書き込みバイトが累積されま
す。さらに、待ち行列への入力時および出力時に高解像度のタイムスタンプが開始され、常駐時
間および各待ち行列の累積常駐時間の監視が可能になります。統計はデフォルトで無効になって
いますが、utdiskctl.conf 構成ファイルで有効にすることもできます。

IOCTLS

dkio(7I) を参照してください。

エラーエラーエラーエラー

EACCES 
権限が拒否されました。

EBUSY 
パーティションは別のスレッドによって排他的に開かれています。

EFAULT 
引数に不正なアドレスが指定されています。

EINVAL 
無効な引数です。

ENOTTY 
要求した ioctl() 関数は、デバイスでサポートされません (dkio(7I) を参照 )。

ENXIO 
操作を実行しようとしましたが、デバイスが存在しませんでした。

EAGAIN 
リソースが一時的に使用不可になっています。

EINTR 
ioctl() 関数の実行中に信号を受信しました。

ENOMEM 
メモリーが不足しています。

EPERM 
アクセス権限がありません。
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EIO 
I/O エラーが発生しました。

構成構成構成構成

utdisk ドライバおよび utdiskctl ドライバを設定するには、utdiskctl.conf ファイルでプロパ
ティーを定義します。次のプロパティーがサポートされます。

utdebug 
utdisk および utdiskctl ドライバによって、システムのメッセージファイルにエラー
がログされます。utdebug プロパティーの値で、ログ対象のメッセージの詳細を決定
します。

utdebug には、次の値を指定できます。

0  エラーのみをログ
1  警告をログ
2  エラーおよび警告の詳細をログ
3  インスタンスおよびデバイス情報をログ
4  操作順序情報をログ
5  上記以外のすべてをログ

このプロパティーのデフォルト値は 2 です。ロギングは無効にできません。

utkstats 
utkstats=1 と設定すると、utdiskctl によって、パーティションの I/O 統計が記録され
ます。この値を 0 に設定すると、ドライバにはパーティション統計が記録されなくな
ります。これにより、I/O の CPU オーバーヘッドが少し軽減され、sar(1) データの収
集量が最小限に抑えられますが、-p/-P オプションが指定されている場合でも、
iostat(1M) を実行してレポート目的で統計をとることができなくなります。このプロ
パティーのデフォルト値は 0 です。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

   • 
/usr/kernel/drv/utdiskctl.conf 

ドライバの構成ファイル。

   • 
/var/adm/messages 

システムメッセージファイル。

   • 
$UTDEVROOT/dev/dsk/name 

ディスクまたはパーティションへのブロックインタフェース。

   • 
$UTDEVROOT/dev/rdsk/name 

ディスクまたはパーティションへの raw インタフェース。

   • 
ここで、name は、パーティション番号または UNIX スライス番号を示す接頭辞を含む、デバ
イスの種類を示す文字列です。

例例例例

例 1: PCFS ファイルシステムを含む Zip ディスク (SPARC プラットフォーム ) 
Zip ディスクのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/zip1s2 です。
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Zip ディスクの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/zip1s2 です。

例 2: 1 UFS スライス番号が 6 のハードディスク (SPARC プラットフォーム )
バックアップスライスのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1s2 です。

バックアップスライスの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1s2 です。

スライス 6 のブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1s6 です。

スライス 6 の raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1s6 です。

例 3: 最初のパーティションの PCFS ファイルシステムを含む Zip ディスク (IA プラットフォーム ) 
Zip ディスクのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/zip1p0 です。

Zip ディスクの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/zip1p0 です。

最初のパーティションのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/zip1p1 です。

最初のパーティションの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/zip1p1 です。

例 4: 3 番目のパーティションの 1 UFS スライス番号が 6 のハードディスク (IA プラットフォーム ) 
ディスク全体のブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1p0 です。

ディスク全体の raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1p0 です。

3 番目のパーティションのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1p3 です。

3 番目のパーティションの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1p3 です。

バックアップスライスのブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1s2 です。

バックアップスライスの raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1s2 です。

スライス 6 のブロックデバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/dsk/disk1s6 です。

スライス 6 の raw デバイスリンクは、$UTDEVROOT/dev/rdsk/disk1s6 です。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray 機器のデバイスルート
のシンボリックリンクを示しています。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutstk
MT-Level!Safe

関連項目関連項目関連項目関連項目

utstoraged(1M), utmountd(1M), utdiskadm(1M), dkio(7I), iostat(1M), sar(1) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

ユーザーは、自身がセッションを実行している Sun Ray DTU に接続されている記憶装置に、
セッションがアクティブな間だけアクセスできます。ログアウト、ホットデスク処理、サーバー
の切り換え、その他の理由によって、Sun Ray DTU からセッションが切断されると、記憶装置の
所有権は失われ、転送待機中のすべてのデータも破棄されます。これにより、メディアのファイ
ルシステムが破損し、データが失われる場合があります。

注注注注 :   

セッションを切断する前に、utdiskadm(1M) コマンドを実行し、デバイスの切断準備を
行なってください。

SPARC プラットフォームの場合、複数の FAT パーティションがあるディスクの最初のパーティ
ションのみがマウントされます。
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名前名前名前名前

utparallel, utserial - Sun Ray シリアルおよびパラレルポートデバイスドライバエミュレータ。

形式形式形式形式

#include <sys/types.h>

#include <fcntl.h>

utserial
#include <sys/termios.h>

#include <termio.h>

utparallel
#include <sys/ecppio.h>

機能説明機能説明機能説明機能説明

utserial は、Sun Ray DTU に接続されている USB シリアルアダプタへの汎用仮想インタフェース
を提供する tty 形式のインタフェースです。

utparallel は、Sun Ray DTU に接続されている USB パラレルアダプタへの汎用仮想インタフェー
スを提供するパラレル形式のインタフェースです。

utserial および utparallel は、それぞれロード可能な STREAMS ドライバです。

追加説明追加説明追加説明追加説明

これらのドライバの DTU への実際のインタフェースは、セッションに応じて、utseriald デーモ
ンまたは utparalleld デーモンのいずれかを経由し、Sun Ray インターコネクトを介して実装さ
れます。これらのデーモンは、マスターポートを介して utserial または utparallel に接続され、
それぞれ、通常のアプリケーションを接続するスレーブデバイスノードを作成します。

アプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェース

アプリケーションは、utseriald または utparalleld で作成されたデバイスファイルを開きます。
utseriald で作成されたデバイスファイルは termio(7I) インタフェースに準拠します。utparalleld 
で作成されたデバイスファイルは ecpp(7D) インタフェースに準拠します。USB のハードウェア
制限により、これらのインタフェースに準拠しない場合があります。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

   • /dev/utserial 

utserial のマスターポート 
   • /dev/utparallel 

utparallel のマスターポート 
属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutu
MT-Level!Safe
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関連項目関連項目関連項目関連項目

utseriald(1M), utparalleld(1M), termio(7I), ecpp(7D) 
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名前名前名前名前

utserial, utparallel - Sun Ray シリアルおよびパラレルポートデバイスドライバエミュレータ。

形式形式形式形式

#include <sys/types.h>

#include <fcntl.h>

utserial
#include <sys/termios.h>

#include <termio.h>

utparallel
#include <sys/ecppio.h>

機能説明機能説明機能説明機能説明

utserial は、Sun Ray DTU に接続されている USB シリアルアダプタへの汎用仮想インタフェース
を提供する tty 形式のインタフェースです。

utparallel は、Sun Ray DTU に接続されている USB パラレルアダプタへの汎用仮想インタフェー
スを提供するパラレル形式のインタフェースです。

utserial および utparallel は、それぞれロード可能な STREAMS ドライバです。

追加説明追加説明追加説明追加説明

これらのドライバの DTU への実際のインタフェースは、セッションに応じて、utseriald デーモ
ンまたは utparalleld デーモンのいずれかを経由し、Sun Ray インターコネクトを介して実装さ
れます。これらのデーモンは、マスターポートを介して utserial または utparallel に接続され、
それぞれ、通常のアプリケーションを接続するスレーブデバイスノードを作成します。

アプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェース

アプリケーションは、utseriald または utparalleld で作成されたデバイスファイルを開きます。
utseriald で作成されたデバイスファイルは termio(7I) インタフェースに準拠します。utparalleld 
で作成されたデバイスファイルは ecpp(7D) インタフェースに準拠します。USB のハードウェア
制限により、これらのインタフェースに準拠しない場合があります。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

   • /dev/utserial 

utserial のマスターポート 
   • /dev/utparallel 

utparallel のマスターポート 
属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutu
MT-Level!Safe
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関連項目関連項目関連項目関連項目

utseriald(1M), utparalleld(1M), termio(7I), ecpp(7D) 
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名前名前名前名前

auth.props - Sun Ray 認証デーモン構成ファイル。 
形式形式形式形式

/etc/opt/SUNWut/auth.props

機能説明機能説明機能説明機能説明

auth.props ファイルには、Sun Ray 認証マネージャーの構成プロパティーが格納されています。
これらのプロパティーの多くはその変更がサポートされていないので、デフォルト以外の値には
設定しないでください。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。  
adminConfigFile=filename

このファイルには管理データベースの構成情報が格納されます。 
allowAnnotations=boolean

サポートされていません。true に設定すると、任意の IP アドレスから任意のアプリケーショ
ンを接続して、セッションの注釈を作成できます。注釈は、「x_」で始まるキーワードに限定
されます。値に制限はありません。 

allowFWLoad=boolean
この認証マネージャーに接続している DTU に、utload コマンドでファームウェアをダウン
ロードすることを許可するかどうかを指定します。 

allowLANConnections=boolean
true に設定すると、専用 Sun Ray インターコネクトのインタフェースだけでなく、パブリック
LAN インタフェースからの DTU 接続も許可されます。 

cbport=portNumber
サポートされていません。認証マネージャーが utsessiond デーモンおよび utload などのその
他のプログラムからの接続を待機するポートを指定します。 

cbtimeout=seconds
サポートされていません。cbport に接続するプログラムの読み取り処理に対して、時間切れの
設定を秒単位で指定します。 

controllers=maximum
サポートされていません。utload(8) などのアプリケーションから新規接続を処理する場合に
利用できる予備スレッドの最大数を指定します。 

enableGroupManager=boolean
サポートされていません。グループマネージャー機能を使用可能にするかどうかを指定するフ
ラグです。 

enableLoadBalancing=boolean
グループマネージャーの負荷均衡を使用可能にするかどうかを指定するフラグです。 

enableMulticast=boolean
サポートされていません。グループマネージャーでのマルチキャストを使用可能または使用不
可にするフラグです。使用不可にすると、グループマネージャーではブロードキャストが使用
されます。 

forceSessionLocation=boolean
サポートされていません。認証モジュールに関係なく、このファイルの sessionHost と
sessionPort の設定を強制使用するためのフラグです。 

gmDebug=level
サポートされていません。グループマネージャーのデバッグレベルを指定します。 

gmKeepAliveInterval=seconds
サポートされていません。グループマネージャーが使用するブロードキャストのキープアライ
ブメッセージの間隔を秒単位で指定します。 

gmport=port
サポートされていません。グループマネージャーが使用する、他の認証マネージャーからの
キープアライブまたはディスカバリのメッセージを送受信するポートを指定します。 
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gmSignatureFile=file
グループマネージャーは、シグニチャーファイルの内容に基づいて、他のグループマネー
ジャーへのメッセージに「署名」できます。同じ内容のシグニチャーファイルを持つ他のグ
ループマネージャーは、信頼できるものとみなされます。使用できるようにするには、そのシ
グニチャーファイルの所有者が root であり、他のユーザーからは読み取り、書き込み、実行
ができないように設定する必要があります。 

log=filename
サポートされていません。ログメッセージを記録するファイルを指定します。 

logAddTimeStamp=boolean
サポートされていません。syslog のメッセージに独自のタイムスタンプを付加します。この機
能は、デバッグ時や syslog の遠隔サーバーが使用されている場合で、正確なタイムスタンプ
が必要なときに役立ちます。 

logFacility=value
logFacility には、kern、user、mail、daemon、auth、syslog、lpr、news、uucp、cron、local0、
local1、local2、local3、local4、local5、local6、local7 のうちのいずれかを指定します。

Log files
utauthd メッセージのクラスは、emerg、alert、crit、err、warning、notice、info、debug、
OFF のうちのいずれかです。 
メッセージのクラスは次のように指定します。 
logPriClientError=value
logPriDebug=value
logPriNotice=value
logPriWarning=value
logPriConfigError=value

logPriUnexpectedError=value

maxStarting=maximum 
サポートされていません。同時にセッションを開始できるスレッドの最大数を指定します。指
定した最大数を超えた分のスレッドについては、他のスレッドのセッション開始または検証が
完了するのを待ってから、セッションを開始します。 

moduleDir=directoryName
サポートされていません。認証モジュールの位置を指定します。 

multicastTTL=integer
サポートされていません。マルチキャストパケット転送用の time-to-live パラメタです。1 よ
りも大きい値を指定すると、キープアライブメッセージをルーター経由で渡せます。 

noClaimSleepTime=seconds
サポートされていません。すべての認証モジュールにトークンが渡されてから、認証が失敗し
たことを DTU に通知するまでのスリープ時間を、秒単位で指定します。 

policy=filename
認証ポリシー仕様の位置を指定します。 

port=portNumber
utauthd デーモンが Sun Ray DTU からの接続を待機するポートを指定します。 

remoteSelect=boolean
true を指定すると、utselect(1) コマンドの遠隔サーバー選択オプションをデフォルトで使用可
能にします。 

reportAllDesktopEvents=boolean
サポートされていません。true を指定すると、DTU の「exists」状態を変化させるイベントだ
けをフィルタで抽出する代わりに、すべてのデスクトップイベントを報告します。 

selectAtLogin=boolean
true を指定すると、utselect -L GUI を作動させ、ユーザーが CDE にログイン前に、Sun Ray
サーバーを選択できるようにします。1 台のサーバーだけが使用可能な場合、GUI は自動的に
終了します。-L オプションの詳細は、マニュアルページの utselect を参照してください。 

sessionHost=hostname
サポートされていません。この認証マネージャーに対して、デフォルトの utsessiond が動作
中のサーバーのホスト名を指定します。 
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sessionPort=portNumber
サポートされていません。この認証マネージャーに対して、デフォルトの utsessiond が動作
するサーバーのポート番号を指定します。 

sessionTypesFile=filename
セッションタイプに関連するセッション開始コマンドおよび終了コマンドへのマッピングを
記述するファイルを指定します。 

smartcardConfigSource = <list of space-separated sources>
このプロパティーのキーによって、構成ファイルを検索する順序を指定します。特殊な予約語
LDAP を使用すると、構成済み LDAP データベースへに移動します。その他の値は、ローカ
ルの検索順序ファイルを指します。 

smtimeout=seconds
サポートされていません。utsessiond デーモンからのメッセージの読み取り処理に対して、時
間切れの設定を秒単位で指定します。 

termAddrIsSecret=boolean
サポートされていません。true を設定すると、ポート cbport が文字列 status に応答して報告
する動的状態情報には、DTU の IP アドレスとポートが含まれなくなります。 

terminalokens = <list of space-separated tokens>
サポートされていません。認証マネージャーによってではなく端末によって処理されるトーク
ンのタイプを定義します。このタイプのトークンが見つかると、認証マネージャーは、サー
バー上の ID を決定しようとはせず、端末によって生成される ID 値を使用します。 

terminateEnable=boolean
サポートされていません。セッションマネージャーからの通知に基づく空のセッションのク
リーンアップを有効にします。デフォルトでは有効です。 

timeout=seconds
サポートされていません。seconds で指定した時間ごとに最低 1 回、何らかのメッセージを認
証マネージャーに送信するように DTU に要求します。 

tokenDir=directory
サポートされていません。論理トークン名からセッション識別子へのマッピングを格納する
ディレクトリを指定します。このマッピングを固定的に格納することにより、utauthd デーモ
ンの状態を再起動後に回復することが可能となります。システムを再起動すると、この状態は
リセットされます。 

token.equiv=filename
サポートされていません。特定の raw トークン名から別の raw トークン名へのマッピングを
記述するファイルを指定します。 

workers=maximum
サポートされていません。Sun Ray DTU からの新規接続の処理が可能な予備スレッドの最大
値を指定します。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
/etc/init.d/utsvc  

デーモン /opt/SUNWut/lib/utsessiond を起動するシステム起動スクリプトです。セッ
ションマネージャーが、実際のセッション切り替え機能を実行します。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), utpolicy(8), utsessiond(8), utselect(1) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr
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utadmin.conf(5) ファイル形式 utadmin.conf(5)
名前名前名前名前

utadmin.conf - Sun Ray サーバー管理構成ファイル。 
形式形式形式形式

/etc/opt/SUNWut/utadmin.conf

機能説明機能説明機能説明機能説明

utadmin.conf ファイルには、Sun Ray サーバー管理データベースの構成パラメタが格納されま
す。 
Sun Ray サーバーの構成が完了したら、admin.defaultlocale ( 以下を参照 ) 以外のパラメタは使
用中に変更する必要はありません。その他すべてのパラメタは予約されています。 

プロパティープロパティープロパティープロパティー

以下の構成パラメタをサポートしています。パラメタごとにその名前、説明、例を示します。 
名前

説明

admin.defaultlocale 
Web ベース管理ツールのデフォルトロケールです。サポートされる値 : 
Linux 

"en_us" ( アメリカ英語 )、"fr_FR" ( フランス語 )、"ja_JP.eucjp" ( 日本語 )、"zh_CN" ( 簡体
字中国語 )。  

admin.dstatus.dbfile 
デスクトップの状態が保存される NDBM データファイルの場所と名前です。 

admin.http.cfile 
Sun Ray 管理サーバーの構成ファイルです。 

admin.http.port 
管理ツールが使用する Web サーバーのポートです。 

admin.server.name 
管理データベースの LDAP サーバープロセスが動作しているサーバーの名前です。通常は Sun
Ray サーバーのホスト名になります。 

admin.subtree 
このサーバーの Sun Ray 管理データが常駐している LDAP 階層内のサブツリーです。これは、
utconfig で指定された UT ルートエントリの下位のエントリです。 

admin.user.name 
特権が必要な操作を実行するときに管理クライアントが構成を必要とする LDAP ユーザーで
す。 

admin.ustatus.dbfile 
ユーザーの状態が保存される NDBM データファイルの場所です。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1:LDAP およびおよびおよびおよび NDBM データベースの構成パラメタデータベースの構成パラメタデータベースの構成パラメタデータベースの構成パラメタ 
      admin.server.name      = sray-139

admin.server.port        = 7012
admin.user.name         = cn=utadmin,utname=sray-139,o=v1,o=utdata
admin.subtree              = utname=sray-139,o=v1,o=utdata
admin.defaultlocale    = en_US
admin.dstatus.dbfile   = /var/opt/SUNWut/ndbm/dstatus
admin.ustatus.dbfile   = /var/opt/SUNWut/ndbm/ustatus

admin.http.port           = 1660
admin.ssl.enable          = 
admin.http.cfile           = /usr/apache/conf/httpd.conf #(JDS に対してのみ )
admin.http.cfile           = /etc/httpd/conf/httpd.conf #(RHAS に対してのみ )
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utadmin.conf(5) ファイル形式 utadmin.conf(5)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utinstall(8), utconfig(8), utuser(8), utdesktop(8) 
『Sun Ray Server Software 管理者マニュアル』 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr
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utslaunch.properties(5) ファイル形式 utslaunch.properties(5)
名前名前名前名前

utslaunch.properties - utslaunch によってサポートされている各種アプリケーション用のデフォ
ルトのホットキーの組み合わせ。 

形式形式形式形式

/etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties 
~/.utslaunch.properties 
/etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties 

機能説明機能説明機能説明機能説明

上に表示されているファイルは、utslaunch アプリケーションの操作をカスタマイズするデフォ
ルトを格納できる標準の Java プロパティーファイルです。それぞれのファイルには次の書式の
エントリがあります。 
name=value

ここで、name にはプロパティー名を、value には値の設定を入力します。 
機能説明詳細機能説明詳細機能説明詳細機能説明詳細

utslaunch アプリケーションは、起動すると、以下に示す順番でプロパティーファイルを検索し
て読み取ります。ファイルで指定されたホットキーの組み合わせが、検索順で後で読み込まれた
ファイルによって書き換えられることがあるので注意してください。 
1.  /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties 

このファイルにはサイト全体のデフォルトプロパティーがあり、ユーザーが何も指定しない
と、このプロパティーが使用されます。このプロパティーは、どのアプリケーションデフォ
ルトよりも優先されます。 

2.  ~/.utslaunch.properties 
このファイルにはユーザーのデフォルトプロパティーがあります。このプロパティーはアプ
リケーションおよびサイト全体のデフォルトプロパティーよりも優先されます。 

3.  /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties 
このファイルにはサイト全体の必須デフォルトプロパティーがあり、このプロパティーはす
べてのアプリケーション、サイト全体、またはユーザーのデフォルよりも優先されます。 

プロパティープロパティープロパティープロパティー

サポートされているアプリケーションプロパティーは以下のとおりです。プロパティーごとに、
名前、説明、アプリケーションデフォルト、および例を示します。 
名前 - utdetach.hotkey 
説明 - ユーザーが現在使用している DTU から現在のセッションを切断するホットキーまたは
キーの組み合わせを指定します。キー値は、サポートされる 1 つ以上の修飾キー (Ctrl、Shift、
Alt、Meta) に続く有効なキー記号です。 
アプリケーションデフォルト - [Shift + Pause] (Shift キーを押したまま Pause キーを押します )
名前 - utsettings.hotkey 
説明 - Sun Ray 設定ダイアログボックスを呼び出すホットキーまたはキーの組み合わせを指定し
ます。キー値は、サポートされる 1 つ以上の修飾キー (Ctrl、Shift、Alt、Meta) に続く有効な
キー記号です。 
アプリケーションデフォルト - [Shift + SunProps] (Shift キーを押したまま Props キーを押します )
次に例を示します。 
   • F3
   • Shift + F4
   • Ctrl + Shift + Alt + F5

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: 次にプロパティーファイルの内容の例を示します。次にプロパティーファイルの内容の例を示します。次にプロパティーファイルの内容の例を示します。次にプロパティーファイルの内容の例を示します。 
utdetach.hotkey=Shift Pause
utsettings.hotkey=Shift SunProps
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utslaunch.properties(5) ファイル形式 utslaunch.properties(5)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utslaunch(8), utdetach(8)  

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWutr

安定度レベル 開発中
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utadem(7D) SUN RAY デバイスドライバ utadem(7D)
名前名前名前名前

utadem - Sun Ray オーディオドライバエミュレータ。 
形式形式形式形式

/dev/utadem

機能説明機能説明機能説明機能説明

utadem は、Sun Ray DTU に汎用仮想オーディオインタフェースを提供します。DTU に対する実
際のインタフェースは、セッション対応のデーモンを経由して行われます。このデーモンはマス
ターポートを経由して utadem に接続されており、またスレーブデバイスノードを作成して通常
のオーディオアプリケーションに接続する役割があります。 

アプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェースアプリケーションプログラムインタフェース

エミュレートされるオーディオデバイスの機能の詳細は、OS およびオーディオデーモンによっ
て異なります。 

オーディオ状態変化の通知 
 audio(7I) で説明されているように、オーディオデバイスの状態変化を非同期的に通知する
ように要求できます。 

 
標準の Open Sound System (OSS) インタフェースへの適合は、以下の方法で処理されます。 
オーディオデータ形式

サポートされるデータ形式は、デーモンによって異なります。機能の詳細は、各デーモン
のマニュアルを参照してください。 

オーディオポート  
入力と出力のオーディオポートは、デーモンではなく Sun Ray DTU に直接依存します。
デーモンは、使用可能な入力ポートのタイプと数を調べることができます。OSS ミキサー
インタフェースを使用して、使用可能なポートを決定します。

サンプルの粒度
utadem ドライバは、デーモンを経由して動作し、デーモンはオーディオデータを相互接続
経由で転送します。このため粒度が粗くなり、報告されるサンプル数にはジッターが発生
する可能性があります。どのような場合でも、報告される入出力サンプル数と実際のサン
プル数の差は、転送中のバッファーのサイズを超えることはありません。プログラムは
audio_info 構造体の play.samples フィールドと record.samples フィールドの精度に依存
しないようにする必要があります。 

次の OSS の機能はサポートされていません。 

SNDCTL_DSP_REALTIME
リアルタイム機能はサポートされていません。 

SNDCTL_CAP_MMAP
デバイスの DMA メモリーマッピングはサポートされていません。 

/dev/audio
/dev/audio インタフェースは現在サポートされていません。代わりに、適切な形
式設定で /dev/dsp を使用します。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /dev/utadem 

デーモン用のマスターポート 
論理デバイス名はデーモンに依存します。 
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utadem(7D) SUN RAY デバイスドライバ utadem(7D)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utaudio(1), ioctl(2)

属性タイプ 属性値

マルチスレッドレベル 安全

Linux の使用条件 SUNWutkau
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utadm(8) SUN RAY システム管理 utadm(8)
名前名前名前名前

utadm - Sun Ray ネットワークおよび DHCP 構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utadm -a interface-name
/opt/SUNWut/sbin/utadm -c
/opt/SUNWut/sbin/utadm -d interface-name

/opt/SUNWut/sbin/utadm -f
/opt/SUNWut/sbin/utadm -l
/opt/SUNWut/sbin/utadm -n
/opt/SUNWut/sbin/utadm -p
/opt/SUNWut/sbin/utadm -r
/opt/SUNWut/sbin/utadm -x
/opt/SUNWut/sbin/utadm -A subnetwork
/opt/SUNWut/sbin/utadm -D subnetwork

/opt/SUNWut/sbin/utadm -L on | off

機能説明機能説明機能説明機能説明

utadm は、Sun Ray インターコネクトのプライベートネットワークおよび DHCP の構成を管理
するコマンドです。名前の検索、ホスト、ネットワーク、ネットマスク、DHCP に関する各デー
タベースファイルを構成することにより、Sun Ray DTU が 1 つまたは複数のプライベートサブ
ネットを経由して中央のサーバーホストに接続できるようになります。オプションフラグの -a、
-c、-d、-f、-l、-n、-p、-r、-x、-A、-D のどれか 1 つを指定する必要があります。このコマンド
を実行できるのはスーパーユーザーだけです。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  interface-name で指定したネットワークインタフェースを、Sun Ray サブネットワークに設定し

ます。デフォルトでは 192.168.128.0 ～ 192.168.254.0 の範囲の内で使用可能なプライベートサ
ブネットワークアドレスが選択されます。選択されたサブネットを 192.168.N.0 とすれば、
hosts、networks、netmasks の各ファイルのエントリはサーバーの hostname および interface-
name を使用して以下のように生成されます。 

File                 Entry
/etc/hosts           192.168.N.1              hostname-interface-name 
/etc/networks          SunRay-interface-name     192.168.N.0   SunRay         
/etc/netmasks        192.168.N.0              255.255.255.0

適切なエントリが作成されたら、ifconfig(8) を使用してネットワークインタフェースを 
hostname-interface-name として起動します。すでにインタフェースが起動されていて構成済み
の場合、ユーザーはネットワークの構成をバイパスして、DHCP を構成するだけのオプションが
与えられます。これにより、サーバーの主インタフェース上の Sun Ray インターコネクトの構成
が可能になります。Sun Ray サブネットの IP アドレスは DHCP プロトコルで管理されます。こ
のため、Sun Ray サブネットのパラメタを制御するために DHCP テーブルにいくつかのマクロエ
ントリを追加する必要があります。Sun Ray DTU に割り当てる IP アドレス群が作成されます。
また、入力が求められたときに最初のユニットアドレスとして 0 を入力するか、インタフェース
の IP アドレスを指定するクエリーに対して N を入力すると、IP アドレス提供の機能を無効にす
ることができます。インタフェースの設定と起動が完了したら、utfwadm(1M) が起動され、現
在のバージョンのファームウェアが新しいネットワークの DHCP マクロに追加されます。ユー
ザーには、デフォルトのオプションを承認するかどうかを指定するプロンプトが表示されます。
ユーザーは、必要に応じてオプションを変更できます。auth サーバーリストは、Sun Ray サー
バーの IP アドレスのリストです。入力された値は、求められたデフォルト値を上書きします。
auth サーバーリストは、スペースで区切られた IP アドレスのリストとしてファイルでも提供さ
れます。 

初期設定がまだ行われていない場合は、-a オプションに -c オプションがすべて包含されるこ
とになります。 
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utadm(8) SUN RAY システム管理 utadm(8)
-c  サブネットワークをまったく設定しないで、Sun Ray インターコネクトの基本的な構成ファイ
ルを初期化します。具体的には、ネットワークデータベースファイルと DHCP のフレーム
ワークが存在することを確認して、/etc/nsswitch.conf ファイルを設定し、ローカルの Sun 
Ray サブネットのネットワーク情報をローカルファイルから取得します。 

-d  設定済みの Sun Ray サブネットワークから、interface-name で指定されたネットワークインタ
フェースを削除します。指定されたインタフェースは、あらかじめ -a オプションで設定され
ている必要があります。 

-f  サーバーをオフラインにすることで、サーバーがフェイルオーバーグループにあるときに、そ
のサーバーに新しいセッションを作成できないようにします。現在確立されているセッショ
ンは終了されませんが、新規セッションに対しては、負荷均衡機構はこのサーバーを選択し
ません。注 : グループマネージャーは、キープアライブのインターバルごとに、変更があった
場合にホストインタフェースリストを更新します。そのため、変更が有効になるまで、少な
くともキープアライブの時間間隔だけ待つ必要があります。 

-l  すべての Sun Ray サブネットワークの現在の構成を表示します。遠隔サブネットワークも含ま
れます。 

-n  サーバーをオンラインに戻します。これにより、サーバーは通常の操作が可能になり、サー
バー上に新規セッションを作成できるようになります。注 : グループマネージャーは、キープ
アライブのインターバルごとに、変更があった場合にホストインタフェースリストを更新し
ます。そのため、変更が有効になるまで、少なくともキープアライブの時間間隔だけ待つ必
要があります。 

-p  Sun Ray インターコネクトの現在の構成を表示します。各インタフェースのホスト名、ネット
ワーク、ネットマスクおよび Sun Ray DTU に DHCP から割り当てられた IP アドレスの数を
表示します。 

-r  動作中の Sun Ray インタフェースをすべて構成解除し、構成データベースから Sun Ray のエン
トリをすべて削除します。LAN 接続サポートがオンの場合は、オフにするかどうかを問い合
わせます。デフォルトは yes ( オフにする ) です。 

-x  現在の構成をマシンが読み取り可能な形式で出力します。

-A  Sun Ray サブネットワークとして指定した subnetwork を構成します。このオプションは、IP 
アドレスを割り当てるため、Sun Ray パラメタを Sun Ray クライアントに指定するため、ま
たはその両方を実行するためだけに DHCP サービスを構成します。また、共有サブネット
ワークから LAN 接続サポートを自動的にオンにします。 

-D  構成されている Sun Ray サブネットワークから、subnetwork で指定したサブネットワークを
削除します。 

-L on| off
共有サブネットワークから LAN 接続サポートをオンまたはオフにします。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: 以下は以下は以下は以下は Sun Ray プライベートネットワークをプライベートネットワークをプライベートネットワークをプライベートネットワークを hme1 上に構成する例です。上に構成する例です。上に構成する例です。上に構成する例です。

# /opt/SUNWut/sbin/utadm -a hme1

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/nsswitch.conf 

ネームサービススイッチ構成ファイル 
   • /etc/dhcp.conf 

Linux DHCP サービス構成ファイル

   • /etc/sysconfig/dhcpd 
   • /var/lib/dhcp/dhcpd.leases 
   • /etc/sysconfig/network-scripts/ifcfg - <interface_name>

Red Hat AS 3.0 用インタフェース情報

   • /etc/sysconfig/network/ifcfg - <interface_name>
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JDS および SuSE 用のインタフェース情報 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

ifconfig(8), syslogd(8), syslog(3), nsswitch.conf(5), hosts(5), syslog.conf(5), attributes(5), 
utfwadm(8) 
Alexander, S., and Droms, R., DHCP Options and BOOTP Vendor Extensions, RFC 1533, Lachman 
Technology, Inc., Bucknell University, October 1993.
Droms, R., Dynamic Host Configuration Protocol, RFC 1541,Bucknell University, October 1993.

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utadminuser - 管理 GUI によって Sun Ray サービスを管理できる承認ユーザーリストを管理する
ために使用するコマンド。 

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utadminuser

/opt/SUNWut/sbin/utadminuser -h 
/opt/SUNWut/sbin/utadminuser -a username [ username ... ] 
/opt/SUNWut/sbin/utadminuser -d username [ username ... ] 
/opt/SUNWut/sbin/utadminuser -r 

機能説明機能説明機能説明機能説明

このコマンドは、データストアに格納されているリストの承認ユーザーを追加、一覧表示、およ
び削除するために使用します。 
オプションを指定しないで呼び出すと、承認ユーザーのリストが 1 行ごとに 1 つの名前で表示さ
れます。  
username は、英字、数字、ピリオド (.)、下線 (_)、およびハイフン (-) からなる文字列である必要
があります。最初の文字は英字にしてください。 
管理 GUI がデフォルトの Sun Ray データストア認証メカニズムを使用するように構成されてい
る場合、「管理」ユーザーのみがサポートされ、utconfig によって承認ユーザーのリストに自動
的に追加されます。管理 GUI がデフォルトの Unix ログイン認証メカニズムを使用するように構
成されている場合、任意の Unix ユーザー名を承認ユーザーのリストに追加することができます。 
エントリの追加および削除はスーパーユーザーのみができます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  指定したユーザーをリストに追加します。

-d  指定したユーザーをリストから削除します。

-r  すべての承認ユーザーを削除します。

-h  使用法を表示します。

使用例使用例使用例使用例

例 1: 現在のすべての承認ユーザーを表示します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utadminuser

例 2: 特定のユーザー「user1」をリストに追加します。

# /opt/SUNWut/sbin/utadminuser -a user1 

例 3: すべての承認ユーザーを削除します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utadminuser -r 

終了状態終了状態終了状態終了状態

操作の実行に成功した場合は 0、エラーが検出された場合は 1
関連項目関連項目関連項目関連項目

useradd(8), utconfig(8) 



utamghaadm(8) 保守コマンド utamghaadm(8)

SRSS 3 Update 1 05/25/05 46

名前名前名前名前

utamghadm - 自動マルチグループホットデスク (AMGH、別名、領域的ホットデスク ) を構成す
るために使用するコマンド。  

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utamghadm
/opt/SUNWut/sbin/utamghadm -d
/opt/SUNWut/sbin/utamghadm -l <library>
/opt/SUNWut/sbin/utamghadm -s <executable>
/opt/SUNWut/sbin/utamghadm -x

機能説明機能説明機能説明機能説明

このコマンドは、AMGH 機能の構成または無効化のために管理者が使用します。AMGH は、サ
イト固有の実装に応じて、実行可能スクリプトまたは共有ライブラリであるバックエンドの実装
によって構成することができます。このコマンドは、使用される適切なバックエンドを設定する
ための手段になります。バックエンドの実装を設定すると、AMGH が暗黙的に有効になります。  
このコマンドによって AMGH を構成するために使用されるスクリプトまたはライブラリは、
root のみによって所有されている必要があり、その他のユーザーやグループに書き込み権があっ
てはいけません。 
このコマンドによる AMGH の構成の変更はスーパーユーザーのみができます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-d  AMGH の構成を無効にします。

-l  AMGH のバックエンド実装として使用されるライブラリを指定します。ライブラリの絶対パ
スです。 

-s  AMGH のバックエンド実装として使用されるスクリプトを指定します。スクリプトの絶対パ
スです。 

-h  使用法を表示します。

-x  AMGH パラメータをマシンが読み取り可能な形式 ( キー / 値 ) で出力します。 

使用例使用例使用例使用例

例 1:AMGH の構成を表示します。

# /opt/SUNWut/sbin/utamghadm

例 2:/opt/SUNWutref/amgh ディレクトリにある使用可能な utamghref_script という名前のス
クリプトバックエンドを使用するように AMGH を構成します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utamghadm -s /opt/SUNWutref/amgh/utamghref_script 

例 3:/opt/SUNWutref/amgh ディレクトリにある使用可能な libutamghref_token.so という名前
のライブラリバックエンドを使用するように AMGH を構成します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utamghadm -l /opt/SUNWutref/amgh/libutamghref_token.so 

例 4:AMGH を無効にします。 
# /opt/SUNWut/sbin/utamghadm -d 

終了状態終了状態終了状態終了状態

操作の実行に成功した場合は 0、エラーが検出された場合は 1

関連項目関連項目関連項目関連項目

ut_amgh_get_server_list(3), ut_amgh_script_interface(3)
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名前名前名前名前

utauthd - Sun Ray DTU 認証デーモン。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utauthd  -b | -e   |  -n  |  -s

機能説明機能説明機能説明機能説明

utauthd デーモンは、サーバーに接続されている Sun Ray DTU の認証とアクセス制御を行いま
す。このコマンドは、システム起動スクリプトによって呼び出されることが前提となっているた
め、直接実行しないでください。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-b  デーモンの実行を開始します。 
-e  デーモンの実行を停止します。 
-n  利用可能にするファイル記述子の数を示します。

-s  utauthd に送るシグナルを示します。

引数を指定しない場合、デフォルトは -b になります。 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルがデーモンによって使用されます。 
   • /etc/init.d/utsvc 

      デーモンを呼び出すシステム起動スクリプトです。/opt/SUNWut/utsessiond、セッション 
      マネージャーが、実際のセッション切り替え機能を実行します。 
   • /etc/opt/SUNWut/auth.props 

      認証マネージャーの構成ファイルです。 
   • /etc/opt/SUNWut/policy/utpolicy 

      Sun Ray サーバーが使用するポリシーを指定するファイルです。 
認証マネージャーを起動するには、通常 utrestart を実行します。ただし、既存のユーザーセッ
ションを切断してサービスを再起動するには、utrestart -c を使用することを推奨します。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

auth.props(5), utpolicy(8), utrestart(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utcapture - 認証マネージャーからパケット情報を取得します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utcapture   -h
/opt/SUNWut/sbin/utcapture [ -r ]  [ -s server ]  [ desktopID1 desktopID2 ... ] 
/opt/SUNWut/sbin/utcapture  -i filename

機能説明機能説明機能説明機能説明

utcapture コマンドは、認証マネージャーに接続し、Sun Ray サーバーと Sun Ray DTU 間の応答
時間、送信されたパケット、および脱落したパケットを監視します。 
utcapture は取得した情報を次の書式で stdout に書き込みます。 
TERMINALID TIMESTAMP TOTAL PACKET TOTAL LOSS BYTES SENT PERCENT LOSS 
LATENCY 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-h  コマンド使用に関するヘルプ。 
-i filename

入力ファイルを使用してパケットロスがあった Sun Ray DTU を検索します。ファイルは 
utcapture を使用して作成されます。 
# /opt/SUNWut/sbin/utcapture -r > /tmp/filename
このプロセスの実行には、数分から数時間かかります。utcapture コマンドを再度使用しま
す。 
# /opt/SUNWut/sbin/utcapture -i /tmp/filename

パケットロスがあった DTU だけが出力されます。 
-r  15 秒ごとに取得されたデータをそのまま連続書式で stdout に書き込みます。 
-s server

データを取得する Sun Ray サーバーを指定します。ホストのドメインの外で utcapture 実行さ
れている場合、Sun Ray サーバーのホスト名は絶対パスで完全指定する必要があります。デ
フォルトでは、監視されるサーバーは utcapture を実行しているホストです。 

オプションが何も指定されていない場合、いずれかの Sun Ray DTU のパケットロスまたは 10 ミ
リ秒以上の応答時間に変化があれば、utcapture は 15 秒間隔で stdout に書き込みます。 

オペランドオペランドオペランドオペランド

次のオペランドをサポートしています。 
desktopID 

指定した Sun Ray DTU だけのデータを取得します。DTU の Ethernet アドレス (desktopID)
をスペースで区切って指定します。デフォルトでは、すべての DTU のデータが表示されま
す。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、localhost で稼働している認証マネージャーから 15 秒ごとにデータを取
得し、いずれかの Sun Ray DTU のパケットロスに変化があれば、そのデータを stdout に書き込
みます。 
% utcapture

例例例例 2: このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、localhost で稼働している認証マネージャーから 15 秒ごとにデータを取
得し、パケットロスに変化があるかどうかにかかわらず、そのデータを stdout に書き込みます。 
% utcapture -r
SRSS 3 Update 1 05/04/05 48



utcapture(8) SUN RAY システム管理 utcapture(8)
例例例例 3: このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、このコマンドでは、netraj118.eng で稼働している認証マネージャーから 15 秒ごとにデータ
を取得し、080020a893cb または 080020b34231 の Ethernet アドレスの DTU のパケットロスに変
化があれば、そのデータを stdout に書き込みます。 
% utcapture -s netraj118.eng 080020a893cb 080020b34231

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), utdesktop(8) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

utcapture はファームウェア 1.1 以下のバージョンを使用している Sun Ray DTU に対しては、パ
ケット情報を報告しません。 
utcapture はファームウェア 1.3 以下のバージョンを使用している Sun Ray DTU に対しては、応
答時間を報告しません。 
-r を使用すると、ロスがないすべての間隔について、PERCENT LOSS が 0.000 と表示されます。
-r を使用しない場合、この列は空になります。列向けのコマンドによって出力を処理する場合
は、-r を使用する必要があります。utcapture -i の入力として使用する場合も同様です。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utcard - Sun Ray サーバースマートカード構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utcard  -a filename
/opt/SUNWut/sbin/utcard  -d name,version

/opt/SUNWut/sbin/utcard  -h
/opt/SUNWut/sbin/utcard  -l
/opt/SUNWut/sbin/utcard  -p name,version

/opt/SUNWut/sbin/utcard  -r name,version,new-position
/opt/SUNWut/sbin/utcard  -u

機能説明機能説明機能説明機能説明

utcard コマンドにより、Sun Ray 管理データベースにあるさまざまなタイプのスマートカードの
構成が可能になります。 
管理者は、/etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリ内にそれぞれのスマートカード用の設定
ファイルをあらかじめ作成する必要があります。このファイルの拡張子は .cfg にします。.cfg 
ファイル内のスマートカードの定義を LDAP データストアに追加するには、-a オプションを使用
します。スマートカードの定義を追加すると、そのスマートカードが自動的に検索順序の最後に
割り当てられます。検索順序を変更するには、-r オプションを使用します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  filename

/etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリにある filename に指定されたカードを追加します。

-d  指定された name, version のカードを削除します。 
-h  コマンドの使用法を表示します。

-l  設定されているすべてのカードを一覧表示します。

-p  指定された name, version のカードの標準プロパティーを表示します。 
-r  指定された name, version, to new-position のカードの順序を新しい位置に変更します。  
-u  /etc/opt/SUNWut/smartcard ディレクトリにある .cfg ファイルによって、設定可能な未設定

カードを一覧表示します。

使用法使用法使用法使用法

このコマンドは、utconfig コマンドによって管理対象に設定されている Sun Ray サーバー上でだ
け使用してください。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utconfig(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utconfig - Sun Ray Server Software 構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utconfig  [ -u ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utconfig コマンドは、Sun Ray サーバーおよびそのサポート対象となる管理ソフトウェアを初期
設定します。処理を開始する前には、プロンプトを表示して、サポートしている各ソフトウェア
パッケージの構成パラメタの入力を要求します。このコマンドは、スーパーユーザー権限で実行
する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-u  Sun Ray サーバーおよび管理ソフトウェアを構成解除し、操作モードをデフォルトのゼロ管理

モードに戻します。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

パッケージの関連コマンド。 
utinstall(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utcrypto - Sun Ray プライバシ管理ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utcrypto  
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -a key=value ... 
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -d  
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -e [-f filename]
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -h 
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -m key=value ... 
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -o [-f filename]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utcrypto コマンドは、Sun Ray サーバーのプライバシオプションを設定します。設定項目には、
アップストリームおよびダウンストリームの暗号や認証などがあります。設定はすべてのセッ
ションに適用されます。 
utcrypto でデータの表示のみを行う操作はすべてのユーザーが実行できます。データを変更また
は削除する操作はスーパーユーザーで実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  すべてのセッションにプライバシの設定を追加します。-a の後に、key=value の組み合わせを

スペースで区切って指定します。有効な key=value の組み合わせを以下に示します。value の
組み合わせを渡さない場合、そのキーの値にはデフォルト値が設定されます。 

少なくとも 1 つの「キー = 値」の組み合わせを指定する必要があります。 
-d  すべてのセッションからプライバシの設定を削除します。 
-e  stdin からコンマで区切ったプライバシの設定を取得し、すべてのセッションの設定を追加ま

たは変更します。key=value の組み合わせをスペースで区切って指定します。その後に -f オプ
ションと filename を指定すると、ファイルから設定が読み込まれます。 

utcrypto 設定の複製を作成するには「ソース」のサーバー上で utcrypto -o を実行します。その
後、「ターゲット」のサーバー上で、utcrypto -e の引数として出力された stdout 文字列を使用し
ます。 
-f  -e または -o オプションの filename を指定します。 
-h  コマンドの使用法を表示します。 
-m  すべてのセッションのプライバシの設定を変更します。-m の後に、key=value の組み合わせ

をスペースで区切って指定します。有効な key=value の組み合わせを以下に示します。value 
を渡さない場合、そのキーの値は変更されません。 

-o  すべてのプライバシの設定をコンマ区切り形式で stdout に出力します。-f オプションと 
filename を指定すると、設定がファイルに出力されます。filename で指定したファイルが存在
する場合は、警告メッセージが表示され、スクリプトは終了します。 

「Inherited」列にアスタリスク (*) が表示され、値の組み合わせが指定されていない場合は、
ハードコードされたデフォルト値に設定されます。 

utcrypto 設定の複製を作成するには「ソース」のサーバー上で utcrypto -o を実行します。その
後、「ターゲット」のサーバー上で、utcrypto -e の引数として出力された stdout 文字列を使用し
ます。 
有効な key=value の組み合わせを以下に示します。 
enc_up_type 

ARCFOUR | none | default

enc_down_type 
ARCFOUR | none | default
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auth_up_type 
 none | default

auth_down_type 
simple | none | default

mode 
hard | soft | default

すべてのキーの default キーワードには、デフォルト構成の値がある場合はその値が設定されま
す。デフォルト構成が設定されていない場合、値はハードコードされたデフォルト値に設定され
ます。ハードコードされるデフォルト値は、最初の 4 つのキーに対しては none、mode キーに対
しては soft です。 

使用例使用例使用例使用例

これによりアップストリームの ARCfour 暗号と単純なダウンストリームの認証が構成されます。 
注注注注 :enc_down_type と auth_down_type が指定されていないため、デフォルト値が設定されま
す。 

# /opt/SUNWut/sbin/utcrypto -a enc_up_type=ARCFOUR auth_down_type=simple

このコマンドは、デフォルト構成を変更します。アップストリームの暗号はオフになり、ダウン
ストリームの暗号には ARCfour が設定されます。 
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -m enc_up_type=none enc_down_type=ARCFOUR

このコマンドは、デフォルト構成を削除します。 
/opt/SUNWut/sbin/utcrypto -d

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utdesktop - Sun Ray DTU 管理ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -a "desktopID,location,otherinfo"
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -a   -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -d desktopID

/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -d   -f filename
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -e "desktopID,location,otherinfo"
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -e   -f filename
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -h
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -l  [ -c | -g  | -w [ -t timeout ]  ]
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -L   { -c | -w [ -t timeout ]  }
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -l   -i substring
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -o
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop   -p desktopID

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdesktop コマンドにより、このコマンドが実行されている Sun Ray サーバーに接続されている 
Sun Ray DTU を管理できます。utdesktop が表示する情報およびユーザーが追加、編集、または
削除することが可能な情報は、Sun Ray 管理データベースに格納されます。その他の情報は Sun 
Ray 認証マネージャーから取得します。 
情報を表示するだけの utdesktop 操作は、どのユーザーでも実行できます。データの追加、編
集、削除を行う操作は、スーパーユーザーしか実行できません。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a desktopID,location,otherinfo

指定したデスクトップ ID、位置、その他の情報プロパティーを持つ DTU を追加します。3 つ
の値はコンマで区切り、引用符で囲む必要があります。このオプションは、root で使用して
ください。 

-a -f filename
指定されたファイル名の入力を利用して、バッチ処理で複数の DTU を追加します。入力ファ
イルの各行の形式は desktop-ID, location, other-info になります。このオプションは、root で
使用してください。 

-d desktopID
指定された デスクトップ ID を持つ DTU を削除します。このオプションは、root で使用して
ください。 

-d -f filename
指定されたファイル名の入力を使用して、バッチ処理で複数の DTU を削除します。入力ファ
イルの各行の形式は desktop-ID になります。-o オプションの出力を使用して、その最初のコ
ンマ以降を無視することによってこのオプションのすべての引数として送ることができます。
このオプションは、root で使用してください。 

-e desktopID,location,otherinfo
位置およびその他の情報を指定された値に変更することにより、指定された DTU の属性を編
集します。3 つの値はコンマで区切り、引用符で囲む必要があります。このオプションは、
root で使用してください。 

-e -f filename
指定されたファイル名の入力を使用して、バッチ処理で複数の DTU の属性を編集します。入
力ファイルの各行の形式は desktop-id, location, other-info となります。このオプションは、
root で使用してください。 

-h  使用法 ( 本メッセージ ) の情報を表示します。 
-l  現在管理データベース内に登録されているすべての DTU を一覧表示します。 
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-l -c 
現在接続されているすべての DTU を一覧表示します。削除された DTU は「Location」
フィールドに疑問符付きで表示されます。 

-L -c 
現在接続されているすべての DTU を長形式で一覧表示します。 

-l -g 
現在接続されているすべての DTU とそのサーバーを一覧表示します。 

-l -w  [-t timeout]
timeout ( 短形式 ) で設定した間、セッション待ちのすべての DTU を一覧表示します。timeout 
のデフォルト値は 60 秒です。 

-L -w  [-t timeout]
timeout ( 長形式 ) で設定した間、セッション待ちのすべての DTU を一覧表示します。timeout 
のデフォルト値は 60 秒です。 

-l -i substring
指定した substring の含まれるデスクトップ ID を持つすべての DTU を一覧表示します。 

-o  DTU のリストをコンマ区切りの形式でダンプ表示します。このオプションによる各行の出力
形式は、desktop-id, location, other-info となります。

-p  指定された ID を持つ DTU のデスクトップ属性を表示します。

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、DTU 080020a85112 の位置およびその他の情報の属性を消去します。の位置およびその他の情報の属性を消去します。の位置およびその他の情報の属性を消去します。の位置およびその他の情報の属性を消去します。 
# utdesktop -a "080020a85112,,"

例例例例 2: このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、DTU 080020a85112 の位置およびその他の情報の属性を、それぞれの位置およびその他の情報の属性を、それぞれの位置およびその他の情報の属性を、それぞれの位置およびその他の情報の属性を、それぞれ
「「「「SFO12-2103 」と「」と「」と「」と「John’s Office」に変更します。」に変更します。」に変更します。」に変更します。 
# utdesktop -e "080020a85112,SFO12-2103,John’s Office"

例例例例 3: このコマンドにより、ファイルこのコマンドにより、ファイルこのコマンドにより、ファイルこのコマンドにより、ファイル /tmp/desktops の入力を利用して複数のの入力を利用して複数のの入力を利用して複数のの入力を利用して複数の DTU の属性を編集の属性を編集の属性を編集の属性を編集
しますしますしますします。 
# utdesktop -e -f /tmp/desktops

例例例例 4: このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、desktop ID に「に「に「に「a851」という文字列が含まれる」という文字列が含まれる」という文字列が含まれる」という文字列が含まれる DTU をすべて表示しをすべて表示しをすべて表示しをすべて表示し
ます。ます。ます。ます。 
% utdesktop -l -i a851

例例例例 5: このコマンドにより、デフォルトの時間切れ設定でセッションのないエラー状態にあるこのコマンドにより、デフォルトの時間切れ設定でセッションのないエラー状態にあるこのコマンドにより、デフォルトの時間切れ設定でセッションのないエラー状態にあるこのコマンドにより、デフォルトの時間切れ設定でセッションのないエラー状態にある 
DTU をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。 
% utdesktop -l -w

例例例例 6: このコマンドにより、ネットワークがビジーまたは反応が遅い場合、最小このコマンドにより、ネットワークがビジーまたは反応が遅い場合、最小このコマンドにより、ネットワークがビジーまたは反応が遅い場合、最小このコマンドにより、ネットワークがビジーまたは反応が遅い場合、最小 5 分間の期限で分間の期限で分間の期限で分間の期限で
セッションのないエラー状態のセッションのないエラー状態のセッションのないエラー状態のセッションのないエラー状態の DTU をすべて一覧表示をすべて一覧表示をすべて一覧表示をすべて一覧表示 ( 長形式長形式長形式長形式 ) します。します。します。します。 
% utdesktop -L -w -t 300

例例例例 7: このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、DTU 080020a85112 の現在の属性を表示します。の現在の属性を表示します。の現在の属性を表示します。の現在の属性を表示します。 
% utdesktop -p 080020a85112

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
/etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 
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属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utuser(8), utadmin.conf(5)、『Sun Ray Server Software 1.3 管理者マニュアル』

注意事項注意事項注意事項注意事項

-G オプションは廃止されました。代わりに -l -g オプションの組を使用してください。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utdevadm - Sun Ray デバイスサービスを有効または無効にします。  
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utdevadm

/opt/SUNWut/sbin/utdevadm [ -e | -d ] -s service

/opt/SUNWut/sbin/utdevadm -h

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdevadm コマンドは、Sun Ray デバイスサービスを有効または無効にするために使用します。
このサービスには、Sun Ray DTU 上の USB ポートで接続された USB デバイス、組み込みシリア
ルポート、および内蔵スマートカードリーダーが含まれます。 
Sun Ray Server Software のインストール後、デフォルトで、すべてのデバイスサービスが有効に
なります。utdevadm コマンドは、構成済みモードにおいてのみデバイスサービスを有効または
無効にすることができます。すなわち、utconfig(8) を実行して Sun Ray データストアを起動して
からのみこのコマンドを使用できます。これはサイト全体のプロパティーです。構成すると、
フェイルオーバーグループに接続されているすべてのユニットに影響します。 
変更を有効にするには、Sun Ray サービスの完全再起動が必要です。適切な変更を行った場合、
次のコマンドを使用してサービスを再起動するように管理者は促されます。 
/opt/SUNWut/sbin/utrestart -c 

オプションおよび引数を指定しない utdevadm コマンドは、デバイスサービスの現在の状態を表
示します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションをサポートしています。 
-e  特定の service を有効にします。 
-d  特定の service を無効にします。 
-s  service を指定します。 

internal_serial | internal_smartcard_reader | usb | all

internal_serial サービスが無効である場合、ユーザーは Sun Ray DTU 上の組み込みシリアルポー
トにアクセスできません。Sun Ray 170 には 2 つの組み込みシリアルポートがあります。 
internal_smartcard_reader サービスが無効である場合、ユーザーは読み取りまたは書き込みのため
の PC/SC または SCF インタフェースによる内蔵スマートカードリーダーにアクセスできません。
これは、認証されていないスマートカードを使用するホットデスクのセッションアクセスには影
響しません。 
usb サービスが無効である場合、ユーザーは USB ポートに接続されているデバイスにアクセスで
きません。これは、キーボード、マウス、バーコードリーダーなどの HID デバイスには影響し
ません。 
すべてを指定した場合、すべてのデバイスサービスが有効または無効になります。 
-h  使用法を表示します。 
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使用例使用例使用例使用例

例 1: 次のコマンドは、デバイスサービスの現在の状態を表示します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utdevadm

Sun Ray Device Service         Status
------------------------------ ------------
internal_serial                enabled
internal_smartcard_reader      enabled
usb                            enabled

例 2: 次のコマンドは、usb サービスを無効にします。

# /opt/SUNWut/sbin/utdevadm -d -s usb

例 3: 次のコマンドは、usb サービスを有効にします。

# /opt/SUNWut/sbin/utdevadm -e -s usb

環境変数環境変数環境変数環境変数

なし

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラーの場合

ファイルファイルファイルファイル

なし

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utrestart(8), utconfig(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto

インタフェースの安定性 公開開発中
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名前名前名前名前

utdevmgrd - Sun Ray の入出力装置管理デーモン。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utdevmgrd  [ -a authlist ]  [ -c authfile ]  [ -d ]  [ -k authprops ]  [ -o optroot ]  
[ -p port ]  [ -r ]  [ -s sigfile ]  [ -t ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdevmgrd デーモンは、さまざまなサービスを提供するデバイスへの遠隔アクセスのためのイ
ンターコネクトファブリック上で、Sun Ray DTU へ接続されたブローカーデバイスとの入出力を
管理します。また、サービスの許可、デバイスとそれらのコントロールサービスの管理、そのイ
ンターコネクト上でのデバイスの配置なども行います。 
-a または -c オプションが指定されると、デバイスマネージャーデーモンは、コールバックモード
でのみ動作します。このモードでは、デバイスマネージャーデーモンは、authlist または authfile 
によって明示的に承認されコールバックを要求した認証マネージャーとだけ通信を行います。こ
のコールバック機能は、デバイスマネージャーと認証マネージャーが互いに識別し合う仕組みを
提供します。 
optroot ディレクトリ ( デフォルトは /tmp/SUNWut) は、他の Sun Ray サーバーコンポーネントと
共有されます。このディレクトリは主に、sessions および units サブディレクトリにある各 Sun 
Ray DTU デバイスを示す、互換デバイスツリーの位置情報を提供します。 
units サブディレクトリには、DTU のシリアル番号が付けられたインターコネクト上の各 DTU 
を示すディレクトリが含まれます。DTU のディレクトリとともに、論理デバイス名と物理的な
位置で階層化されたデバイス名がリストされた見なれた dev および devices ディレクトリがあり
ます。 
sessions ディレクトリには、どのセッションがどの Sun Ray DTU に接続されているかを示す 
devices ディレクトリへのシンボリックリンクが含まれています。シンボリックリンク名は、
ユーザーセッションに対応した X ウィンドウのサーバーディスプレイに合わせた番号のみで名前
付けされます ( つまり、現在のホスト名にあたるサーバー名を削除して、残ったスクリーン番号
になります )。このとき、ユーザーの DISPLAY 環境変数は「現在」の DTU にあるデバイスを検
索するのに使用されます。またユーザーの環境変数 UTDEVROOT は前述の機能を達成し、さら
に「現在」アクセス可能なデバイスの検索に使用されます。また optroot ディレクトリには、デ
バイスマネージャーがデバイスドライバとの通信に使用する名前付きパイプと、デバイスマネー
ジャーの内部処理に必要な重要なユーザー情報を含む session_info ディレクトリが含まれていま
す。 
このデバイスマネージャーは Sun Ray サーバーグループ環境において動作し、他のサーバーへの
すばやい切り替えや負荷分散を可能にします。グループ内のそれぞれのサーバー上にあるデバイ
スマネージャーが通信するためには、デバイスマネージャーはグループシグニチャーファイルに
アクセスしなければなりません。そのシグニチャーがグループ内の他のデバイスマネージャーが
使っているシグニチャーと一致しない場合は、グループ化は失敗し、サーバー上でユーザーに使
用されているいくつかの DTU 上のデバイスを含むインターコネクト上のすべての DTU にある全
デバイスが使用できません。 
通常、デバイスマネージャーは、認証マネージャーの構成ファイル 
(/etc/opt/SUNWut/auth.props) を参照して、グループシグニチャーファイルを検索します。ただ
し、この処理は -s や -k オプションを使用すれば変更できます。-s オプションを指定した場合、
グループシグニチャーとして sigfile が読み込まれ使用されます。-k オプションが指定されると、
authprops ファイルから gmSignatureFile キーを検索し、指定されているファイルをグループシ
グニチャーに使用します。 
utdevmgrd から出力されるエラーメッセージは、LOG_DAEMON の機能値とともに syslog(3) 
を使用して記録されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a authlist

authlist で指定したホストとポートの組み合わせを、許可される認証マネージャーのリストに
追加します。authlist の書式は、コンマで区切った hostname:port の組のリストです。 

-c authfile
ASCII ファイルである authfile で指定したホストとポートの組み合わせを、許可される認証マ
ネージャーのリストに追加します。このファイルには、認証マネージャーの仕様を 1 行に 1 つ
ずつ指定します。仕様は、hostname の後に port 番号を空白で区切って指定します。空白行、
および最初の印刷可能文字が「#」である行は無視されます。 
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-d デバッグ出力を可能にします。 
-k authprops

認証マネージャーの構成ファイルの位置を authprops に設定します。このファイルは、sigfile 
キーが指定されていない場合に、グループシグニチャーファイルを検索するために使用され
ます。このパラメタのデフォルト値は、/etc/opt/SUNWut/auth.props です。ファイル中のグ
ループシグニチャーを指定するキーは、gmSignatureFile です。 

-o optroot
デバイス情報ルートディレクトリを optroot に設定します。このディレクトリには、サービス
名の付けられた pipe、units、sessions、session_info ディレクトリが含まれます。optroot 
は、通常は他の Sun Ray サーバーコンポーネントと共有されます。 

-p port
デバイスマネージャーが待機するポートを port で指定した値に設定します。デバイスマネー
ジャーのデフォルト値は、ポート 7011 番です。これは、デバイスサービスと認証マネー
ジャーがデバイスマネージャーに接触するポートです。 

-r  デバイスマネージャーデーモンがシステムにある場合、このデーモンを自動的に再起動しま
す。このオプションを使用すると、デバイスマネージャーデーモンは 2 つのプロセスを作成
します。1 つは実際の処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセスです。
子プロセスが終了した場合、親プロセスは子プロセスを再生成します。これにより、既存の
サービスを再起動されたデバイスマネージャーに再接続できます。 

-s sigfile
グループシグニチャーファイルのパスを sigfile に設定します。 

-t  テストモード。root でアクセスするファイルに関するエラーの戻り値の検査を緩和します。実
際にエラーが発生した場合は、使用しているデバイスマネージャーに予測できない結果が生
じる可能性があります。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
/etc/opt/SUNWut/auth.permit 

システムの使用する authfile ファイルの、慣習的な位置です。 
/tmp/SUNWut 

optroot で指定され、Sun Ray enterprise サーバーマネージャーによって使用される、慣習的に
一時ファイルが置かれるディレクトリです。 

/tmp/SUNWut/.utdevmgr 
デバイスマネージャーとデバイスドライバサービス間の通信に使用される、名前付きパイプ
です。 

/tmp/SUNWut/units 
各 DTU のデバイスディレクトリを含むディレクトリです。このディレクトリ名は、使用する 
DTU のシリアル番号に合わせて付けられます。各ディレクトリには、dev ディレクトリと 
devices ディレクトリが含まれます。 

/tmp/SUNWut/sessions 
units ディレクトリにある各 DTU へのリンクを含むディレクトリで、各セッションへの X 
Window のディスプレイ番号で名付けられています。これらのリンクは、ユーザーがある 
Sun Ray DTU から別のマシンに移動するのに合わせて変わります。 

/tmp/SUNWut/session_info 
このディレクトリには、デバイスマネージャーがセッションの可搬性を扱うための内部情報
が含まれます。 

/etc/opt/SUNWut/auth.props 
認証マネージャーの設定を含む authprops ファイルの慣習的な位置です。デバイスマネー
ジャーは、グループシグニチャーファイルの位置を決定するために、gmSignatureFile キーを
検索します。 

/etc/opt/SUNWut/gmSignature 
グループシグニチャーを含む sigfile ファイルの、慣習的な位置です。 
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環境変数環境変数環境変数環境変数

次の環境変数が使用されます。 
DISPLAY 

ユーザーの環境から、デフォルトの X Window のディスプレイ番号を取得するために使用さ
れます。 

UTDEVROOT 
ユーザーの環境から、現在のセッションのデバイスを取得するために使用されます。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), syslog(3), syslogd(8), syslog.conf(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utdiskadm - Sun Ray 大容量記憶装置管理ユーティリティー。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -c device_name 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -e device_name 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -h 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -l [-a] 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -m partition_name [-p mount_path] 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -r device_name 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -s [-a] 
/opt/SUNWut/bin/utdiskadm -u mount_point 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdiskadm コマンドを使用すると、現在のログインセッションが関連付けられている Sun Ray 
DTU に接続されている大容量記憶装置で、ユーザーが管理タスクを実行できるようになります。
このコマンドは、ほかの Sun Ray DTU に接続されているデバイスや、Sun Ray サーバーに直接接
続されているデバイスには影響がありません。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

-c device_name 

デバイスのメディアの有無をチェック 
-e device_name 

取り外し可能なメディアを持つデバイスから、メディアを取り出し 
-h 

使用情報を表示 
-l 

現在のセッションのすべての記憶装置、およびマウントポイントを一覧表示 
-l -a 

システム上のすべての記憶装置を一覧表示。このオプションは、スーパーユーザーのみが使用
できます。

-m partition_name 

デフォルトのマウントポイント $DTDEVROOT/mnt にパーティション partition_name をマ
ウント 
-m partition_name  -p mount_path 

パーティション partition_name をディレクトリ mount_path にマウント  
-r device_name 

デバイス device_name のすべてのパーティションをマウント解除し、デバイスの取り外し準備
を行う 
-s 

物理デバイスが存在しない無効なマウントポイントを一覧表示 
-s -a 

システム全体の無効なマウントポイントを一覧表示。Sun Ray サーバー上のすべての無効なマ
ウントポイントが一覧表示されます。このオプションは、スーパーユーザーのみが使用できま
す。

-u mount_point 

mount_point をマウント解除  
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終了状態終了状態終了状態終了状態

次のような終了コードが返されます。

0 

操作の実行に成功した場合 
1 

エラーが検出された場合 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

$UTDEVROOT/dev/dsk 

デバイス上の各パーティションのブロックデバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

$UTDEVROOT/dev/rdsk 

デバイス上の各パーティションの raw デバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray 機器のデバイスルート
のシンボリックリンクを示しています。

DTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている一時ディレクトリです。ディレ
クトリは、ログインセッションがアクティブな間、存続します。ユーザーがログアウトすると、
ディレクトリは内容とともに削除されます。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utmountd(1M), utstoraged(1M), utdisk(7D) 
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名前名前名前名前

utdssync - Sun Ray データストアサービスポートを変換および同期します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utdssync  [ -v ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utdssync コマンドは、主データストアサーバー上の Sun Ray データストアサービスポートをデ
フォルトのポート 7012 に変換します。また、すべての副サーバーを、同じポート番号を使用す
るように同期します。 
utdssync は、データ共有グループ内のすべてのサーバーで Sun Ray Server Software 3.0 (SRSS 3) 
へのアップグレード完了後に使用することを前提にしています。 
注注注注 :   
このコマンドは、主データストアサーバー上でスーパーユーザー権限で実行する必要がありま
す。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-v  冗長モード

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utreplica(8), utrcmd(8), utinstall(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utfwadm - Sun Ray DTU ファームウェアのバージョン管理。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utfwadm  -A  { -a | -e enetAddr } [ -f firmware ] { -n intf | -N subnetwork | -V } 
[ -d ] [ -F ] [ -u ] [ -i filename ] ...  
/opt/SUNWut/sbin/utfwadm  -D  { -a | -e enetAddr} { -n interface | -N subnetwork | -V }  ... 
/opt/SUNWut/sbin/utfwadm   -P [ -V ]
/opt/SUNWut/sbin/utfwadm   -R

機能説明機能説明機能説明機能説明

utfwadm コマンドは、Sun Ray DTU のファームウェアアップグレードを管理します。DTU は、
ファームウェアのアップグレードの読み込み、およびフラッシュ PROM (Programmed Read-
Only Memory) への新しいファームウェアの書き込みに対応しています。 
DTU の電源が投入されると、ファームウェアは DHCP プロトコルを使用して IP アドレスなどの
構成情報を取得します。構成情報の一部はファームウェアバージョン識別子です。この識別子が 
DTU の既存のファームウェアに一致しない場合、その DTU は現在のファームウェアを新しい
バージョンに置き換えるアップグレードを開始します。 
ファームウェアバージョン識別子を更新するために、新しいバージョンのファームウェアをイン
ストールして、DTU の次回の電源投入時に新しいバージョンを読み込むようにする場合、
utfwadm コマンドを実行する必要があります。utfwadm では、ファームウェア識別子をネット
ワークごと、ユニットごとのどちらに対しても設定できるため、Sun Ray サブネットワーク全体
または個別の DTU を対象としてファームウェアのアップグレードを行うことができます。 
SRSS 3 update 1 リリースでは、ファームウェアを管理するために、DHCP だけを使用するので
はない新しいメカニズムが採用されています。Sun Ray をサーバーからリモートで配備するケー
スの増加とともに、サーバーから Sun Ray に DHCP パラメタを提供することが困難になりまし
た。そのため、ファームウェアサーバーにあるファームウェア構成ファイルにアクセスするため
に TFTP を使用する別のメカニズムが開発されました。このメカニズムには、utfwadm が 
/tftpboot ディレクトリにインストールする、各 Sun Ray モデル ( 例 : 「CoronaP1」) に対応する
ファームウェアファイル用の Model.parms ファイルまたは Model.<MAC>.parms ファイルの作成
が含まれます。<MAC> を含むファイルはユニットごとに固有であり、その <MAC> は -e オプ
ションを使用して定義される値です。 
.ig
.parms のファイル形式の詳細な説明については、ut_parms(8M) ページを参照してください。 
上記のことをサポートするために utfwadm が修正され、上記の構成ファイルの作成による
ファームウェアのダウンロードの制御をサポートするためにいくつかの追加オプションが定義さ
れています。これらのオプションによって、通常では不可能なファームウェアのダウンロードの
強制、DHCP の更新なしの上記ファイルのみの生成、ダウンロードしたファームウェアファイル
を保持するフレームバッファーの使用、および、選択のもとになるサーバーのリストなど、
ファームウェア関連パラメタ以外のパラメタを指定する追加ファイルのインクルードが可能で
す。 
現在のサーバーに接続されている各 Sun Ray で使用可能なファームウェアのバージョン、および
使用中のファームウェアのバージョンを判定できます。utfwload(8) コマンドを参照してくださ
い。 
   • ファームウェアファイルは /tftpboot ディレクトリにあります。ファームウェアのバージョン

を調べるには、次のように入力します。 
/opt/SUNWut/lib/lzd < /tftpboot/firmware-filename | what

   • 特定の Sun Ray DTU が使用中のファームウェアのバージョンを識別するには、次のように入
力します。 
/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -p desktopID

この場合 desktopID はフル MAC アドレスです。この ID は、Sun Ray DTU のキーボード上で 3 つ
の音声制御キーを同時に押さえることにより表示されます。 
Sun Ray サブネットワークは、utadm(8) コマンドを使用してあらかじめ設定しておく必要があり
ます。utfwadm コマンドは、スーパーユーザー権限で実行されます。 
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オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-A  アップグレードする DTU のリストにユニットを追加します。注 :-A オプションに続けて、-a 

または -e サブオプションのいずれかを指定する必要があります。 
-D アップグレードするユニットのリストから指定した DTU を削除します。このオプションによ

りファームウェアバージョン識別子の設定が解除されます。注 :-D オプションに続けて、-a 
または -e サブオプションのいずれかを指定する必要があります。 

-a  アップグレードする DTU のリストからすべてのユニットを追加または削除します。 
-e enetAddr

enetAddr に指定された Ethernet アドレスを持つユニットだけに操作を適用します。Ethernet 
アドレスの 6 バイト (16 進表記 ) をすべて指定します。 

-f firmware
DTU にダウンロードするファームウェアのパス名を指定するオプションです。firmware に
ファイルを指定した場合は、そのファイル内に記述されているバージョンを示す文字列から
ハードウェアバージョンを抽出し、ファイルを /tftpboot にコピーしてこのバージョンのハー
ドウェアのみにダウンロードされるようにします。firmware にディレクトリを指定した場合
は、このディレクトリ内の「Corona*」という名前のすべてのファイルがバージョンを示す文
字列の添付された状態で /tftpboot ディレクトリにコピーされます。-f オプションを使用しな
い場合は、デフォルトの位置が使用されます。 

-N subnetwork
指定されたサブネットワークに接続されているユニットに、指定された操作を適用します。
複数のサブネットワークを指定できます。また特殊キーワード all を指定した場合には、構成
されているすべての Sun Ray サブネットワークに対して操作を適用します。 

-N all 
すべてのサブネットワークに、指定された操作を適用します。 

-n intf
intf で指定された Ethernet インタフェースに接続されているユニットに、指定された操作を
適用します。ここでは複数のインタフェースも指定できます。また特殊キーワード all を指定
した場合には、構成されているすべての Sun Ray インタフェースに対して操作を適用します。 

-V  -A とともに使用して、.parms ファイルを生成しますが、DHCP を更新しません。 
古いファームウェアを使用している DTU にファームウェアパラメタを提供するために DHCP
が引き続き使用されている場合は、このオプションは使用しないでください。
-P とともに使用して、.parms ファイルに指定されているバージョンのリストを含めます。 

-F  現在のファームウェアで定義されているバリアより小さいバリアのファームウェアの場合
であっても、Sun Rays にファームウェアのダウンロードを強制します。 

-u  フレームバッファーによるファームウェアの読み込みを有効にします。これは主にデバッグ
の目的で使用し、ファームウェアの読み込みの進行状況が表示されます。 

-i parmfile
parmfile に含まれる値を各ファームウェアモデルの .parms ファイルの最後に含めます。
キー / 値の組み合わせは現在、「servers=<name list>」のサーバーリストの指定、および

「select=inorder」または「select=random」の選択順序の指定に制限されています。これらの
値は、このコマンドを連続して実行している間は保存されません。保存するには、-i オプ
ションを毎回指定する必要があります。

-d  -A を使用して version=_NONE_ の .parms ファイルを作成することによって、ファームウェ
アのダウンロードを明示的に無効にします。.parms ファイルを完全に削除する -D と異なり
ます。特定の Sun Ray がアップグレードされないようにするために、-e とともに使用すると
非常に便利です。ファームウェアのアップグレードを完全に無効にするが、-i オプションを
使用してサーバーリストを指定する場合にも、このコマンドを使用できます。 

-n all 
すべてのインタフェースに、指定された操作を適用します。 

-P  このオプションは、次回の電源投入時に各ドメインをアップグレードした時の、アップグ
レード後のバージョンを表示します。ここでのドメインとは、インターコネクトのサブネッ
ト、または個別の DTU のどれかを指します。サブネットの場合は、Intf 列にインタフェース
デバイスが表示されます。個別の DTU の場合は、Domain 列に Ethernet アドレスが表示さ
れ、Intf 列にインタフェース名が表示されます。-V を指定すると、.parms ファイルからの
バージョンが表示されます。 
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-R  起動ディレクトリにコピーしたファームウェアファイルを削除します。 
-z オプションは、Sun Ray Server Software 用に予約されています。使用しないでください。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /var/dhcp/dhcptab 

     ファイルまたは NIS+ テーブル

   • /tftpboot 

     ファームウェア起動ファイルのデフォルトの位置

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

dhtadm(8), dhcpconfig(8), what(1), dhcp(5), dhcp_network(5), dhcptab(5), attributes(5), 
utadm(8), utdesktop(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utfwload - セッションの概要を表示し、ファームウェアを保守します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utfwload   [ -a ]  [ -l ]  [ -L ] [ -H ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

引数なしで utfwload コマンドを実行すると、接続されている使用中の Sun Ray ごとに現在の
セッションのディスプレイ番号が表示され、さらに、ログインユーザー、IP アドレス、ファーム
ウェアのリビジョンレベルが表示されます。オプションを付けると、Sun Ray サーバーによって
提供されている現在のバージョンが実行されていない Sun Ray に、ファームウェアをダウンロー
ドさせます。 
注注注注 :   
utfwload では、SRSS 2.0 114880-04 以降のパッチまたは SRSS 3.0 からのファームウェアで読み込
まれた Sun Ray のみがアップグレードされます。このコマンドでは、以前のファームウェアの
アップグレードはできません。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  他のオプションと組み合わせると、このオプションは、表示する Sun Ray またはセッションの

選択を制御できます。-a オプションを指定しない場合、ログインしているユーザーのセッショ
ンだけが表示されます。-a オプションを付けると、すべてのセッションまたは Sun Ray が表示
されます。その表示内容には、ユーザー ID フィールドが「????」のログインしていないユー
ザーも含まれます。 

-l,-L
utfwload は、現在のサーバーにインストールされているファームウェアのバージョンが実行
されていない Sun Ray をアップグレードさせます。コマンドは、utfwadm -P を実行すること
によって得られるシステムのバージョンと -f によって表示される値を比較します。バージョン
が異なる場合、ダウンロードを行わせます。コマンドの -l では、ユーザーがログインしていな
いセッションに接続している Sun Ray にのみ読み込みを実行させ、-L では、古いバージョン
のすべての Sun Ray 上でダウンロードを実行させます。このオプションは root 権限も持つユー
ザーだけが使用できます。 

-H  通常の出力の上に見出しを出力します。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utwho(8), attributes(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utfwsync - Sun Ray DTU ファームウェアダウンロードを同期します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utfwsync  [ -d ]  [ -v ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utfwsync コマンドは、現在の Sun Ray Server Software のリリースおよびパッチレベル用のデ
フォルトのファームウェアバージョンに基づいて、Sun Ray DTU のファームウェアレベルを更新
します。そして、Sun Ray サーバーに接続されているすべての Sun Ray DTU を強制的に再起動し
ます。Sun Ray サーバーがフェイルオーバーグループのメンバーの場合は、そのフェイルオー
バーグループ内のすべての Sun Ray DTU が強制的に再起動されます。この結果、utfwadm(8) マ
ニュアルページで説明しているように、各 DTU は再起動しながら、主 Sun Ray サーバーが提供
する最新のファームウェアをダウンロードしようとします。 
このコマンドは、ソフトウェアのアップグレード後、または新規ファームウェアがパッチの一部
としてすべてのホストにインストールされた後で使用することを想定しています。 
このコマンドが実行されると、ユーザーセッションへのアクセスが中断されますが、そのセッ
ションがなくなることはなく、コマンドの実行が完了すると、そのセッションへのアクセスが再
び可能になります。 
このコマンドは、スーパーユーザー権限で実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-d  システムの再構成を禁止して、接続されているすべての DTU が現在組み込まれているバー

ジョンのファームウェアを強制的に読み込むようにします。現在組み込まれているファーム
ウェアバージョンは、現在のリリースおよびパッチレベルのデフォルトのバージョンのこと
もあれば、そうでないこともあります。 

-v  冗長モード。行われている処理に関する追加のメッセージが stdout に書き出されます。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utgstatus(8), utauthd(8), utfwadm(8), utinstall(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utgroupsig - Sun Ray サーバーのフェイルオーバーグループに対してグループシグニチャーを設
定します。 

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utgroupsig 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utgroupsig は、フェイルオーバーグループのシグニチャーを設定します。 
utgroupsig コマンドは、新しいシグニチャーの入力を 2 回求めます。グループシグニチャーファ
イルは、少なくとも 8 バイトの長さで、passwd(1) で要求される内容と同じ特性を持っている必
要があります。 
シグニチャーは、gmSignatureFile 属性を持つ auth.props ファイルで指定された場所にクリアテ
キストで保管されます。グループシグニチャーファイルは、所有者 root とモード 600 (root によ
る読み取りと書き込み ) で作成されます。 

オプションオプションオプションオプション

このコマンドのオプションはありません。 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/gmSignature 

      Sun Ray グループシグニチャーのデフォルトファイル 
   • /etc/opt/SUNWut/auth.props 

      Sun Ray 認証プロパティーファイル 
終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  不正なコマンド入力 
2  予期しないエラー。シグニチャーファイルは変更されません。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utrcmd(8), passwd(8), auth.props(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta



utgstatus(8) SUN RAY システム管理 utgstatus(8)
名前名前名前名前

utgstatus - フェイルオーバーグループの状態を表示します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utgstatus  [ -s hostname ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utgstatus コマンドを使用して、ローカルサーバーまたは指定したサーバーのフェイルオーバー
グループの状態情報を表示できます。表示されるのは、このコマンドを実行した時点の指定され
たサーバーに固有の情報です。 
utgstatus は情報を表示するだけです。このため、どのユーザーでも実行できます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-s hostname

指定された hostname の名前を持つサーバーのフェイルオーバーグループの状態情報をすべて
表示します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドにより、ローカルこのコマンドにより、ローカルこのコマンドにより、ローカルこのコマンドにより、ローカル Sun Ray サーバーのフェイルオーバーグループの状態を表サーバーのフェイルオーバーグループの状態を表サーバーのフェイルオーバーグループの状態を表サーバーのフェイルオーバーグループの状態を表
示します。示します。示します。示します。

% /opt/SUNWut/sbin/utgstatus

例例例例 2: このコマンドにより、サーバーこのコマンドにより、サーバーこのコマンドにより、サーバーこのコマンドにより、サーバー sunray3 のフェイルオーバーグループの状態を表示します。のフェイルオーバーグループの状態を表示します。のフェイルオーバーグループの状態を表示します。のフェイルオーバーグループの状態を表示します。 
% /opt/SUNWut/sbin/utgstatus -s sunray3

このコマンドからは一般的な LAN ベースの構成用に次のような情報が戻されます。 

または、次のような一般的なインターコネクトベースの構成用に次のような情報が戻されます。  

これを正確に表示するには、ウィンドウの幅を十分に広げてください。 
utgstatus 情報の説明 : 
Network/Netmask 値は、Classless Inter Domain Routing (CIDR) ネットワークアドレス形式で
す。初期値 (192.24.0.0) はネットワークアドレスそのものです。'/24' の部分はアドレスのネット
ワーク識別子のビット数を意味します。残りの 8 ビットは、特定のホストアドレス用です。 
ホスト状態フラグ

T  Trusted ( トラスト ) - トラストホストはグループシグニチャーを共有しているので、この
フェイルオーバーグループのメンバーです。 

host flags interface 
192.24.0.0/24

flags

sunray3 TN 192.24.0.136 UAM

sunray1 T- 192.24.0.93 UA-

sunray2 TN 192.24.0.95 UAM

sunray-sras TN 192.24.0.96 U-
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N  oNline ( オンライン ) - このサーバーは負荷均衡に参加するように構成されています (-n オ
プションの詳細については、utadm のマニュアルページを参照 )。 

インタフェース状態フラグ

U  Up ( 動作中 ) - インタフェースは現在このホストから到達可能です。 
A  Available ( 使用可能 ) - インタフェースは Sun Ray が接続してサービスを取得するために使

用可能です。 
M  Managing ( 管理 ) - インタフェースはローカルサブネット上の Sun Ray を管理するように

構成されています。つまり、utadm -a を実行して Sun Ray サービスのインタフェースが構
成されました。 

上に示した最初の例では、すべてのホストが同じフェイルオーバーグループに属します。
sunray1 以外のすべてのホストは、「オンライン」なので通常のセッション作成のときに作成に
参加します。sunray1 は、「オフライン」なのでこのフェイルオーバーグループで負荷均衡を実
行するときにセッション作成に参加しません。しかし、utswitch または utselect -R を使用して 
sunray1 上に明示的にセッションを作成することはできます。あるいは、他のサーバーがすべて
停止している場合は、セッションは暗黙的に sunray1 上に作成されます。すべてのホストの 
LAN インタフェースは動作中であり、sunray-sras を除くすべてのホストが Sun Ray で使用可能
です (sunray-sras は、Sun Ray サービス用のインタフェースが utadm -a で構成されておらず、ま
た、auth.props で allowLANConnections=true が設定されていません。これはフェイルオーバー
グループの専用 SRAS サーバーです )。sunray2 と sunray3 は両方とも、utadm -a を実行して 
LAN インタフェースが構成された管理 Sun Ray です。sunray2 と sunray3 は、ローカルサブネッ
ト上の Sun Ray の起動フェーズで、DHCP パラメタとアドレスを渡します。 
上に示した 2 番目の例では、すべてのホストが Trusted かつ Online です。つまり、すべてのホス
トは使用可能なインタフェースのフェイルオーバーと負荷均衡に参加します。193.25.0.0/24 は 
LAN ネットワークで、その他のネットワークは Sun Ray インターコネクトです。すべての LAN 
インタフェースが動作中で到達可能です。しかし、Sun Ray サービスで使用可能なインタフェー
スはありません。また、ローカルサブネット上の Sun Ray を管理しているインタフェースもあり
ません。インターコネクトインタフェースはすべてが動作中で使用可能であり、すべてが Sun 
Ray を管理しています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目

utadm, auth.props, utswtich, utselect

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utinstall - Sun Ray Server Software のインストール、アップグレード、削除ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/cdrom/cdrom0/utinstall [ -a admin-file ]  [ -d media-dir ]  [ -u ]  [ -j jre ]
/opt/SUNWut/sbin/utinstall [ -a admin-file ]  [ -d media-dir ]  [ -u ]  [ -j jre ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utinstall は、Sun Ray Server Software のインストール、アップグレード、削除用のコマンドで
す。Sun Ray サーバーをサポートするために必要なすべてのソフトウェアがインストールされま
す。 
utinstall コマンドは、スーパーユーザーによって実行され、すべての処理の前にユーザーに対し
てプロンプトが表示されます。デフォルト値を使用することをお勧めします。 

オプションオプションオプションオプション

-d media-dir
デフォルトの代わりに、インストール媒体ルートディレクトリとして media-dir を使用します。 

-j jre
デフォルトの代わりに、引数で指定された特定の jre を使用します。 

-u  以前にインストールされた Sun Ray Server Software を削除します。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

patchadd(8), patchrm(8), pkgadd(8), pkgrm(8), admin(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuti
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名前名前名前名前

utmhadm - Sun Ray DTU マルチヘッドグループ構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm [ groupname ]
/opt/SUNWut/sbin/utmhadm   -a groupname   -g COLSxROWS   -p primaryCID   -l 
CID1,CID2,...,CIDn
/opt/SUNWut/sbin/utmhadm  -d groupname

/opt/SUNWut/sbin/utmhadm  -e [ -f filename ]
/opt/SUNWut/sbin/utmhadm  -o [ -f filename ]
/opt/SUNWut/sbin/utmhadm  -h
/opt/SUNWut/sbin/utmhadm 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utmhadm コマンドにより、Sun Ray サーバーのマルチヘッドグループを管理できます。
utmhadm が表示する情報およびこのコマンドを用いて編集可能な情報は、SunRay 管理データ
ベースに格納されます。 
utmhadm の操作のうち情報表示のみを行うものは任意のユーザーで実行可能ですが、データの
変更を伴う操作に関してはスーパーユーザー権限で実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a groupname 

識別子 groupname を持つ新しいマルチヘッドグループを作成します。この名前は一意の、ま
だそのシステムで未使用の名前である必要があります。 

-d groupname
識別子 groupname で指定したマルチヘッドグループを削除します。 

-e  -o によって生成された書式を持つデータを、標準入力から入力データとしてシステムマルチ
ヘッドグループデータベースに登録します。 

-f filename
-e と -o オプションを使用する場合に、標準入力や標準出力の代わりに filename で指定した
ファイルを使用します。 

-g COLSxROWS
「列 x 行」の書式でマルチヘッドグループのジオメトリを指定します。この列と行の値は、許
可されている最大数を超えることはできません。また、-l で指定した DTU の数に一致してい
る必要があります。このオプションは、必ず -a オプションと組み合わせて使用する必要があ
ります。 

-h  コマンドの使用法を表示します。 
-l CID1, CID2,..., CIDn

グループ作成時に DTU の標準的な識別子を指定します。標準的な識別子は、
IEEE802.nnnnnnnnnnnn または nnnnnnnnnnnn (DTU の 12 桁の 16 進 MAC アドレス ) の形式
で、コンマで区切られている必要があります。また、識別子は、row-major の順序で指定さ
れている必要があります。DTU の最大許容数は 16 です。

-o  コンマ区切りの形式で、システムに設定されているマルチヘッドグループの全データを標準
出力にダンプします。-e オプションに続けて使用するフォーマットです。 

-p primaryCID 
-l オプションで指定した標準的な識別子のリストにある識別子を、グループの主 DTU に指定
します。主 DTU は -l オプションのリストでも指定してください。このオプションは、必ず -a 
オプションと組み合わせて使用する必要があります。 

どのオプションも付けられていない場合、utmhadm は、そのシステム上のすべてのマルチヘッ
ドグループの構成についての情報を一覧表示します。 
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使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドを使って、マルチヘッドグループに含まれるこのコマンドを使って、マルチヘッドグループに含まれるこのコマンドを使って、マルチヘッドグループに含まれるこのコマンドを使って、マルチヘッドグループに含まれる DTU をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。をすべて一覧表示します。 
% /opt/SUNWut/sbin/utmhadm tera

次に出力例を示します。 
Multihead Group    Geometry           CIDs
---------------    ------------       ------------------------
tera               geometry=2x1       IEEE802.080020b538dc (P)
                                      IEEE802.080020b56e2d

例例例例 2: このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、このコマンドにより、1 つ目の端末を主端末として、つ目の端末を主端末として、つ目の端末を主端末として、つ目の端末を主端末として、2 つの端末を持つ端末グループを作成つの端末を持つ端末グループを作成つの端末を持つ端末グループを作成つの端末を持つ端末グループを作成
します。します。します。します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utmhadm -a srgroupA -g 2x1 -p
IEEE802.080020b0562f -l IEEE802.080020b0562f,IEEE802.080020b64574

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utxconfig(1),『Sun Ray Server Software 管理者マニュアル』

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
SRSS 3 Update 1 05/04/05 75



utmhconfig(8) SUN RAY システム管理 utmhconfig(8)

SRSS 3 Update 1 05/04/05 76

名前名前名前名前

utmhconfig - Sun Ray マルチヘッド用 GUI 構成ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utmhconfig 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utmhconfig ユーティリティーにより、管理者はマルチヘッドグループを簡単に一覧表示、追加
および削除することができます。初期画面では、任意の既存のマルチヘッド化されたグループを
一覧表示し、管理者はそのリストから削除するグループを選択できます。また、このユーティリ
ティーは、新規グループの作成にも使用されます。新規グループを作成するには、管理者はグ
ループの「主端末」( キーボード、マウス、およびグループのすべてのデバイスが接続されてい
る ) となる Sun Ray DTU でこのユーティリティーを起動します。次に、「新規グループ作成」を
選択して、新規マルチヘッドグループの端末すべてを識別するためにウィザードの手順に従って
実行します。管理者は、スーパーユーザーとして、スマートカードが使用可能な状態であること
を確認した上で utmhconfig コマンドを実行します。 

オプションオプションオプションオプション

utmhconfig に対するオプションはありません。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utmhadm(8), utxconfig(1) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utmhscreen - Sun Ray マルチヘッド用 GUI 画面表示ツール。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utmhscreen [ -l ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utmhscreen ツールは、マルチヘッドグループのそれぞれのディスプレイ位置を示すウィンドウ
を表示します。ウィンドウを表示するディスプレイは、白色で強調表示され、その他のディスプ
レイは暗く表示されます。このウィンドウはディスプレイの右上隅に表示されます。 
このツールは、X サーバーの起動プロセス ( セッション作成 ) 中に自動的に起動されます。X 
サーバーがマルチヘッド環境で実行されていない場合、このツールは直ちに終了します。 

オプションオプションオプションオプション

utmhscreen では次のオプションを使用できます。 
-l  ウィンドウシステムによって utmhscreen を自動的に起動することを指定します。このオプ

ションの使用方法については、ここでは説明しません。 

リソースリソースリソースリソース

このツールは、次のリソースに加えてすべてのコア X ツールキットと Motif リソースの名称およ
びクラスを理解します。 
enableAutoLaunch (class EnableAutoLaunch)

X セッションの起動中に utmhscreen を自動的に起動するかしないかを指定します。デフォル
ト値は「true」( 起動する ) です。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: ユーザーに対してユーザーに対してユーザーに対してユーザーに対して utmhscreen を自動的に起動しないようにするには、そのユーザーの 
$HOME/.Xdefaults ファイル内の X リソースを次のように設定します。 
Utmhscreen*enableAutoLaunch:false

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utmhadm(8). utmhconfig(8), utxconfig(1) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta

インタフェースの安定性 開発中
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名前名前名前名前

utmountd - Sun Ray 大容量記憶メディアのマウンタデーモン。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utmountd -m [-D debug-level] [-p poll_interval] [-t max_threads] 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utmountd コマンドは、utstoraged(1M) によって管理される Sun Ray 大容量記憶装置に対するマ
ウントおよびマウント解除操作に使用します。Solaris で認識されるファイルシステムを含むスラ
イスまたはパーティションは、現在のセッションのマウントディレクトリである 
$DTDEVROOT/mnt 内のディレクトリにマウントされます。

utmountd エラーメッセージは、/var/opt/SUNWut/log/utmountd.log に記録されます。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

-D debug-level 

デバッグモード。このオプションについては、このマニュアルでは取り上げません。デバッグ
レベルを設定すると、stderr にデバッグメッセージが送られます。

-p poll_interval 

メディア挿入時の、取り外し可能メディアデバイスの最小ポーリング間隔 ( 秒単位 ) 
-t max_threads 

許可される同時スレッドの最大数。スレッドがアクティブなほど、システムへの負荷が大きく
なります。デーモンが過負荷状態の場合、スレッド番号が低いほど、デバイスへのマウントま
たはマウント解除処理の応答時間が遅くなります。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

$DTDEVROOT/mnt 

マウントポイントを含むディレクトリへのリンク 
環境変数環境変数環境変数環境変数

DTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている一時ディレクトリです。ディレ
クトリは、ログインセッションがアクティブな間、存続します。ユーザーがログアウトすると、
ディレクトリは内容とともに削除されます。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdiskadm(1M), utstoraged(1M), utdisk(7D), fstyp(1M)
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名前名前名前名前

utparalleld - Sun Ray プリンタサービスデーモン。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utparalleld  [  -D debug-level ]  [ -o optroot ]  [ -r ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utparalleld は、Sun Ray DTU でプリンタサポート機能を提供します。utparalleld は、すべての 
USB パラレルアダプタと USB プリンタクラスに準拠する USB プリンタへのドライバサービスを
提供します。 
utparalleld はアプリケーションに /dev/ecpp、/dev/bpp などの標準ワークステーションパラレル
ポートと同等なインタフェースを提供するために、utparallel(7D) ループバックドライバを使用
します。lp(1) デーモンのようなアプリケーションは、utparalleld が提供するデバイスノードを
使用できます。 
utparalleld はアプリケーションに /dev/parport などの標準ワークステーションパラレルポート
と同等なインタフェースを提供するために、Sun Ray utio(7D) ループバックドライバを使用しま
す。lp(1) デーモンのようなアプリケーションは、utparalleld が提供するデバイスノードを使用
できます。

パラレルアダプタまたは USB プリンタが DTU に取り付けられている場合、utparalleld は、
$UTDEVROOT/devices ディレクトリにデバイスノードを作成します。ユーザーは、デバイスリ
ンク $UTDEVROOT/dev/printers/printer-name を使用して特定のプリンタにアクセスできます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-D debug-level

デバッグモードです。使用方法については、ここでは説明しません。 
-o optroot

optroot は、デバイスノード作成のためのパラレルサービスのルートディレクトリとして使用
します。デフォルトは /tmp/SUNWut です。optroot は、utdevmgrd(8) の使用する optroot ディ
レクトリと同じである必要があります。 

-r  プリンタサービスデーモンがシステムにある場合、そのデーモンを自動的に再起動します。こ
のオプションを使用すると、プリンタサービスデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つ
は実際の処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセスです。子プロセス
が終了した場合、親プロセスは子プロセスを再起動します。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
$UTDEVROOT/dev/printers 

各 DTU のパラレルデバイス名へのリンクを含むディレクトリです。 
環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーセッションに関連付けられた Sun Ray DTU のデバイスルートへのシ
ンボリックリンクを指します。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdevmgrd(8), utseriald(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utpolicy - Sun Ray 認証マネージャーのポリシー管理コマンド。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -a  [ -g ]  [ -p ] [ -r type ]  [ -s type ]  [ -z type ]
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy    
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -h
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -g
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -k {card|pseudo|both}
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -d
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -M
/opt/SUNWut/sbin/utpolicy  -S

機能説明機能説明機能説明機能説明

utpolicy は、Sun Ray 認証マネージャーである utauthd(8) のポリシー設定を簡略化し、記述する
コマンドです。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
ポリシー設定

指定されたポリシー設定の引数は、現在のアクティブな認証割り当ての引数を完全に置き換えま
す。指定された引数だけがアクティブになります。ポリシー設定とカードリーダー割り当ての引
数は、同時に指定できます。

-a  このオプションに続けて有効なポリシー設定またはカードリーダー割り当ての引数を指定す
ると、それらの引数がシステムでアクティブな認証ポリシーに適用されます。このオプショ
ンは、単独では有効になりません。 

-d  非スマートカード可動性の GUI からの「終了」メニューオプションを無効にします。「終了」
オプションはデフォルトでは有効です。 

-g  サーバーグループ内でのセッションの選択を有効にします。ユーザーが、どのサーバーで自
分のセッションを実行するか選択できます。 

-k {card|pseudo|both} 
指定したセッションタイプに対してアクセス制御モード (CAM) を有効にします。card を選択
するとカードのセッションに対して、pseudo を選択すると端末のセッションに対して、both 
を選択するとすべてのタイプのセッションに対して CAM が有効になります。機能上、-r、-
s、-z のオプションのうち少なくとも 1 つを -k オプションと同じ引数で実行する必要がありま
す。-k オプションは、utconfig アプリケーションでアクセス制御モードを構成するまで考慮
されません。 

-M  非スマートカード可動性のセッションを有効にします。 
-m  マルチヘッドセッション機能を使用可能にし、複数の端末がシングルユーザーセッションの

ディスプレイデバイスとして動作することを許可します。 
-p  このオプションは、トークンを登録する前にユーザー名とパスワードを要求しないように自

己登録アプリケーションの動作を変更します。自己登録アプリケーションはユーザー名とパ
スワードを確認するだけです。それらは格納されません。 

-r {card|pseudo|both} 
ログイン画面へのアクセスを許可するために、管理データベースに登録されている必要のあ
るトークンタイプを指定します。ポリシーでは、トークンデータベースのエントリを調べて、
使用します。

-S smartcard_type
リストにあるタイプのカードが DTU に挿入されたときにスマートカードログイン GUI 
(utsclogin) を表示するようにスマートカードのタイプを指定します。このタイプは、Sun Ray 
ソフトウェアによって指定されるスマートカードのトークンタイプ ( トークン ID を除いた部
分 ) です。複数のスマートカードのタイプを指定するには、複数の -S オプションを指定しま
す。 
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-s {card|pseudo|both} 
管理データベースにエントリがない場合、登録画面に表示されるトークンタイプを指定しま
す。ポリシーでは、トークンの自己登録を許可します。 

-z {card|pseudo|both} 
ログイン画面へのアクセスを許可されるために管理データベース内にエントリが必要ない
トークンタイプを指定します。ポリシーでは、データベースエントリのないトークンのアク
セスを許可します。 

-h オプションを使用すると、utpolicy コマンドは使用法のメッセージを表示します。 
オプションを 1 つも指定しない場合、utpolicy コマンドはポリシーを表示します。 
次のオプションは、Sun Ray Server Software 用に予約されているため、使用できません。 
-G、-P、-Q、b、-f、-l、-u、-x、+x 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、スマートカード経由のすべてのアクセスに対し、そのアクセスが許可されこのコマンドは、スマートカード経由のすべてのアクセスに対し、そのアクセスが許可されこのコマンドは、スマートカード経由のすべてのアクセスに対し、そのアクセスが許可されこのコマンドは、スマートカード経由のすべてのアクセスに対し、そのアクセスが許可され
る前に、有効な管理データベースエントリを必要とするようポリシーを構成します。スマートる前に、有効な管理データベースエントリを必要とするようポリシーを構成します。スマートる前に、有効な管理データベースエントリを必要とするようポリシーを構成します。スマートる前に、有効な管理データベースエントリを必要とするようポリシーを構成します。スマート
カード用のデータベースエントリが作成されていない場合、登録セッションがカード用のデータベースエントリが作成されていない場合、登録セッションがカード用のデータベースエントリが作成されていない場合、登録セッションがカード用のデータベースエントリが作成されていない場合、登録セッションが DTU 上に表示さ上に表示さ上に表示さ上に表示さ
れます。スマートカードを使用しない場合、通常のログイン画面が表示されます。れます。スマートカードを使用しない場合、通常のログイン画面が表示されます。れます。スマートカードを使用しない場合、通常のログイン画面が表示されます。れます。スマートカードを使用しない場合、通常のログイン画面が表示されます。 
# /opt/SUNWut/sbin/utpolicy -a -r card -s card -z pseudo

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/policy/utpolicy 

      ポリシー設定ファイル

   • /etc/opt/SUNWut/auth.props 

      Sun Ray 認証マネージャーの設定ファイル

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), utreader(8), utrestart(8), auth.props(5), pam(3PAM) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utpreserve - Sun Ray 構成ファイル保存ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/cdrom/cdrom0/utpreserve  [ -d preserve-directory ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utpreserve コマンドは、Sun Ray サービスを停止してユーザーセッションを終了し、既存の Sun 
Ray サーバー構成情報を圧縮した tar ファイル (/var/tmp/SUNWut.upgrade/preserve_3.1.tar.gz) 
に保存します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-d preserve-directory

圧縮した tar ファイルを preserve-directory に保存します。 
関連項目関連項目関連項目関連項目

utinstall(8), utconfig(8) 
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名前名前名前名前

utpw - Sun Ray 管理パスワード変更ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utpw 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utpw コマンドは、Sun Ray 管理パスワード (「UT admin」パスワードとも言われます ) を変更し
ます。このパスワードは、管理者が管理ツールにログインして、LDAP サーバーへの特権による
接続を行う場合、入力するものです。 
utpw は、管理データベース用パスワードとローカルサーバーのパスワードファイル用パスワー
ドの両方を変更します。 
フェイルオーバーグループでは、utpw は副サーバーの管理データベースにも影響を与えますが、
その影響はローカルサーバー上のパスワードファイルに対してだけです。管理者は副サーバーに
ログインし、utpw を実行して、パスワードファイルを変更します。 

オプションオプションオプションオプション

utpw のオプションはありません。 
使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは管理パスワードを変更します。このコマンドは管理パスワードを変更します。このコマンドは管理パスワードを変更します。このコマンドは管理パスワードを変更します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utpw
Enter new UT admin password:
Re-enter new UT admin password:
Enter old UT admin password:

Changing LDAP password...
Done.
Changing password file...
Done.

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/utadmin.pw 
   • /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdesktop(8), utuser(8),『Sun Ray Server Software 管理マニュアル』

注意事項注意事項注意事項注意事項

-f オプションは廃止されました。代わりに utpw を使用してください。-f オプションを使用した
場合、プロンプトは表示されませんが、Sun Ray の管理パスワードを入力する必要があります。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utquery - Sun Ray デスクトップユニットの現在のパラメタ値を問い合わせます。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utquery [-d] IP_address
/opt/SUNWut/sbin/utquery -h 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utquery コマンドを使用すると、Sun Ray デスクトップユニット (DTU) の現在のパラメタ値を問
い合わせることができます。IP_address には、単一の DTU に問い合わせるネットワーク IP アド
レス、サブネット上のすべての DTU に問い合わせるサブネットブロードキャストアドレス、ま
たはこの Sun Ray サーバーに関連付けられたすべての DTU に問い合わせるブロードキャストア
ドレスを指定することができます。 
utquery コマンドは、DTU から認証マネージャーへの接続に失敗した場合や、マルチヘッドグ
ループが「home」フェイルオーバーグループの外部にリダイレクトされた場合の問題の診断に
役立ちます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-d  DTU が起動時に取得した DHCP パラメタを通知します。 
-h 使用法を表示します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1:IP アドレスアドレスアドレスアドレス 129.146.58.182 のののの DTU のののの DHCP 値を表示します。値を表示します。値を表示します。値を表示します。

% utquery -d 129.146.58.182

上記のコマンドの出力例を以下に示します。 
terminalID=080020d15f23
        terminalIPA=10.6.102.224
        model=CoronaP3
        Subnet=255.255.255.0
        Router=10.6.102.1
        Broadcst=10.6.102.255
        LeaseTim=86400
        DHCPServer=10.6.102.3
        INFORMServer=10.6.102.113
        AuthSrvr=10.6.102.113
        AuthPort=7009
        LogHost=10.6.102.113
        FwSrvr=10.6.102.113
        NewTVer=3.1_12,REV=2005.04.13.06.03
        parmsVersion=3.1_12,REV=2005.04.13.06.03
        parmsBarrier=310
        parmsBarrierLevel=310
        parmsServers=
        parmsSelect=default
        currentAuth=10.6.102.111
        currentFW=3.1_12,REV=2005.04.13.06.03
        currentBarrier=310
        dnsList=129.147.5.51,129.145.155.32,129.145.155.42
        dname=SFBay.Sun.COM
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上記出力には、名前に Barrier がある値がいくつもありますが、違いは識別できません。一般的
に、Barrier 値は、ファームウェアファイルとその対応するバージョンに関連付けられた値です。
したがって、currentBarrier は DTU 上で実行している現在のファームウェアのバリア値で、
parmsBarrier はファームウェアサーバに常駐するファイルのバリアレベルです。BarrierLevel 値が
ない場合、サーバー上のファームウェアは、その Barrier 値が現在実行しているファームウェア
よりも小さいと、ロードされません。たとえば、上記の出力では、currentBarrier は 310 なので、
バリアレベルが 200 の SRSS 2.0 ファームウェアをロードしようとすると失敗します。低いバリア
レベルのファームウェアを強制的にロードできるようにするために、BarrierLevel 値が使用されま
す。BarrierLevel は、常駐ファームウェアの currentBarrier 値、DHCP から提供された BarrierLevel 
値、または .parms ファイルから取得した parmsBarrierLevel のいずれかです。このリストの最後
の値は、存在する場合には、優先されます。currentBarrierLevel をサーバーのファイルのバリア
レベルと比較して、ダウンロードが許可されているかどうかを判定します。

例例例例 2: サブネットサブネットサブネットサブネット 129.146.58 上のすべての上のすべての上のすべての上のすべての DTU のののの DHCP 値を表示します。値を表示します。値を表示します。値を表示します。 
utquery -d 129.146.58.255

例例例例 3: このサーバー上のすべてのこのサーバー上のすべてのこのサーバー上のすべてのこのサーバー上のすべての DTU のののの DHCP 値を表示します。値を表示します。値を表示します。値を表示します。 
utquery -d 255.255.255.255

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

注意事項注意事項注意事項注意事項

utquery コマンドは、ファームウェアバージョン 2.0 以降を使用している DTU のみについて報告
します。 
utquery コマンドは、DHCP サーバーから DHCP パラメタを取得できた DTU のみについて報告
します。 
報告される NewTVer の値は DHCP から取得したファームウェアのバージョンを示します。この
値を参照してファームウェアのアップグレードが必要であるかどうかを判断します。currentFW 
の値は Sun Ray デバイスが使用している現在のファームウェアのバージョンを示します。 
AuthSrvr および AltAuth の値は DTU の起動時に DHCP パラメタから取得します。currentAuth 
の値は Sun Ray が現在接続している Sun Ray サーバーの IP アドレスです。 
ファームウェアバージョン 3.1 以降では、.parms ファイルから TFTP で取得されたその他の値も
表示されます (utfwadm(1m) を参照 )。parmsVersion が定義されている場合、NewTVer よりも
優先されます。 
ほとんどのルーターは broadcast-address パケットを転送しないため、ブロードキャストアドレ
スを指定した utquery コマンドはリモートサブネットでは機能しません。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utrcmd - Sun Ray 遠隔管理ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utrcmd  [ -n ]   hostname command [ args ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utrcmd プログラムは、いくつかの Sun Ray 管理コマンドを遠隔実行するための手段を提供しま
す。このプログラムは、hostname を持つ遠隔ホスト上の in.utrcmdd デーモンに通知し、指定さ
れた引数 args があればそれを使用して指定の command を実行します。 
utrcmd は、その標準入力を指定されたコマンドへ、そのコマンドの標準出力を utrcmd の標準出
力へ、そのコマンドの標準エラーを utrcmd の標準エラーにコピーします。interrupt、quit、
terminate のシグナルは指定されたコマンドに渡され、そのコマンドが終了すると、utrcmd は正
常に終了します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-n  utrcmd の入力を /dev/null にリダイレクトします。このオプションは、utrcmd と呼び出した

シェル間の相互作用を阻止します。たとえば、utrcmd を実行しようとして、離れた場所の端
末から入力をリダイレクトしないままバックグラウンドで utrcmd を呼び出した場合、遠隔コ
マンドによって読み取りが送信されていない場合でも、処理がブロックされます。-n オプ
ションによってこの動作を回避できます。 

使用法使用法使用法使用法

hostname として、正式なホスト名またはニックネームを指定できます。 
utrcmd および in.utrcmdd プログラムは、遠隔コマンドの実行を許可する前に、Sun Ray のフェ
イルオーバーグループ設定情報を使用して、一連の検査を実施します。 
utrcmd プログラムは、root またはスーパーユーザーのセットユーザー ID アクセス権で実行され
ます。utrcmd コマンドは、起動システムで次のすべての条件が満たされている場合のみ実行で
きます。 
   ユーザーの実ユーザー ID がスーパーユーザーか、ユーザーが utadmin グループのメンバー権

限を持っている。 
   • /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルがスーパーユーザーによって所有され、スーパーユー

ザー以外の誰も書き込みできない。 
   • auth.props ファイルの gmSignatureFile プロパティーに、グループシグニチャーファイルが

指定されている。 
   • グループシグニチャーファイルが存在していて、スーパーユーザーによって所有されており、

スーパーユーザー以外の誰も読み取り、書き込み、実行できない。 
   • グループシグニチャーファイルが少なくとも 8 バイトの大きさで、passwd(1) で要求される内

容と同様の特性を持っている。 
   • utrcmd/tcp サービスが使用可能である。 
in.utrcmdd プログラムが、遠隔システム上で次のすべての条件が満たされている場合にだけ接
続を受け入れます。 
   • utrcmd/tcp サービスが使用可能で、起動システム上の設定と一致する。 
   • /etc/inetd.conf で、in.utrcmdd プログラムが使用可能に設定されている。 
   • システム上に utadmin グループが設定されている。  
   • /etc/opt/SUNWut/auth.props ファイルがスーパーユーザーによって所有され、スーパーユー

ザー以外の誰も書き込みできない。 
   • auth.props の gmSignatureFile プロパティーに、グループシグニチャーファイルが指定され

ている。グループシグニチャーファイルが存在していて、スーパーユーザーによって所有さ
れており、スーパーユーザー以外の誰も読み取り、書き込み、実行できない。 

   • グループシグニチャーファイルが少なくとも 8 バイトの大きさで、passwd(1) で要求される内
容と同様の特性を持っている。 
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接続が受け入れられると、utrcmd プログラムは、グループシグニチャーファイルの内容を使用
してメッセージに署名することによって、in.utrcmdd への応答要求のハンドシェークを開始し
ます ( シグニチャーファイルの内容が明らかにされることはありません )。ハンドシェークに失
敗すると、utrcmd または in.utrcmdd のどちらかがトランザクションを拒否します。指定された
コマンドは、2 つのシステムのグループシグニチャーファイルの内容が異なる場合、実行されま
せん。 
認識されなかった場合、指定されたコマンドは in.utrcmdd によって拒否されます。指定された
コマンドは、utadmin グループで常に実行されます。 
指定できるコマンドは次のコマンドで、常に utadmin グループで実行されます。 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utreplica 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utpolicy 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utfwadm 
   •  /usr/sbin/dhtadm 
   •  /usr/sbin/pntadm 
   •  /opt/SUNWut/lib/utauthd 
   •  /etc/init.d/utsvc 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utsession 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utreader 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utrestart 

utrcmd を無効にすることの影響 
utrcmd は、遠隔システムでいくつかの Sun Ray 管理コマンドを実行するために使用します。こ
のため、utrcmd を無効にするということは、次の機能が期待する働きをしなくなることを意味
します。 
   •  管理 GUI 
   • サービスの再起動

   • Sun Ray セッションの管理

   • CLI

   •  /opt/SUNWut/sbin/utreplica - フェイルオーバーグループの設定 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utdssync - Sun Ray データストアの変換と同期 
   •  /opt/SUNWut/sbin/utfwsync - ファームウェアレベルの同期 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、遠隔このコマンドは、遠隔このコマンドは、遠隔このコマンドは、遠隔 Sun Ray サーバー上の設定済みのトークンリーダーを一覧表示しまサーバー上の設定済みのトークンリーダーを一覧表示しまサーバー上の設定済みのトークンリーダーを一覧表示しまサーバー上の設定済みのトークンリーダーを一覧表示しま
す。す。す。す。

# /opt/SUNWut/lib/utrcmd sun5 /opt/SUNWut/sbin/utreader

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   •  /etc/hosts  

インターネットホストテーブル

   •  /etc/group  

グループファイル

   •  /etc/inet/services  

インターネットサービステーブル

   •  /etc/inetd.conf  

インターネットサービスデーモン設定テーブル

   •  /etc/opt/SUNWut/auth.props  

Sun Ray 認証プロパティーファイル
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属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), inetd(8), group(5), auth.props(5), hosts(5), nsswitch(5), passwd(1), rsh(1), 
attributes(5) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

utrcmd は rsh(1) と同様の働きをしますが、システムのセキュリティを維持するための制御事項
がいくつかあります。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utreader - 端末をトークンリーダーとして構成する Sun Ray ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utreader 
/opt/SUNWut/sbin/utreader  -a  
/opt/SUNWut/sbin/utreader -c  
/opt/SUNWut/sbin/utreader  -d  
/opt/SUNWut/sbin/utreader -h 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utreader コマンドは、Sun Ray 端末をトークンカードリーダーとして構成します。 
オプションを指定せずに utreader を実行すると、トークンリーダーとして構成されている端末の
一覧が表示されます。このトークンリーダーの一覧はすべてのユーザーが参照可能ですが、構成
を変更するにはスーパーユーザー権限が必要です。 
注注注注 : トークンリーダーの構成を変更した場合、新しい構成を適用するにはサービスを再起動するトークンリーダーの構成を変更した場合、新しい構成を適用するにはサービスを再起動するトークンリーダーの構成を変更した場合、新しい構成を適用するにはサービスを再起動するトークンリーダーの構成を変更した場合、新しい構成を適用するにはサービスを再起動する
必要があります。必要があります。必要があります。必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a <terminalId>

指定された端末 ID の端末をトークンリーダーとして構成します。 
-c  すべてのトークンリーダーの構成を削除し、通常の Sun Ray 端末に戻します。 
-d <terminalID>

指定された端末 ID のトークンリーダー構成を削除し、通常の Sun Ray 端末に戻します。 
-h コマンドの使用法を表示します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、端末このコマンドは、端末このコマンドは、端末このコマンドは、端末 ID がががが AAAABBBBCCCC の端末をトークンリーダーとして構成しまの端末をトークンリーダーとして構成しまの端末をトークンリーダーとして構成しまの端末をトークンリーダーとして構成しま
す。す。す。す。 

% utreader -a AAAABBBBCCCC

例例例例 2: このコマンドは、すべてのトークンリーダーの構成を削除します。このコマンドは、すべてのトークンリーダーの構成を削除します。このコマンドは、すべてのトークンリーダーの構成を削除します。このコマンドは、すべてのトークンリーダーの構成を削除します。 
utreader -c

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utreplica - Sun Ray サーバー用 LDAP 複製ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utreplica   -p [-a | -d]secondary-server1  [ secondary-server2 ... "]"

/opt/SUNWut/sbin/utreplica   -s primary-server
/opt/SUNWut/sbin/utreplica   -l
/opt/SUNWut/sbin/utreplica   -u
/opt/SUNWut/sbin/utreplica   -z [port#]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utreplica コマンドは、主サーバーからフェイルオーバーグループの各副サーバーにデータを複
製できるように Sun Ray LDAP サーバーを構成します。このコマンドは、構成対象の Sun Ray 
サーバー上でスーパーユーザー権限で実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-l  現在のフェイルオーバー管理状態を一覧表示します。 
-p [-a|-d] secondary-server

主サーバーを設定します。secondary-server は副サーバーのホスト名です。フェイルオーバー
グループのすべての副サーバーを一覧表示します。 

-a は、現在の副サーバーリストに、指定された副サーバーを追加します。 

-d は、現在の副サーバーリストから、指定された副サーバーを削除します。 
-s primary-server

副サーバーを設定します。primary-server は主サーバーのホスト名です。 
-u  LDAP データベースを複製するために、この Sun Ray サーバーの設定を解除します。 
-z[port#]

データストアサービスに指定されたポート情報でポート番号を更新します。ポート番号の指
定なしで主サーバー上で実行された場合、このコマンドは単に、データストアサービスのデ
フォルトのポートを使って、主サーバーにある必要な構成ファイルをすべて更新します。
ポート番号の指定なしで副サーバー上で実行された場合は、主サーバーで現在設定されてい
るポート番号を使用して、副サーバーにある必要な構成ファイルをすべて再同期させます。 

使用法使用法使用法使用法

utreplica は、フェイルオーバーグループの Sun Ray サーバー上だけで使用されます。最初に Sun 
Ray 主サーバーを設定してから、Sun Ray 副サーバーを設定します。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルは、Sun Ray 主サーバー上で設定されます。 
   • /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.conf 
   • /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.ini 
   • /etc/services 
   • /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 

次のファイルは、Sun Ray 副サーバー上で設定されます。 
   • /etc/opt/SUNWut/srds/current/utdsd.conf 
   • /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 
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属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utconfig(8) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

LDAP 情報を正しく複製するには、フェイルオーバーグループ内のすべての Sun Ray サーバーが
同じグループシグニチャーを持っている必要があります。 
-p、-s、-u オプションを Sun Ray サーバーで使用すると、そのサーバー上のすべての活動中の
セッションに割り込みが行われます。 
ここでの「割り込み」では、約 30 秒間の画面のフラッシュ中に、現在のすべてのセッションが
破壊されずに残されることに注意してください。アクティブなユーザーは、セッションに戻るた
めに、スマートカードをいったん取り外して再挿入しなければならないことがあります。CDE 
のログイン画面が存在する場合、既存のセッションに戻るには、「オプション」、「ログイン画面
のリセット」を選択します。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
SRSS 3 Update 1 05/04/05 91



utresadm(8) SUN RAY システム管理 utresadm(8)
名前名前名前名前

utresadm - Sun Ray のモニター解像度の明示的な設定を管理します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utresadm  
/opt/SUNWut/sbin/utresadm -a -c CID -t token resname

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -d -c CID -t token

/opt/SUNWut/sbin/utresadm -p [-c CID ] [-t token]
/opt/SUNWut/sbin/utresadm -o 
/opt/SUNWut/sbin/utresadm -i 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utresadm コマンドによって、管理者は Sun Ray デスクトップユニットに接続したモニターの明
示的な解像度を設定、削除、および表示することができます。utresadm で設定した解像度は、
Sun Ray DTU とモニター間の DDC エクスチェンジを通して検出された解像度よりも優先されま
す。解像度は、Sun Ray DTU とアクセストークンの特定の組み合わせ、アクセストークンとは独
立した特定の Sun Ray、およびフェイルオーバーグループ内のサーバーが制御するすべての Sun 
Ray DTU に対して指定できます。指定したセッションに対して複数の構成レコードが適用可能
な場合は、最も限定的なものが適用されます。 
utresadm にオプションまたは引数を付けない場合、現在の Sun Ray DTU の現在のアクセストー
クンに対して構成されている解像度が表示されます。 
使用可能な解像度名は utresdef(8) で報告されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  解像度 resname を、指定した CID および token の優先解像度として設定します。token を 

default として指定した場合、resname は、指定した CID で、明示的な解像度が構成されてい
ないすべてのトークンの優先解像度になります。CID と token の両方を default として指定し
た場合、resname は、明示的な解像度が構成されていないすべての CID およびトークンの優先
解像度になります。このオプションはスーパーユーザーだけが使用できます。変更を有効に
するには、サービスを再起動する必要があります。 

-d  指定した CID および token に対して構成されている明示的な解像度を削除します。このオプ
ションはスーパーユーザーだけが使用できます。変更を有効にするには、サービスを再起動
する必要があります。 

-p  指定した CID および token に対して構成されている明示的な解像度を表示します。トークンを
指定しない場合、指定した CID のすべての構成レコードが表示されます。CID を指定しない
場合、指定した token のすべての構成レコードが表示されます。CID または token のいずれも
指定しない場合、すべての構成レコードが表示されます。 

-o  utresadm -i での使用に適した形式で、既知の解像度構成レコードをすべて表示します。 
-i  utresname -o から出力された形式で、解像度構成レコードのリストを ( 標準入力から ) 読み込

んで、対応する解像度を構成します。このオプションはスーパーユーザーだけが使用できま
す。 

-c  Sun Ray デスクトップユニットの標準的な ID、あるいは、この操作をすべてのデスクトップ
ユニットに適用する場合は default を指定します。 

-t  セッションのアクセストークン、あるいは、この操作をすべてのトークンに適用する場合は 
default を指定します。 

オペランドオペランドオペランドオペランド

resname 
指定した CID で使用する、指定した token に対して設定する解像度。 
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終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  目的の処理がエラーなく完了した場合。 
1  コマンド行の構文に問題があるために、コマンドが終了した場合。 
2  Sun Ray データストアにアクセスできなかった場合。 
3  標準入力に渡された解像度定義が受け付けられなかった場合。 

ファイルファイルファイルファイル

/etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 
/etc/opt/SUNWut/utadmin.pw 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utsettings(1), utset(1), utresdef(8), utconfig(8) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

utresadm では、構成した解像度タイミングが Sun Ray に接続したモニターで認識されるかどう
かは保証されません。そのため、モニターで認識されない解像度を構成する可能性もあります。
utsettings(1) を使用すると、現在の Sun Ray ユニットの現在のアクセストークンに対して、明示
的な解像度をより安全に対話形式で設定できます。 
utresadm を使用するには、その前に utconfig(8) を実行して Sun Ray データストアを起動してお
く必要があります。 
LDAP データベースを通じて何らかの操作を行うとそうであるように、主サーバー上で更新が適
用される時間と副サーバーにそれが反映される時間の間には少し差があります。ただし、その長
さは通常秒単位です。 
また、Sun Ray セッションは多数のログインに渡って存続しますが、そのセッションが特定の 
DTU に接続されると、モニタータイミングはそのセッションの持続時間とともに存続し、セッ
ションが DTU に接続されたままでセッション内から明示的にタイミングを修正しない限り、モ
ニタータイミングを変更できません。セッションが DTU に関連付けられた以後に utresadm -a 
または utresadm -d などの外部操作を実行しても、すでにある関連付けには影響しません。ただ
し、utrestart -c は、すべての既存のセッションを破棄するので、それまでに存在したすべての関
連付けは使用できなくなります。DTU が再起動後に再接続して新規セッションが許可されると、
新規セッションが作成されるとき、新たに構成されたタイミングがそのセッションに適用されま
す。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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utresdef(8) SUN RAY システム管理 utresdef(8)
名前名前名前名前

utresdef - Sun Ray のモニター解像度定義を管理します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utresdef  
/opt/SUNWut/sbin/utresdef resname

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -a [-c comment] dimensions resname

/opt/SUNWut/sbin/utresdef -d resname
/opt/SUNWut/sbin/utresdef -o 
/opt/SUNWut/sbin/utresdef -i 
/opt/SUNWut/sbin/utresdef -h 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utresdef コマンドによって、管理者は Sun Ray DTU に接続したモニターの解像度定義を作成、
削除および表示することができます。 
解像度は、utresadm(8) によって特定の Sun Ray ユニットに関連付けます。ユーザーは、
utsettings(1) または utset(1) を使用して、各自のアクセストークンの解像度を構成することがで
きます。 
引数なしでコマンド名だけ入力された場合、utresdef(8) は使用可能な解像度名とその定義だけ報
告します。オプションなしで resname が指定された場合は、その定義が報告されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  解像度 resname を定義します。このオプションはスーパーユーザーだけが使用できます。 
-d  resname という名前の解像度定義を削除します。このオプションはスーパーユーザーだけが使

用できます。 
-o  utresdef -i での使用に適した形式で、既知の解像度定義をすべて表示します。 
-i  utresdef -o から出力された形式で、resname、comment、dimension および解像度定義のリスト

を標準入力から読み込んで、対応する解像度を構成します。このオプションはスーパーユー
ザーだけが使用できます。 

-c  定義する解像度の種類と目的を説明する comment です。 
-h  このコマンドの使用法を表示します。 

オペランドオペランドオペランドオペランド

dimensions 
この解像度定義を Sun Ray デスクトップユニットに適用した後の画面表示の大きさを 
widthxheight の形式で指定します。通常、resname には画面表示サイズを示唆する情報が含ま
れていますが、必ずしもそうとは限りません。resname は例外的な形式の名前である場合があ
り ( たとえばモニターの特定モデルを表す名前など )、その場合はサイズを推定できません。
そのため、表示サイズを明示的に指定する必要があります。 

resname 
定義、削除、または表示する解像度の名前です。一般に resname  は、widthxheight@rate ( たと
えば 640x480@60) の形式で指定されますが、必ずそうとは限りません。 

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  目的の処理がエラーなく完了した場合。 
1  コマンド行の構文に問題があるために、コマンドが終了した場合。 
2  Sun Ray データストアにアクセスできなかった場合。 
3  標準入力に渡された解像度定義が受け付けられなかった場合。 

ファイルファイルファイルファイル

/etc/opt/SUNWut/utadmin.conf
/etc/opt/SUNWut/utadmin.pw
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utresdef(8) SUN RAY システム管理 utresdef(8)
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utsettings(1), utset(1), utresadm(8), utconfig(8) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

utresdef を使用するには、その前に utconfig(8) を実行して Sun Ray データストアを起動してお
く必要があります。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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utrestart(8) SUN RAY システム管理 utrestart(8)
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名前名前名前名前

utrestart - サービスをリセットおよび再起動する Sun Ray ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utrestart  
/opt/SUNWut/sbin/utrestart -c  
/opt/SUNWut/sbin/utrestart -h  

機能説明機能説明機能説明機能説明

utrestart コマンドは、Sun Ray サービスをリセットおよび再起動します。このコマンドは 2.0 で
廃止された utpolicy -i オプションに代わるものです。 
utrestart を実行するにはスーパーユーザー権限が必要です。 
オプションなしで utrestart コマンドを実行すると再起動 (「ウォームリスタート」) します。この
場合、既存のセッションは保持したまま Sun Ray サービスが再起動します。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-c  Sun Ray サービスを再起動します。セッションは失われます。 
-h  このコマンドの使用法を表示します。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: これによりサービスはリセットされます。これによりサービスはリセットされます。これによりサービスはリセットされます。これによりサービスはリセットされます。 
# /opt/SUNWut/sbin/utrestart

例例例例 2: これによりサービスが再起動されます。これによりサービスが再起動されます。これによりサービスが再起動されます。これによりサービスが再起動されます。 
# /opt/SUNWut/sbin/utrestart -c

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta



utseriald(8) SUN RAY システム管理 utseriald(8)
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名前名前名前名前

utseriald - Sun Ray DTU シリアルサービスデーモン。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utseriald  [ -D debug-level ]  [ -o optroot ]  [ -r ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utseriald は、USB シリアルアダプタへのドライバサービスを通して、Sun Ray DTU のシリアル
サポート機能を提供します。また、一部の Sun Ray モデル上の USB でない組み込み型シリアル
サポートのサポートも提供します。サポートしているアダプタの一覧は、以下の Web サイトを
参照してください。 
http://www.sun.com/sunray/ 

アプリケーションがデバイスノードを開く場合、ldterm(7M) および ttcompat(7M) モジュールが 
STREAM ヘッドの下にプッシュされます。 
USB シリアルアダプタが DTU に取り付けられている場合、utseriald は 
$UTDEVROOT/devices ディレクトリにデバイスノードを作成します。固定の組み込み型シリア
ルポートを装備する Sun Ray モデルでは、対応するデバイスノードもこのディレクトリに作成さ
れています。

ユーザーは、デバイスリンク $UTDEVROOT/dev/term/terminal-name を使用して Sun Ray DTU 
のシリアルポートにアクセスできます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-D debug-level

デバッグモードです。使用方法については、ここでは説明しません。 
-o optroot

optroot は、デバイスノード作成のためのシリアルサービスのルートディレクトリとして使用
します。デフォルトは /tmp/SUNWut です。optroot は、utdevmgrd(8) の使用する optroot ディ
レクトリと同じである必要があります。 

-r  シリアルサービスデーモンがシステムにある場合、そのデーモンを自動的に再起動します。こ
のオプションを使用すると、シリアルサービスデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つ
は実際の処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセスです。子プロセス
が終了した場合、親プロセスは子プロセスを再起動します。 

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
$UTDEVROOT/dev/term 

各 DTU のシリアルデバイス名へのリンクを含むディレクトリです。 
環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーセッションに関連付けられた Sun Ray DTU のデバイスルートへの
シンボリックリンクを指します。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdevmgrd(8), utparalleld(8)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto



utsession(8) SUN RAY システム管理 utsession(8)
名前名前名前名前

utsession - ローカル Sun Ray サーバー上の Sun Ray セッションを表示および管理します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utsession  -p  [ -x ]  [ -d disp# ]  [ -u unix ]  [ -t token ]  [ -n name ]
/opt/SUNWut/sbin/utsession  { -k | -s }  [ -a ]  [ -x ]  {  [ -d disp# ]  [ -u unix ] [ -t token ]  [ -n name ]  }
/opt/SUNWut/sbin/utsession  -r  [ -a ]  [ -x ] [ -d disp# ]  [ -u unix ]  [ -t token ]  [ -n name ]
/opt/SUNWut/sbin/utsession  -h
/opt/SUNWut/sbin/utsession  -l

機能説明機能説明機能説明機能説明

最初の形式 (-p) は、現在のサーバー上で指定されたユーザーまたはトークンに対して Sun Ray 
セッションを表示するのに使用します。-u、-t、-n、-d オプションを指定しない場合、utsession 
は現在のサーバー上のすべての Sun Ray セッションを表示します。 
Sun Ray セッションの一覧表示では、utsession は各セッションの以下の状態も表示します。 
D  Disconnected — セッションは現在どの Sun Ray にも接続されていません。このフラグがない

場合、セッションは接続されていると考えられます。 
I  Idling — ユーザーのログインを待っている dtlogin のセッションです ( 例 : dtgreet)。このフラ

グがない場合、ユーザーはすでに dtlogin セッションにログインしています。 
2 番目の形式 (-k | -s) は、現在のサーバー上の Sun Ray セッションを終了するのに使用します。-
d、-u、-t、または -n オプションの少なくとも 1 つを指定してください。-a オプションを指定し
ない場合、指定した基準に適合する複数のセッションがエラーを返します。 
セッションを中断する場合、utsession は dterror.ds(1) を使用して、セッションが管理者によっ
て中断されることを示すメッセージをユーザーの画面に表示します。 
3 番目の形式 (-r) は、現在のサーバー上の Sun Ray セッションを再開するのに使用します。-d、-
u、-t、または -n オプションのいずれも指定しない場合、utsession は現在のサーバー上で中断さ
れているすべての Sun Ray セッションを再開します。-a オプションを指定しない場合、指定した
基準に適合する複数のセッションがエラーを返します。 
4 番目の形式 (-h) は、このコマンドの使用法を表示します。 
注注注注 : このコマンドはこのコマンドはこのコマンドはこのコマンドは root で実行する必要があります。で実行する必要があります。で実行する必要があります。で実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションをサポートしています。 
-a  複数のセッションが検索基準に適合する場合、すべての適合するセッションにこの操作を適

用します。-a が指定されないと、複数の適合するセッションがエラーを返します。 
-d disp#

検索する画面番号 X を指定します。 
-h  このコマンドの使用法を表示します。 
-k 検索基準に適合するセッションを終了します。-d、-u、-t、または -n オプションの少なくとも 

1 つを指定する必要があります。 
-l  詳細なセキュリティーのステータスを表示します。通常セッションによって現在使用されてい

るターミナル CID のリストです。terminalCID キーの下に表示されます。マルチスレッド
セッションでは、primaryCID キーの下に主ターミナル CID も表示されます。 

-n name
検索する登録された Sun Ray のユーザー名を指定します。ユーザー名に適合するユーザーに
属するセッションが一覧表示されます。大文字、小文字の区別がありますので、正確に名前
を合わせてください。 

-p  指定したユーザーまたはトークンに属するセッションを印刷します。適合基準を指定した場
合、中断されているセッションも対象になります。 

-r  検索基準に適合するセッションをアクティブにします。-d、-u、-t、または -n オプションのい
ずれも指定しない場合、utsession は指定されたすべての Sun Ray セッションを再開します。
このオプションは、3.0 リリースで廃止される予定です。 

-s  検索基準に適合するセッションを中断します。-d、-u、-t、または -n オプションの少なくとも 
1 つを指定する必要があります。このオプションは、3.0 リリースで廃止される予定です。 
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utsession(8) SUN RAY システム管理 utsession(8)
-t token
検索する Sun Ray トークンを指定します。トークンは次のいずれかの形式です。 
   • 非登録ユーザーの Raw 形式のトークン (MicroPayflex.####)
   • 端末ユーザーの擬似形式のトークン (pseudo.macaddr)
   • 登録ユーザーの論理形式のトークン (user.#####)
   • NSC モバイルユーザーのモバイル形式のトークン (mobile.username)

-u unix
検索する UNIX のログイン名を指定します。 

-x  特別な処理用に予約されています。これは utrcmd(8) で起動され、管理ツールインタフェース
のリモート操作をサポートします。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドで、現在のサーバーのすべてのセッションを表示します。このコマンドで、現在のサーバーのすべてのセッションを表示します。このコマンドで、現在のサーバーのすべてのセッションを表示します。このコマンドで、現在のサーバーのすべてのセッションを表示します。 
# utsession -p

例例例例 2: このコマンドで、このコマンドで、このコマンドで、このコマンドで、UNIX ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー「jdoe」に対するセッションを検索します。」に対するセッションを検索します。」に対するセッションを検索します。」に対するセッションを検索します。 
# utsession -p -u jdoe

例例例例 3: このコマンドで、登録されたこのコマンドで、登録されたこのコマンドで、登録されたこのコマンドで、登録された Sun Ray のユーザー「のユーザー「のユーザー「のユーザー「john doe」のセッションを終了します。」のセッションを終了します。」のセッションを終了します。」のセッションを終了します。 
# utsession -k -n "john doe"

例例例例 4: このコマンドで、画面 10 にある擬似トークン MicroPayflex.000105d665000100 に属するセッ
ションを中断します。 
# utsession -s -d 10 -t MicroPayflex.000105d665000100

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  コマンドは正常終了しました。 
1  エントリが見つかりません。 
-1  エラーが発生しています。 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utuser(8), auth.props(5), utdesktop(8) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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utsessiond(8) SUN RAY システム管理 utsessiond(8)
名前名前名前名前

utsessiond - Sun Ray セッションマネージャーデーモン。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utsessiond  [ -a authlist ]  [ -c authfile ]  [ -d ]  [ -h hostname ]  [ -p port ]  
[ -P nport ]  [ -r ]  [ -t ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

 utsessiond デーモンは、Sun Ray セッションのサービスに、信頼性の高い相互認識ポイントを提
供します。Sun Ray 認証マネージャーから各サービスにセッション接続および切断のメッセージ
を転送し、サービスのクリップリストの分散同期化をサポートする機能を提供します。 
-a オプションまたは -c オプションのどちらかを指定すると、セッションマネージャーデーモンは
コールバックモードのみで動作します。このモードでは、セッションマネージャーは、authlist 
または authfile で明示的に指定され、コールバックを要求した認証マネージャーからのみ、セッ
ションの接続と切断のコマンドを受け付けます。コールバック機能を使用すると、セッションマ
ネージャーと認証マネージャーの間の相互認識が可能となります。 
utsessiond から発行されたエラーメッセージは LOG_DAEMON の機能値を使用して syslog(3) 
によって記録されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a authlist

authlist で指定したホストとポートの組を、許可される認証マネージャーのリストに追加しま
す。authlist の書式は、コンマで区切った hostname:port の組のリストです。 

-c authfile
ASCII ファイルである authfile で指定したホストとポートの組を、許可される認証マネー
ジャーのリストに追加します。このファイルには、認証マネージャーの仕様を 1 行に 1 つずつ
指定します。仕様は、hostname と port 番号の順で、空白で区切って指定します。空白行、お
よび最初の印刷可能文字が「#」である行は無視されます。 

-d  デバッグ出力を可能にします。  
-h hostname

セッションマネージャーが生成するセッション ID のうち、ホスト名の部分を hostname で指定
した値に設定します。デフォルトでは、この値はマシンのノード名に設定されます。このオ
プションを使うと、クラスタソリューションの一部として複数の IP アドレスをサポートする
サーバーを処理できます。 

-p port
セッションマネージャーの待機ポートを port で指定されたポートに設定します。セッション
マネージャーのデフォルトのポートは 7007 です。セッションサービスと認証マネージャー
は、このポートを使用してセッションマネージャーに接続します。 

-P nport
このオプションは、すでに使用中止されています。過去のリソースとの互換性のためだけに
残してあります。 

-r  セッションマネージャーデーモンが終了した場合に、自動的に再起動します。このオプション
を指定すると、セッションマネージャーデーモンは 2 つのプロセスを作成します。1 つは実際
の処理すべてを行う子プロセス、もう 1 つは監視を行う親プロセスです。子プロセスが終了
した場合、親プロセスは子プロセスを再生成します。 

-t  テストモード。使用方法については、ここでは説明しません。 
ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/auth.permit 

      システムの使用する authfile ファイルの、慣習的な位置です。 
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属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utauthd(8), syslog(3), syslogd(8), syslog.conf(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utslaunch - Sun Ray DTU の起動アプリケーション。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utslaunch 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utslaunch アプリケーションは、「ホットキー」のキーの組み合わせを使用して、いろいろな Sun 
Ray アプリケーションを起動するために使用します。このキーの組み合わせが押されるとアプリ
ケーションは使用可能になります。 
utslaunch アプリケーションは、ホットキー機能を提供して、システムリソースの消費を抑制し
ます。 
ホットキーのキーの組み合わせは、utslaunch.properties ファイルで定義されます。 

オプションオプションオプションオプション

utslaunch のオプションはありません。 
使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: この例では、この例では、この例では、この例では、utslaunch デーモンをバックグラウンドで起動します。 
# utslaunch &

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルはホットキーの設定で使用されます。 
   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_defaults.properties 

      サイト全体のデフォルト

   • ~/.utslaunch.properties 

      ユーザーのデフォルト

   • /etc/opt/SUNWut/utslaunch_mandatory.properties 

      サイト全体の必須デフォルト

次のファイルを使用します。 
/usr/dt/config/Xsession.d/0100.SUNWut 

環境変数環境変数環境変数環境変数

utslaunch は、ユーザーの X ディスプレイ番号を取得するために DISPLAY 環境変数を使用しま
す。 
また、ユーザーのホットキーの設定を使用できるように、ユーザーのホームディレクトリを取得
するために HOME 環境変数も使用します。 

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラー

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utslaunch.properties(5), utsettings(1), utdetach(1)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto



utstoraged(8) 保守用コマンド utstoraged(8)
名前名前名前名前

utstoraged - Sun Ray 大容量記憶サービスデーモン。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/lib/utstoraged [ -D debug-level] [-o optroot] [-r] 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utstoraged は、Sun Ray DTU の大容量記憶サポートを提供します。utstoraged は、Bulk Only 
Mass Storage Specification 1.0 に準拠している USB 大容量記憶装置向けのドライバサービスを提
供します。

utstoraged は、utdisk(1M) ループバックドライバを使用して、Solaris アプリケーションへの 
dkio(7I) インタフェースを提供します。アプリケーションは、$UTDEVROOT/dev/dsk ディレク
トリ内に作成されたブロックデバイスリンク、および $UTDEVROOT/dev/rdsk ディレクトリ内
に作成された raw デバイスリンクを介して、記憶装置にアクセスできます。utstoraged は、マウ
ンタデーモンである utmountd(1M) とやり取りし、Solaris で認識可能なファイルシステムを含む
デバイスをマウントします。

ユーザーは、自身がセッションを実行している Sun Ray DTU に接続されている記憶装置に、
セッションがアクティブな間だけアクセスできます。ログアウト、ホットデスク処理、サーバー
の切り換え、その他の理由によって、Sun Ray DTU からセッションが切断されると、記憶装置の
所有権は失われ、転送待機中のすべてのデータも破棄されます。これにより、メディアのファイ
ルシステムが破損し、データが失われる場合があります。

注注注注 :   
セッションを切断する前に、utdiskadm(1M) コマンドを実行し、デバイスの切断準備を
行なってください。

エラーメッセージは、/var/opt/SUNWut/log/utstoraged.log に記録されます。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

-D debug-level 

デバッグモード。このオプションについては、このマニュアルでは取り上げません。デバッグ
レベルを設定すると、stderr にデバッグメッセージが送られます。

-o optroot 

optroot は、デバイスノードの作成時、パラレルサービスのルートディレクトリとして使用し
ます。optroot は、utdevmgrd(1M) によって使用される optroot ディレクトリと同じでなけれ
ばなりません。

-r   

記憶装置のサービスデーモンがある場合、このデーモンを自動的にリスタートします。このオ
プションを使用すると、記憶装置のサービスデーモンによって、実際の全作業を実行する子
と、子を監視する親の 2 つのプロセスが作成されます。それ以前に子が存在する場合は、親プ
ロセスによってリスタートされます。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

$UTDEVROOT/dev/dsk 

デバイス上の各スライスまたはパーティションのブロックデバイス名へのリンクを含むディ
レクトリ。

$UTDEVROOT/dev/rdsk 

デバイス上の各スライスまたはパーティションの raw デバイス名へのリンクを含むディレク
トリ。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray DTU のデバイスルー
トのシンボリックリンクを示しています。
SRSS 3.1.1 103



utstoraged(8) 保守用コマンド utstoraged(8)
属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdiskadm(1M), utmountd(1M), utdevmgrd(1M), utdisk(7D) 
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名前名前名前名前

utumount - Sun Ray 大容量記憶装置のマウント解除ユーティリティー。

形式形式形式形式

/opt/SUNWut/bin/utumount -u mount_path 

機能説明機能説明機能説明機能説明

utumount コマンドの機能は、utdiskadm -u と同じです。関連デバイスがユーザーに属する Sun 
Ray 記憶装置である場合に、mount_path 上のファイルシステムをマウント解除します。

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。

-u mount_path 

mount_path をマウント解除 
終了状態終了状態終了状態終了状態

次のような終了コードが返されます。

0  成功。

1  失敗。

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルが使用されます。

$UTDEVROOT/dev/dsk 
デバイス上の各パーティションのブロックデバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

$UTDEVROOT/dev/rdsk 
デバイス上の各パーティションの raw デバイス名へのリンクを含むディレクトリ。

環境変数環境変数環境変数環境変数

UTDEVROOT は、ユーザーのセッションに関連付けられている Sun Ray DTU のデバイスルー
トのシンボリックリンクを示しています。

属性属性属性属性

次の属性の説明については、attributes(5) を参照してください。

tab(!) box;
cw(2.750000i)| cw(2.750000i)
lw(2.750000i)| lw(2.750000i).
Attribute Type!Attribute Value
Availability!SUNWutsto

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdiskadm(1M), uteject(1M), utmount(1M), utmountd(1M), utstoraged(1M), utdisk(7D) 
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名前名前名前名前

/opt/SUNWut/sbin/utusbadm - USB デバイスサービスを有効または無効にします。 
形式形式形式形式

機能説明機能説明機能説明機能説明

注 : utsubadm コマンドは廃止されました。USB サービスを有効または無効にするには、
/opt/SUNWut/sbin/utusbadm コマンドを使います。

utusbadm コマンドは、Sun Ray デバイスのすべての USB ポートに対するアクセスを有効または
無効にするために使用します。このコマンドは、キーボード、マウスなどの HID デバイスには
影響しませんが、USB ポートに接続されているその他のすべてのデバイスに影響します。USB 
ポートは、アクセスできるようにサイトで構成されていない場合はアクセスできません。 
これはサイト全体のプロパティーです。設定すると、フェイルオーバーグループに接続されてい
るすべてのユニットに影響します。 
この構成の変更を有効にするには、システムの完全再起動が必要です。適切な変更を行った場
合、サービスを再起動するように管理者は促されます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-h  現在の使用状態を表示します。 
-e  すべての USB デバイスサービスを有効にします。 
-d  すべての USB デバイスサービスを無効にします。 

環境変数環境変数環境変数環境変数

なし

終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了

1  エラーの場合

ファイルファイルファイルファイル

なし

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utrestart(8), utdevadm(8)

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto

インタフェースの安定性 公開開発中



utusbdevs(8) 保守コマンド utusbdevs(8)
名前名前名前名前

utusbdevs - Sun Ray に接続している USB デバイスを表示するシンプルなユーティリティー。  
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utusbdevs

/opt/SUNWut/sbin/utusbdevs -V -W -d -u -s 
-t <terminal ID> -c <USB class> -f <filter>

/opt/SUNWut/sbin/utusbdevs -h

機能説明機能説明機能説明機能説明

utusbdevs コマンドは Sun Ray DTU に接続しているすべての USB デバイスを表示するシンプル
なユーティリティーです。 
オプションおよび引数を指定しない utusbdevs コマンドは、サーバーまたはサーバーグループに
接続しているすべての Sun Ray DTU 上のクラスの USB デバイスをすべて表示します 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションをサポートしています。 
-V - 冗長モード冗長モード冗長モード冗長モード 

多くのデバッグ情報を表示します。 
-W - 待機待機待機待機  

無限ループに入り、デバイスマネージャーのイベントを待機します。 
-d - デバイス表示のみデバイス表示のみデバイス表示のみデバイス表示のみ 

-u - ユニット表示のみユニット表示のみユニット表示のみユニット表示のみ 

-s - 現在の現在の現在の現在の Sun Ray の監視の監視の監視の監視 
現在の Sun Ray DTU のすべてのクラスの USB デバイスをすべて表示します。

-t <terminal ID> 
指定された端末 ID を持つ Sun Ray のすべてのクラスの USB デバイスをすべて表示しま
す。 

-c <class>  
サーバーまたはサーバーグループに接続しているすべての Sun Ray DTU 上のクラスの
USB デバイスまたはクラスのサブクラスをすべて表示します 

-f <filter> 
サーバーまたはサーバーグループに接続しているすべての Sun Ray DTU 上のクラスの
USB デバイスをすべて表示します指定したフィルタ値のみ表示します。このフィルタは、
USB デバイスまたはユニットごとに、どのフィールドが出力に表示されるかを判定しま
す。 

フィルタ (-f) 指定キー : 
t: 端末端末端末端末 ID 
a:USB バスアドレスバスアドレスバスアドレスバスアドレス 
u: ユニットユニットユニットユニット ID 
i: 端末端末端末端末 IP 
n: ユニット数ユニット数ユニット数ユニット数 
c:USB クラスコードクラスコードクラスコードクラスコード 
p:USB 製品コード製品コード製品コード製品コード 
U: デバイス所有者のデバイス所有者のデバイス所有者のデバイス所有者の UID 
l: デバイスのリース時間デバイスのリース時間デバイスのリース時間デバイスのリース時間 
M: デバイス製造元名デバイス製造元名デバイス製造元名デバイス製造元名 
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m: デバイスモデル名デバイスモデル名デバイスモデル名デバイスモデル名 
デフォルトのフィルタ指定キー : tauincpUlmMs 

-h - help 
使用法を表示します。 

使用例使用例使用例使用例

例 1:  
# /opt/SUNWut/sbin/utusbdevs
接続する Sun Ray 上のすべてのクラスの USB デバイスをすべて表示します。
USB デバイスをすべて表示します。

例 2: 

# /opt/SUNWut/sbin/utusbdevs  -t IEEE802.080020010203
指定した端末 ID を持つ Sun Ray のすべてのクラスの USB デバイスをすべて表示します。

例 3: 

# /opt/SUNWut/sbin/utusbdevs -c 9.0
サーバーまたはサーバーグループに接続しているすべての Sun Ray 上のクラス 9.0 の
USB デバイスまたはクラス 9.0 のサブクラスをすべて表示します

例 4:

# /opt/SUNWut/sbin/utusbdevs -t IEEE802.080020010203 -c 9.0
指定した端末 ID を持つ Sun Ray 上のクラス 9.0 の USB デバイスまたはクラス 9.0 のサブ
クラスをすべて表示します

例 5:

# /opt/SUNWut/sbin/utusbdevs  -f tuc
接続する Sun Ray 上のすべてのクラスの USB デバイスをすべて表示します。
USB デバイスをすべて表示します。端末 ID、ユニット ID、および USB クラスコードの
みを表示します。

環境変数環境変数環境変数環境変数

なし 
終了状態終了状態終了状態終了状態

次の終了値が返されます。 
0  正常終了 
1  エラーの場合 

ファイルファイルファイルファイル

なし 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto

インタフェースの安定性 公開開発中
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utuser(8) SUN RAY システム管理 utuser(8)
名前名前名前名前

utuser - Sun Ray ユーザー管理ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utuser   -a "tokenID,server-name,server-port,name,other-info"  [ -r tokenreader ]
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -a   -f filename  [ -r token-reader ]
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -a   -i current-tokenID new-tokenID  [ -r token-reader ]
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -d tokenID
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -d   -f filename

/opt/SUNWut/sbin/utuser   -d   -i current-tokenID
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -e "tokenID,server-name,server-port,name,other-info"
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -e   -f filename
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -e   -i current-tokenID  [enabledisable]
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -h
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -l
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -l   -c
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -l   -i substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser   -l    -n substring
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -L
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -L   -c
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -L   -i substring
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -L    -n substring

/opt/SUNWut/sbin/utuser   -L   -g
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -o
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -p tokenID
/opt/SUNWut/sbin/utuser   -r token-reader

機能説明機能説明機能説明機能説明

utuser コマンドは、管理者が、このコマンドが実行されている Sun Ray サーバー上に登録されて
いるユーザーを管理できるようにします。utuser が提供する情報は、Sun Ray 管理データベース
と Sun Ray 認証マネージャーからのものです。 
utuser の操作のうち情報表示のみを行う操作は、任意のユーザーが実行できます。データの変更
または削除が伴う操作については、スーパーユーザー権限で実行する必要があります。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a  指定された tokenID、servername、serverport、name、otherinformation プロパティーを持つユー

ザーを追加します。 
この 5 つの値はコンマで区切り、引用符で囲みます。other-information プロパティーはオプショ
ンです。 
-a -f 

指定されたファイル名の入力を利用して、バッチ処理で複数のユーザーを追加します。入力
ファイルの各行の形式は tokenID, server-name, serverport, name, other-info です。

-a -i 
トークン current-tokenID を現在持っているユーザーに、指定された new-tokenID を追加しま
す。 

-d  指定されたトークン ID (tokenID) を持つユーザーを削除します。このコマンドは、ユーザーと
そのすべてのトークンを削除します ( ユーザーを削除しないでトークンのみを削除するには、
-di オプションを使用します )。 
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-d -f 
指定されたファイル名の入力を利用して、バッチ処理で複数のユーザーを削除します。入力
ファイルの各行の形式は tokenID です。しかし、最初のコンマの後の引数がすべて無視されま
すが、このオプションの入力として、-o オプションの出力を使用できます。このコマンドは、
関連のユーザーとそのユーザーのトークンのすべてを削除します ( ユーザーを削除しないで
トークンのみを削除するには、-di オプションを使用します )。 

-d -i 
トークン current-tokenID の所有権を現在持っているユーザーからこのトークンを削除します。
削除対象のトークンは、そのユーザーの唯一のトークンであってはいけません。このコマン
ドは、ユーザーまたはそのユーザーの他のトークンは削除しません ( ユーザーおよびそのすべ
てのトークンを削除するには、-d オプションを使用します )。 

-e  指定された tokenID を持つユーザーのプロパティーを編集して、 server-name、server-port、
name、other-information プロパティーを指定された値に変更します。5 つの値はコンマで区切
り、引用符で囲む必要があります。その他の情報のプロパティーはオプションです。 

-e -f 
指定されたファイル名の入力を利用して、バッチ処理で複数のユーザーを編集します。入力
ファイルの各行の形式は tokenID, server-name, server-port, name, other-info です。 

-e -i 
指定された current-tokenID の有効と無効を切り替えます。  

-h  使用法 ( 本メッセージ ) の情報を表示します。 
-l  管理データベースに登録されている全ユーザーを一覧表示します。 
-l -c 

管理データベースに登録されていて、現在ログインしている全ユーザーを一覧表示します。

-l -i 
管理データベースに登録されていて、指定された substring を含むトークン ID を持つ全ユー
ザーを一覧表示します。 

-l -n 
管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む名前を持つ全ユーザーを一
覧表示します。 

-L  管理データベースに登録されている全ユーザーを一覧表示します ( 長形式 )。 
-L -c 

管理データベースに登録されていて、現在ログインしている全ユーザーを長形式で一覧表示
します。 

-L -i 
管理データベースに登録されていて、指定された substring を含むトークン ID を持つ全ユー
ザーを長形式で一覧表示します。 

-L -n 
管理データベースに登録されていて、指定された substring を含む名前を持つ全ユーザーを長
形式で一覧表示します。 

-L -g 
管理データベースに登録されていて現在ログインしている全ユーザーとそれらユーザーがロ
グインしているサーバーを一覧表示します。

-o  ユーザーのリストをコンマ区切りの形式でダンプ表示します。このオプションによる各行の
出力形式は、tokenID, server-name, server-port, name, other-info です。 

-p  指定された tokenID を持つユーザーに対するユーザーのプロパティーを表示します。 
-r  このオプションが単独で指定されている場合は、指定されたトークンリーダーからトークン 

ID を読み取ります。-a、-af、または -ai オプションとともに -r オプションを使用すると、
トークン ID の代わりに文字「x」が使用されたときに、指定されたトークンリーダーによる
ユーザーまたはトークンの追加を utuser に対して指示します。このコマンドは、トークンの
読み取りができるようになると、プロンプトを表示して指定されたリーダーにトークンを挿
入するように要求します。 

-l -i、-l -n、-L -i、-L -n の各オプションにおいて、substring を比較する場合、大文字と小文字は
区別されません。 
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使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、ユーザー名に「このコマンドは、ユーザー名に「このコマンドは、ユーザー名に「このコマンドは、ユーザー名に「parker」が含まれる、すべてのユーザーを表示します。」が含まれる、すべてのユーザーを表示します。」が含まれる、すべてのユーザーを表示します。」が含まれる、すべてのユーザーを表示します。 
% /opt/SUNWut/sbin/utuser -l -n parker

例例例例 2: このコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダー 08002086e18f を使用してを使用してを使用してを使用して token-ID を読み取るために、を読み取るために、を読み取るために、を読み取るために、
未知の未知の未知の未知の token-ID、サーバー名「、サーバー名「、サーバー名「、サーバー名「localhost」、サーバーポート「」、サーバーポート「」、サーバーポート「」、サーバーポート「7007」、ユーザー名「」、ユーザー名「」、ユーザー名「」、ユーザー名「John 
Anderson」、およびその他の情報「」、およびその他の情報「」、およびその他の情報「」、およびその他の情報「C987」を持つユーザーを追加します。」を持つユーザーを追加します。」を持つユーザーを追加します。」を持つユーザーを追加します。 

# /opt/SUNWut/sbin/utuser -a "x,localhost,7007,John Anderson,C987"
-r 08002086e18f

例例例例 3: このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、このコマンドは、/tmp/users ファイルからの入力を使用して複数のユーザーを追加します。ファイルからの入力を使用して複数のユーザーを追加します。ファイルからの入力を使用して複数のユーザーを追加します。ファイルからの入力を使用して複数のユーザーを追加します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utuser -a -f /tmp/users

例例例例 4: このコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダーこのコマンドは、トークンリーダー 08002086e18f からトークンを読み取ります。からトークンを読み取ります。からトークンを読み取ります。からトークンを読み取ります。 
# /opt/SUNWut/sbin/utuser -r 08002086e18f

ファイルファイルファイルファイル

次のファイルを使用します。 
   • /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf 

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utdesktop(8), utadmin.conf(5) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

-G オプションは廃止になりました。代わりに utuser -L -g を使用してください。  
-k オプションは廃止されました。代わりに utsession -k を使用してください。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuta
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名前名前名前名前

utwall - Sun Ray ユーザーへの通知ユーティリティー。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utwall   -a aufile  [ -r n ]  [ -v ]  { ALL | user [ :display ]   | :display ... } 
/opt/SUNWut/sbin/utwall   [ -d ]  [ -m "subject" ]  [ -t "message-text" ]  [ -v ] { ALL | user [ :display ]   
| :display ... "}"

/opt/SUNWut/sbin/utwall   [ -u "message-text" ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utwall は、メッセージまたは音声ファイルを、Xserver プロセスを持つユーザーに送信します。
メッセージは、電子メールで送信することも、ポップアップウィンドウに表示することもできま
す。あるマルチヘッドセッションへ送信する場合、そのセッションのすべてのディスプレイに
ポップアップウィンドウが表示されます。 
-a および -d オプションは、スーパーユーザー権限を必要とします。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-a aufile

告知モードです。aufile で指定した音声ファイルを、指定したユーザーの X セッションで再生
します。.au 形式の音声ファイルは /usr/demo/SOUND/sounds にあります。 

-d  各 Xserver のインスタンス上で指定したメッセージのウィンドウをポップアップ表示します。

-m "subject"
subject で指定した件名と与えられたメッセージでメールを送信します。メッセージ文に空白
文字が含まれる場合は、単一引用符または二重引用符を使用してください。置換がサポート
されます。 

-r n 
告知を n 回繰り返します。このオプションは、必ず -a オプションと組み合わせて使用する必
要があります。デフォルトは、1 です。

-t  "message-text"
メッセージ文を指定します。この代わりに stdin で指定することも可能です。メッセージ文に
空白文字が含まれる場合は、単一引用符または二重引用符を使用してください。置換がサ
ポートされます。 

-v  冗長モード。 
オペランドオペランドオペランドオペランド

次のオペランドをサポートしています。 
ALL 

Xserver プロセスを所有する全ユーザーに対して、告知を行います。 
user:display

Xserver プロセスを所有する指定のユーザー (display のディスプレイ番号は省略可 ) に対して、
告知を行います。 

:display 
display に入力されたディスプレイ番号を所有するユーザーに対して、告知を行います。 

使用例使用例使用例使用例

例例例例 1: このコマンドは、全ユーザーに電子メールを送信します。このコマンドは、全ユーザーに電子メールを送信します。このコマンドは、全ユーザーに電子メールを送信します。このコマンドは、全ユーザーに電子メールを送信します。 
# /opt/SUNWut/sbin/utwall -m ‘System policy change...’ -t
‘Tonight\nPlease log off’ ALL

次のような電子メールが送られます。 
Subject:System policy change...
Tonight
Please log off
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例例例例 2: このコマンドは、全セッションに「このコマンドは、全セッションに「このコマンドは、全セッションに「このコマンドは、全セッションに「Log off now!」というポップアップウィンドウを表示さ」というポップアップウィンドウを表示さ」というポップアップウィンドウを表示さ」というポップアップウィンドウを表示さ
せます。せます。せます。せます。 

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d -t "Log off now!"ALL

例例例例 3: このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号 26 のののの jsmith のセッションに、のセッションに、のセッションに、のセッションに、messagefile からのテキス
トをポップアップウィンドウで表示します。 

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d jsmith:26 < messagefile

例例例例 4: このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号このコマンドは、ディスプレイ番号 10 に、そのユーザーからの挨拶メッセージをポップに、そのユーザーからの挨拶メッセージをポップに、そのユーザーからの挨拶メッセージをポップに、そのユーザーからの挨拶メッセージをポップ
アップウインドウに表示します。アップウインドウに表示します。アップウインドウに表示します。アップウインドウに表示します。

# /opt/SUNWut/sbin/utwall -d -t "Hello" :10

属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

wall(8), mailx(8), utaudio(1) 

注意事項注意事項注意事項注意事項

Sun Ray DTU が Xinerama に設定されているときは、最初の画面だけに utwall メッセージが表示
されます。 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto
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名前名前名前名前

utwho - セッションの概要を表示し、ファームウェアを保守します。 
形式形式形式形式

/opt/SUNWut/sbin/utwho   -c  [ -a ]  [ -H ]

機能説明機能説明機能説明機能説明

utwho コマンドは、ディスプレイ番号、トークン、ログインユーザーなどの情報を収集するスク
リプトで、コンパクトな形式でそれらを表示します。与えられたセッションに接続している Sun 
Ray の、IP アドレス、Sun Ray モデル、MAC アドレスを表示することもできます。 

オプションオプションオプションオプション

次のオプションを使用できます。 
-c  utwho は、ディスプレイ番号、セッションのトークン、ログインユーザー、IP アドレス、Sun 

Ray モデル、MAC アドレスとともに接続している Sun Ray を表示します。ディスプレイ番号
は d.m の形式で表示されます。d はセッションの X ディスプレイ番号で、m は特定の Sun 
Ray のマルチヘッドグループ内のインデックスです。セッションのトークンは、セッション
内の $SUN_SUNRAY_TOKEN の値です。モデルと MAC アドレスは、PxB.MAC のように出
力されます。Px はモデルタイプの最後の部分で、たとえば P4 のようになります。MAC は 16 
進形式の 6 バイトの Ethernet MAC アドレスです。-c オプションを指定しない場合、X ディス
プレイ番号、トークン、ログインユーザーを含むセッション情報だけが表示されます。この
モードでは、セッションは、Sun Ray が接続していなくても表示されます。 

-a  他のオプションと組み合わせると、このオプションは、表示する Sun Ray またはセッション
の選択を制御できます。-a オプションを指定しない場合、ログインしているユーザーのセッ
ションだけが表示されます。-a オプションを付けると、すべてのセッションまたは Sun Ray 
が表示されます。その表示内容には、ユーザー ID フィールドが「????」のログインしていな
いユーザーも含まれます。 

-H  通常の出力の上に見出しを出力します。 
属性属性属性属性

次の属性については、attributes(5) のマニュアルページを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目

utfwadm(8), attributes(5) 

属性タイプ 属性値

使用条件 SUNWuto


